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は
じ
め
に

本
研
究
の
目
的

(l)
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用

平
成
十
二
年
度

『教
化
研
究
」
尚

・
ロ

現
代
布
教
研
究
|
教

化
活
動
に
お
け
る
人
材
・布
教
情
報
の
収
集
に
お
い
て
す
で
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
「
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成

作
業
を
す
す
め
て
行
く
。

(2)
結
縁
五
重
相
伝
会
の
あ
り
方

同
時
に
、
新
た
な
研
究
課
題
の
予
備
研
究
と
し
て
左
記
の
研
究
を

進
め
て
行
き
た
い
。

浄
土
宗
の
教
え
を
、
五
つ
の
順
序
に
し
た
が

っ
て
伝
え
る
法
会
に

「結
縁
五
重
相
伝
会
」
が
あ
る
。

こ
の
「
結
縁
五
重
相
伝
会
」
は
、
全
国
各
地
で
厳
修
さ
れ
て
い
る

が
、
構
成
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
含
め
、

「幻
世
紀
の

「結
縁
五
重
相
伝
会
」

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
多
面
的
に
研
究
を
進

め
て
ゆ
く
た
め
の
予
備
調
査
研
究
を
行
う
。

2 

研
究
の
方
法

(l
)
 人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

2 

結
縁
五
重
相
伝
会
の
あ
り
方

E 

研
究
成
果
報
告

人
材
情
報
の
作
成
作
業

人
材
情
報
収
集
は

現
在

ω名
程
の
方
々
の
登
録
記

入
を
終
え
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
が
構
築
考
慮
中
で
あ
る
た
め
収
集

作
成
作
業
は
現
状
凍
結
し
た
。
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(2)
シ
ス
テ
ム
の
概
要
(
提
言
)

①

宗
務
庁
の
然
る
べ
き
部
署
に
「
人
材
情
報
管
理
室
」

を
設

置
し
、
全
国
機
関
に
情
報
網
を
構
築
す
る
。

②

浄
土
宗
関
係
諸
機
関
よ
り
、
講
習
会
研
修
会
の
情
報
を
収

集
す
る
。

③
情
報
の
分
類
管
理
(
常
に
最
新
情
報
を
維
持
す
る
)
。

④
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
受
理
す
る
。

⑤
全
情
報
よ
り
、
該
当
情
報
を
抽
出
す
る
。



⑥
依
頼
者
に
情
報
を
提
供
す
る
。
(
報
告
書
提
出
を
義
務
付
け

る
。
)

⑦ 

報
告
書
の
内
容
を
情
報
に
追
加
入
力
す
る
。

⑧

「
人
材
情
報
管
理
室
」
を
広
報
す
る
。

2 

結
縁
五
童
相
伝
会
の
あ
り
方

『五
童
相
伝
に
つ
い
て
・
現
状
と
問
題
点
』

清
水
秀
浩
研
究
員
講
義
資
料

①

「
五
重
相
伝
の
配
役
と
手
伝
い
の
人
数
」

B
5

(
入
行
式
-
剃
度
・機
悔
・要
傷
・
密
室
・常
時
法
用
)

②

「
五
重
相
伝
日
程
表
」
異
香
山
法
楽
寺

B 
5 

③

「
五
重
相
伝
の
し
お
り
」
①
序
説
1
⑥
第
五
重

B
5

④
「
道
場
清
規
」
・
「
五
重
相
伝
出
席
表
」

B
5

@

「
結
縁
五
重
の
準
備
」
B
4
×
7

⑦

「
心
光
寺
五
重
相
伝
日
程
」
B
4

⑧

「
道
場
の
荘
厳
」

B
4
×
3

入
行
書
院
式
・
前
行
中
の
道
場
剃
度
式
・
・
要
傷
道
場

密
室
道
場
と
法
要
関
係
の
諸
準
備
品

⑨

「
配
役
表
」

B
4

入
行
書
院
式
・
開
白
法
要
剃
度
式
書
院
式

要
傷
道
場
・
密
室
道
場

⑩
「
五
重
相
伝
要
項
」
河
内
園
異
香
山
法
楽
寺
B
5
×
日

各
法
要
の
配
役
表
・
差
定
-
衣
帯

(2)
「
五
童
相
伝
」
の
基
本
と
実
践

(
上
回
見
宥
先
生
公
開
講
座

・
別
掲
肌
ぺ
l
ジ

3
)
勧
誠
録
に
よ
る
五
重
日
程
の
考
察
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後
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
並
行
し
て
、
日
程
商
の
参
考
に
も
な

る
と
考
え
、
国
附
の
勧
誠
録
を
ス
タ

ッ
フ
で
読
み
合
わ
せ
、
勧
誠
内

容
と
日
程
の
関
係
を
調
べ
て
み
た
。
勧
誠
の
す
す
め
方
は
人
に
よ

っ

て
異
な
り
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
以
下
そ
の
調
査
の
結
果
を
述
べ

る
参
考
に
し
た
勧
誠
録

一
覧

(
順
不
同

・
書
名
・
勧
誠
師
名
の
み
記
載

・
敬
称
略
)

。
「
五
重
講
説
」
上
下
巻

岩
井
智
海

。
「
口
述
(
は
な
し
こ
と
ぱ
)
五
重
勧
誠
」
伊
藤
宏
天



。
「
浄
土
宗
の
五
重
説
法
」
井
川
定
慶

。
「
五
重
法
話
』
野
島
宣
道

。
『
五
重
講
説
』

林
霊
法

。
「
五
重
傍
法
講
話
」

藤
吉
慈
海

。
『
還
愚
の
法
悦
』

金
子
真
補

。
『
浄
土
宗
五
重
講
録
」
水
谷
大
成

。
「
五
重
勧
誠
」

藤
堂
俊
章

。
『
弥
陀
の
掌
(
ほ
と
け
の
て
)
」
寺
固
定
信

。
『
五
重
法
話
」
岩
井
信
道

。
「
南
無

一
撃
」
服
部
法
丸

。
「
ひ
と
す
じ
の
道
」
羽
田
恵
一

。

「故
郷
へ
の
峠
道
』
山
脇
秀
候

。
「
順
願
の
撃
』
松
島
定
宣

。
「
今
現
在
説
法
』
有
本
亮
啓

。
「
歓
喜
の
音
(
こ
え
)
』
民
谷
隆
誠

①
席
数

最
低
八
席
、
最
高
二
十
席
と
ぱ
ら
つ
き
が
あ

っ
た
が
、

一
席
の
時

聞
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
勧
誠
全
体
の
所
要
時
間
は
判
明
し
な
い
。

後
に
述
べ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
じ
く
十
四
・十
五
席
が
主
流
の

ょ
う
で
あ
る
。

②
勧
誠
内
容
ご
と
の
席
数
は
勧
誠
師
に
よ
り
違
い
が
あ
る
こ
と
は
勿

論
だ
が
、
大
体
の
平
均
を
取
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

全
体

・
十
五
席

前

説

・
三
席
(
約
加
%
)

初

重

・
四
席
(
約
お
%
)

重

・
三
席
(
約
加
%

-6-

重
・

二
席
(
約
日
%
)

四

重
・

二
席
(
約
日
%
)

第
五
重
・

一
席
(
約
9
%
)

③
ま
と
め

多
く
の
勧
誠
師
は
前
説
・
初
重

・
二
重
に
重
き
を
お
き
時
間
を

取
っ
て
い
る
。
仏
教
概
説
・
宗
学
概
説

・
二
祖
三
一
代
の
伝
記
に
時
間

を
割
い
て
い
る
例
が
多
い
。
教
学
的
内
容
よ
り
、
信
機

・
信
法
そ
し

て
念
仏
行
の
実
践
へ
と
い
う
段
階
の
踏
み
方
が
、
結
縁
五
重
相
伝
勧



誠
の
道
筋
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

4
)
「
結
縁
五
童
相
伝
会
に
つ
い
て
の
調
査
」
報
告

浄
土
宗
総
合
研
究
所
情
報
研
究
班
で
は
、
平
成
日
年
日
月
l
u
月

に
か
け
て
「
結
縁
五
重
相
伝
会
に
つ
い
て
の
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
は
、

『宗
報
」
平
成
凶
年
1

月
号
よ
り
平
成
ロ
年
ロ
月
号
ま
で
に
五
重
開
謹
報
告
が
掲
載
さ
れ
た

寺
院
、

mヶ
寺
に
調
査
協
力
を
ご
依
頼
し
た
。
回
答
期
限
は
平
成
日

年
ロ
月
白
日
で
あ
っ
た
が
、
平
成
M
年
2
月

m日
到
着
分
ま
で
を
集

L
P
'

J

，-
。

ヨ
ロ
'
L

，J

①
 
調
査
表

調
査
表

教
区
名

・
寺
院
尚

・
寺
院
名
・
住
職
名
(
五
重
開
鐘
時
)

会
所
・
伝
灯
師
名

・
勧
誠
師
名

・
教
授
師
名

・
回
向
師
名

1
.
日
程
に
関
し
て

閉
経
期
間
・
時
間
帯
・
勧
誠
の
数

・
一
席
あ
た
り
の
時
間

2
.
伝
灯
師
、
勧
誠
師
等
に
関
し
て
お
答
え
下
さ
い
。

伝
灯
師
は
①
住
職
文
は
先
代
住
職

③
組
内
住
職

④
そ
の
他
(

勧
誠
師
は
①
住
職
又
は
先
代
住
職

③
住
職
が
希
望
し
た
人

教
授
師
は
①
住
職
又
は
先
代
住
職

③
住
職
が
希
望
し
た
人

回
向
師
は
①
住
職
文
は
先
代
住
職

③
住
職
が
希
望
し
た
人

3
.
受
者
に
関
し
て
お
答
え
下
さ
い
。

A
-
参
加
受
者
数

名
(
男
性

B
・
最
も
多
い
年
齢
隔

①
却
代

④
叩
代

⑤
朗
代
以
上

4
.
今
回
が
初
め
て
の
閉
経
で
す
か
。

①

今
回
初
め
て

②
本
山
台
下

②
本
山
の
紹
介

④
そ
の
他
(

②
本
山
の
紹
介

④
そ
の
他

(
②
本
山
の
紹
介

④
そ
の
他

(名

女
性

名

7 

②
印
代

③

ω代

す
台、

①
晋
山

堂
宇
建
立

今
回
、
閉
経
さ
れ
た
理
由
は
何
で

③
そ
の
他

(

②
過
去
に
も
開
運
し
て
い
る

開
鐘
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
二
十
年
以
降
の

過
去

回



①
定

期

的

(

そ
れ
は
定
期
的
で
す
か
、
不
定
期
で
す
か

年
間
に

一
度
の
閉
経
)

②
不
定
期

A
僧
侶
の
人
数

5
.
出
仕
者
に
関
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

名

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
友
人
関
係

B
僧
侶
以
外
の

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
そ

の

他

(

約

当
て
は
ま
る
全
て
に

O
を

①
組
内
寺
院

②
法
類
寺
院

④
そ
の
他
(

約

名

当
て
は
ま
る
全
て
に

O
を

①
寺
庭
婦
人

②
檀
信
徒

か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

6
・
道
場
の
荘
厳
で
、
五
重
の
時
に
必
要
な
用
具
を
ど
う
し
て
い
る

①
寺
で
全
て
揃
え
る

③
本
山
に
借
り
る

②
組
内
寺
院
で
借
り
る

予
定
が
あ
り
ま
す
か

7
.
開
鐘
の
後
、
五
重
，さ
ら
い
を
行
い
ま
し
た
か
、
あ
る
い
は
す
る

④
そ
の
他

(

①

は
い

↓
質
問

8
.
9
.
へ
②

い
い
え

l
t
'斤
司
、
回
回
世
勺

AU

‘
眠
中
F
P
回
目
H
!
'
E
A

8
.
五
重
，
さ
ら
い
は
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
か

①

一
度
だ
け

②
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

年
に
一
度
)

9
.
五
重
*
さ
ら
い
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

①
勧
誠
が
あ
る

席

②
勧
誠
が
な
い

(
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か

10 

こ
の
調
査
表
以
外
で
、
参
考
に
な
る
事
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
ご

教
示
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
(

平
成

年

月
記
入

以
上

-8-

②
「
結
縁
五
重
相
伝
会
に
つ
い
て
の
調
査
」

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

イ

概
要

(l)
回
答
数
は
平
成
十
四
年
二
月
二
十
八
日
現
在
問
通
で
回
答
率

は
日
%
、
有
効
回
答
は
即
通
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
設
問
に
よ
っ
て
無

〆¥

記
入
、
無
回
答
の
も
の
を
含
む
た
め
、
合
計
数
は
設
問
ご
と
に
そ
れ



ぞ
れ
違
っ
て
く
る
。
ま
た

回
通
の
方
か
ら
日
程
表
、
役
配
表
他

内
容
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
等
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ

ら
も
考
慮
し
て
集
計
を
行
っ
た
。

(2)
地
域
分
布

五
重
開
鐘
の
地
域
分
布
に
関
し
て
は
、
す
で
に

当
研
究
所
大
蔵
研
究
員
の
調
査
(
平
成
日
年

『戒
名

そ
の
問
題
点

と
課
題
』
葬
祭
仏
教
研
究
班
)
で
報
告
済
み
の
通
り
、
近
畿
地
方
(
特

に
滋
賀
と
大
阪
の
二
教
区
)
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
町
%
を
占

め
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
も
、
回
答
印
通
の
う
ち
近
畿
地
方
が
幻

通
と
、
同
様
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
総
寺
院
数
ま

で
考
慮
し
て
、
教
区
ご
と
の
五
重
開
鐘
率
を
比
較
し
た
ら
そ
の
差
は

も
っ
と
歴
然
と
す
る
事
で
あ
ろ
う
。

こ
の
調
査
は
、
宗
報
に
報
告
さ
れ
た
寺
院
の
み
を
対
象
に
行
わ
れ
た

た
め
、
日
程
に
関
し
て
も
、
ま
た
内
容
に
関
し
て
も
五
重
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
例
が
多
く
な
り
、
統
計
的
に
は
偏
っ
た
結
果

に
な

っ
た
事
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
少
数
で
は
あ
る
が
斬
新
的
な

考
え
方
も
あ
り
、
五
重
相
伝
の
伝
統
と
現
代
性
を
考
え
る
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

1
.
日
程
に
関
し
て

開
鐘
日
数

功
績
点
上
の
規
則
(
宗
令
第
部
号
に
よ
り
五
重
相
伝

会
は
5
日
以
上
を
評
点
)
が
理
由
の

一
端
やた
ろ
う
が
、
宗
に
報
告
す

る
寺
院
は

5
日
間
が
圧
倒
的
に
多
い
。
実
際
に
は

3
、
4
日
の
五
重

も
よ
く
耳
に
す
る
が
、
宗
に
報
告
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
か
っ
た
。

6
、
7
日
間
と
い
う
回
答
に
は
、
伝
統
を
守
っ
た
昔
な
が
ら
の

7
日

五
重
を
す
る
他
に
、
本
行
5
日
間
の
前
の
膝
揃
え
と
し
て

1

2
日

を
加
え
る
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
夜
間
で
叩
日
間
五
重
を

し
て
い
る
寺
院
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ

っ
た
。

-9-

開廷日数

三日五重

四日五重 3 

五日五重 105 

六日五重 8 

七日五重 12 

八日五重

計 130 



開
鐘
の
月

や
は
り
春

・
秋
に
集
中
し
て
い
る
。

(
4

5 

10 

日
月
)
但
し
、
中
に
は
正
月
五
重
と
い
う
伝
統
が
あ
る
等
、
特
殊
な

回
答
も
あ
っ
た

開症の月

l月 2 

2月 5 

3月 11 

4月 26 

5月 26 

6月 3 

7月 。
8月
9月 5 

1 0月 20 

1 1月 30 

1 2月

計 130 

o 5 10 15 20 25 3J 

開
始
時
間

地
方
寺
院
は

8
時
、
都
市
寺
院
は

8
時
半
・

9
時

が
多
い
。
宿
泊
と
い
う
調
査
項
目
が
な
か
っ
た
た
め
に
、

6
、
7
時

な
ど
の
早
い
開
始
が
で
き
る
理
由
が
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

泊
り
で
の
五
重
と
思
わ
れ
る
。

終
了
時
間

夕
方
に
終
了
す
る
寺
院
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
上
記

と
思
わ
れ
る
。

と
同
じ
く
夜
遅
く
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
泊
り
で
の
五
重

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

8

7

6

5

4

3

2

1

 

開始時間

6時

6時半 4 

7時 8 

7時半 13 

8時 62 

B時半 24 

9時 13 

125 
8時半 9時

日
U

噌

Eム

8時6時

8筒

5時半

7時半

5時

7時

4時 4時半

6崎半6時

3時

円

U

門

U

門

U

門

u
n
u

円

U

円

u
n
u
n
U

8

7

6

5

4

3

2

1

 

終了時間

3時 1 1 
4時 81 
4時半 31 I 

5時 73 I 
5時半 6 I 
6時 5 

B時

計 125 



勧
誠
席
数

日
一
日
席
と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多
い
。
最
大
M

席
、
最
小
8
席
で
あ
る
が

卯
分

一
席
と
し
て
も
途
中
に
休
憩
が

入
っ
て
品
分
2
席
と
考
え
ら
れ
る
等
、
実
際
の
遣
い
は
そ
れ
ほ
ど
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

勧誠席数

B席

9席

1 0席
1 1席 4 

1 2席 6 

1 3席 14 

1 4席 37 

1 5席 40 

1 6席 8 

1 7席

1 8席 4 

1 9席 。
2 0席 2 

2 1席 4 

2 2席 2 

2 3席 。
2 4席 3 

言十 128 
5 10 15 20 25 30 35 4C 

L
O
 

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

席

n
6
n
w
u
n
U

可

l

n

t

q

u

凋
斗

F
h
u
n
h
u
7
'
n
M
U
Q
u
n
u

、l
門

ζ

q

JU

凋
斗

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

 

一
席
あ
た
り
の
時
間

概
ね

ω分
。
午
前
二
席
、
午
後
二
席
と
い

う
も
の
が
約
加
%
で
あ
っ
た
。

総
勧
誠
時
間
(
分
)

勧
誠
席
数
×

一
席
あ
た
り
の
時
間

表
の
通
り
、
平
均
的
な
総
勧
誠
時
聞
は
ロ

i
凶
時
間
で
あ
っ
た
。

4U % Hll % 

-・.• • 益・a

~ 
ら--門 4

一席あたりの時間(分)

4 0分 2 

5 0分 11 

6 0分 108 

7 0分 5 

8 0分 。
9 0分 2 

計 128 

唱
E
A

噌

E
A

総勧誠時間 (分)

= 勧誠席数×一席あたりの時間

~240 ア

241 ~ 480 

481 ~ 720 14 

721 ~ 960 95 

961 ~ 1200 11 

1201 ~ 1440 10 

1441 ~ 。
計 138 



一
日
あ
た
り
の
平
均
勧
誠
時
間
(
分
)

席
数
×
時
間
÷
日

表
の
通
り
、
だ
い
た
い
平
均
化
さ
れ

一
日
あ
た
り
2
時
間
半
か
ら

3

時
間
の
勧
誠
と
な
る
。

2
.
伝
灯
師
、
勧
誠
師
、
教
授
師
、
回
向
師
に
関
し
て

「
伝
灯
師
」
は

一
部
の
例
外
を
除
き
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
開
謹
寺
院

の
住
職
又
は
先
代
住
職
が
勤
め
て
い
る
。
(
何
%
)
そ
の
他
の
例
と

し
て
は
、
勧
誠
師
が
兼
任
す
る
、
住
職
の
代
行
(
副
住
職
)
等
で
あ
っ

た
。

「
勧
誠
師
」
は
住
職
希
望
と
い
う
回
答
が
約
位
%
で
あ
っ
た
。
そ
の

他
と
し
て
は
、
知
人
の
紹
介
、
副
住
職
の
友
人
、
教
授
師
の
紹
介

所
属
の
会
の
紹
介
等
で
あ
っ
た
。「
勧
誠
師
」
は
、
圧
倒
的
に
住
職

の
希
望
で
選
任
さ
れ
て
い
る
。
記
名
の
「
勧
誠
師
」
名
を
集
計
す
る

と
、
同

一
の
方
が
数
ヵ
寺
、
数
十
ヵ
寺
と
お
勤
め
に
な
り
、
熟
達
の

勧
誠
師
と
し
て
個
人
的
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
即
例
中
、

実
質
総
数
は
門
知
名
で
あ
り
、

A
師
(
詑
ヵ
寺
)
、

B

師
(
幻
ヵ
寺
)
、

C
師

(H
ヵ
寺
)
の

3
師
で
、
全
厳
修
寺
院
の
約

位
%
を
勧
誠
さ
れ
て
い
る
。

伝灯師

住職 125 

本山台下 4 

組内長老

その他 3 

計 133 

住職

本山紹介 3 

住職希望 123 

その他 6 

計 133 

勧誠師

「教
授
師
」
は
住
職
希
望
と
い
う
回
答
が
叩
%
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、

部
内

・
門
中
の
長
老
と
い
う
答
え
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
他
に
は

-12 

教
区
長
、
法
類
総
代
、
組
の
決
定
、
組
長
等
で
あ
る
。
「
教
授
師
」
に

つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
と
実
際
の
役
割
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

為
、
回
答
に
多
少
の
戸
惑
い
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
当
方
と
し

て
は
、
受
者
に
対
す
る
道
場
内
諸
事
の
相
談
役
、
進
行
役
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
た
が
、
中
に
は
「
総
司
」
的
な
意
味
で
「
教
授
師
」
を

配
し
て
い
る
例
、

「回
向
師
」
を
兼
ね
て

「教
授
師
」
と
す
る
例
が

あ
り
、
正
確
さ
を
欠
い
た
点
は
残
念
で
あ
っ
た
。
な
お
、

「教
授
師
」

「回
向
師
」
が
同

一
人
と
し
て
い
る
の
が
日
例
、
「
教
授
師
」「
回
向

師
」
と
も
に
無
し
が
4
例
あ
っ
た
。



「
回
向
師
」
も
住
職
の
希
望
が
的
%
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
回
答
は

勧
誠
師
の
推
薦
、
部
内
(
門
中
)
寺
院
の
方
々
、
と
い
う
も
の
が
多

、a

コ
:
0

・カ

て
争人

「
教
授
師
」
の
項
と
同
じ
く
、
「
教
授
師
」
的
な
意
味
合
い
で
「
回
向

師
」
が
存
在
す
る
例
(
こ
の
場
合
は

「
教
授
師
」
「
回
向
師
」
同

人
、
ま
た
は

「
教
授
師
」
無
し
と
回
答
さ
れ
て
い
る
)
と
、
贈
り
回

向
で
受
者
の
信
仰
情
操
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
の
役
配
と
し
て
存
在
す

る
例
に
別
れ
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
は
「
勧
誠
師
」
と

同
様
、
「
回
向
師
」
と
し
て
熟
達
さ
れ
た
方
に
集
中
し
て
い
た
。
特

に
回
数
の
多
い
方
は
三
名
に
絞
ら
れ
A
師
(
日
ヵ
寺
)
、

B
師
(
凶
ヵ

寺)、

C
師

(
8
ヵ
寺
)

で
あ
り
、
そ
の
他
の
方
も
、

4
ヶ
寺
を
兼

任
し
て
い
る
。
ま
た
、

「回
向
師
」
は
無
し
と
い
う
寺
院
が
臼
例
あ

り
、
こ
の
場
合
は

「維
那
」
が
回
向
を
す
る
と
思
わ
れ
る
。

教授師

住職 9 
本山紹介 。
住職希望 59 
その他 16 

計 84 

回向師

住職 4 
本山紹介 。
住職希望 111 
その他 10 
計 125 

3
.
受
者
に
関
し
て

A
.
参
加
受
者
数

え表
るの
寺通
院り

長…
存 名
-'-デ"・

りら
100 

そ 名
れあ
ぞ た

おロ
規平
模均
lこが
よあ
つ z

てが
ず"‘
な 300
り人
幅を
広超

体
的
に
多
か

っ
た
。

く
閉
塞
さ
れ
て
い
る
事
が
伺
わ
れ
る
。東
北
地
方
は
受
者
の
数
が
全

35 

ヨコ

25 

20 

10 

O 
畿包人

15 

5 

相
川
ι

町
2
3
咽

田

i
m

閣

s
m

町

j
咽

印

tj
田

町
l
h
田

町

js田

川町

1
即

日

t
柏

田
一
昨

121 ~ 140人 11 
140 ~ 200 8 
201 ~ 300 4 
301 ~400 

400人以上 4 

言十 135 

-13-

受者に関して

20人以下 。
21 ~40人 ア

41 ~ 60人 26 
61 ~ 80人 35 
81 ~ 100人 24 
101 ~ 120人 15 



全
体
の
男
女
比
は

男
性

五
九
三
六
名

女
性

七
七
三
二
名

表
の
通
り
、
各
寺
院
に
お
け
る
男
女
比
(
男
/
全
体
)
も
、
川
w
l
m
%

(
日
%
)

で
あ
っ
た
。

(
円
相
%
)

0% 。
10% 

20% 4 

30% 15 

40% 44 

50% 62 

60% 3 

70% 

80% 。
90% 。
100% 

計 131 

(男性数一総数x100) 

男女比B
、
最
も
多
い
年
齢
層

ω代
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

最も多い年齢層

3 0代

4 0代 13 

5 0代 24 

6 0代 78 

7 0代 13 

8 0代 。
計 129 

4
.
今
回
が
初
め
て
の
開
鐘
で
す
か

+
晶
玉
ワ
“

'tv
-
L暗
唱

E
A

い
い
え
山

回
答
の
あ
っ
た
寺
院
の
約
田
%
の
寺
院
に
お
い
て
、
過
去
に
も
実
績

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

5
.
今
回
、
開
鐘
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か

①
晋
山

②
堂
宇
建
立

③
そ
の
他

14 

57 

5 

こ
の
回
答
で
は
、

③
そ
の
他

-14-

の
回
答
が
多
い
。
定
期
的
に
五
重
と

授
戒
を
く
り
返
し
て
い
る
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
4
の

設
問
と
重
ね
て
見
る
と
、
初
め
て
の
開
催
に
お
い
て
の
理
由
は
、
晋

山
、
堂
宇
建
立
と
い
う
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
過
去
に
お
こ
な
わ
れ

た
と
い
う
寺
院
か
ら
も
相
当
数
理
由
が
書
か
れ
て
い
た
。
設
問
の
不

適
切
か
ら
、
回
答
者
自
身
の
開
鐘
と
寺
院
の
開
鐘
と
混
同
さ
れ
、
結

果
に
反
映
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

6
.
昭
和
初
年
以
降
の
開
鐘
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
戦
後
か
ら
の
近
代
の
開
謹
数
を
集
計
し



が
最
も
多
く

た
。
現
在
ま
で
の
日
年
間
の
開
鐘
を
見
る
と
、
-
回
か
ら

4
固
ま
で

ほ
ぼ
同
数
で
お
ケ
寺
前
後
で
あ
る
。

撤
一8
一

4
一

6
一

6
一
-

一

6
一

5
一

4
一

5
一

5

前田
一
一

3
一3
一1
l

一司bi

-
-

一

一
2

日
限

一

一

一

一

一

一

一

一

-

一
1ー

の
一

一

一

一

一

一
一
一

一
一

降
一

」

一

一

以
一
一
一
一

一

一

一回
一回
一

一

年
一

一

一

一

一

一回
一2
一A
一上
一

O
一
一

回
一回
一回
一回
一
nu
--
一1
一以
一

2
一
一

2
一A

一6
一日
一1
一
二
~
一回
一

和
一回
一
~
一
~
一
~
一
~
一
~
一1
一3
一-5
一

昭
一O
一

1
一
3
一

5
一

7
一

9
一

1
一
I
L
l
-計

何年ごとに開廷されていますか

35 

30 

25 

20 

15 

10 

l年 。
2年

3年 3 

4年 4 

5年 6 
6年 4 
7 ~ 9 年 2 

1 0年 21 
1 1 ~ 1 5年 13 
1 6 ~ 2 0年 4 
2 1 ~ 2 5年

2 6 ~ 3 0年 2 

計 61 

日回 3 5 7 9 II 13 15回
I I I I I I 以上

4回 6回 目回 10回12回 14回

5 

。

7
.
五
重
は
定
期
的
で
す
か
、
不
定
期
で
す
か
。

定
期

不
定
期

56 

63 

半
数
の
寺
院
に
お
い
て
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
を
年
数

で
見
る
と
、
凶
年
か
ら
日
年
の
間
隔
で
開
鐘
さ
れ
、
設
問
6
の
回
答

と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る

om年
ご
と
に
開
鐘
さ
れ
て
い
る
例
が
最
も

多
い
が

4
1
6年
ご
と
と
い
う
寺
院
も
少
な
く
な
い
。

8
.
出
仕
者
に
関
し
て

A
.
出
仕
僧
侶
の
人
数

E
J
 

‘，ム

こ
の
項
目
は
、
五
重
開
謹
に
際
し
て
何
名
の
僧
侶
が
必
要
と
な
る
か

(
何
名
に
出
仕
願
い
を
出
し
た
か
)
を
調
査
し
た
か

っ
た
の
だ
が
、
設

問
不
十
分
だ

っ
た
た
め
に
、
延
べ
人
数
を
回
答
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

出仕僧侶の人数

1 ~ 4 人 。
5 ~ 9 人 14 
1O ~ 1 4人 35 
15 ~ 19人 26 
20 ~ 24 人 16 

25 ~ 29 人 17 
30 ~ 34 人 11 
35 ~ 39 人 。
40 ~ 49 人 4 
50人以上 13 

言十 136 



も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
よ
っ
て
統
計
的
な
バ
ラ
ン
ス
か
ら
判
断

し
、
幼
名
以
上
の
デ

l
タ
は
考
慮
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
表
よ
り

出
仕
僧
侶
の
数
は
叩

i
日
名
前
後
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
受
者
数
と
の
相
関
と
し
て
、
(
受
者
数
÷
僧
侶
)
を
計
算
し

て
み
る
と
、
僧
侶
l
人
に
対
し
て
受
者

5
i
m
人
が

一
番
多
い
の

思
わ
れ
る
。

で
、
受
者
数
の
だ
い
た
い

l
割
く
ら
い
の
僧
侶
が
出
仕
し
て
い
る
と

ま
た
そ
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
複
数
回
答
可
)

僧侶数

1人未満 9 

1 ~ 2 人未満 12 

2~3人未満 11 

3~5人未満 30 

5~ 10人未満 48 

1O ~20 人未満 13 

20~30 人未満 3 

30 ~ 40 人未満

50人以上

計 128 

受者数そ
の
他
の
回
答
で
見
ら
れ
た
も
の
は
、
大

部
分
が
本
山
の
役
職
、
回
向
師
の
推
薦

者
、
教
区
内
寺
院
・
浄
青
で
あ

っ
た
。
特

ど芯たにお願いしているか (僧侶)

複数回答可

l 組内寺院

2 法類

3 友人僧侶

4 その他

る
方
が
多
か

っ
た
。

に
回
答
1
に
補
足
し
て
門
中
・
部
内
寺
院
と
限
定
し
て
書
か
れ
て
い

B
.
僧
侶
以
外
の
人
数

僧侶以外のお手伝い人数

1 ~ 4 人 15 

5 ~ 9 人 23 

1O ~ 1 4人 26 

15 ~ 19人 6 

20 ~ 24 人 16 

25 ~ 29 人 4 

30 ~ 34 人 10 

35 ~ 39 人

40~49人 ア

50人以上 13 

計 121 

A
と
同
様
に
、
延
べ
人
数
を
答
え
ら
れ
た
方
も
あ
る
が
僧
侶
以
外
の

氏
U

4
E
A
 

相
関
と
し
て
、

出
仕
者
数
は

5
1
日
人
が

一
番
多
い
回
答
で
あ

っ
た
。受
者
数
と
の

僧
侶
の
数
と
同
じ
く
、
出

(
受
者
数
÷
出
仕
者
)
を
計
算
し
て
み
る
と

仕
者
1
人
に
対
し
て
受
者

5
1
m
人
、
受
者
数
の
だ

い
た
い

1
割
く
ら
い
の
方

が
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

お手伝い人数

1人未満 5 

1~2 人未満 12 

2 ~ 3 人未満 17 

3 ~ 5 人未満 18 

5 ~ 10人未満 31 

1O ~ 20 人未満 20 

20 ~ 30 人未満 8 

30 ~ 40 人未満 4 

50人以上 5 

計 120 

受者数



そ
の
他
の
回
答
で
見
ら
れ
た
も
の
は
、
親

戚
(
日
例
)
、
配
膳
賄
い
人

(
5例
)
、
友

人
知
人

(
3例
)
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

2

に
含
ま
れ
る
が
、
特
に
世
話
人
、
役
員
、
婦

族
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。

人
会
、
前
回
受
け
た
檀
信
徒
、
受
者
の
家

9
.
道
場
の
荘
厳
で
必
要
な
用
具
を
ど
う
し
て
い
ま
す
か

こ
の
設
問
も
複
数
回
答
を
そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
ト
し
た
が
、
項
目
l
に

関
し
て
の
み
他
の
回
答
が
な
い
も
の
を
有
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
他
の
例
と
し
て
は
、
仏
具
庖
、
葬
儀
社
に
借
り
る

(
4
例
)

道場の荘厳について

11 寺で全て揃える

2 組内で借りる

3 本山に借りる

4 その他

法
類
寺
院
に
借
り
る

(
4
例
)
、
足
り
な
い
も
の
は
門
中
、
伴
組
で

揃
え
て
い
る

(
8例
)
、
教
区
に
借
り
る

(
4
例
全
て
静
岡
教
区
)
等

で
あ
っ
た
。

m.
五
重
ざ
ら
い
を
行
い
ま
し
た
か
、
あ
る
い
は
す
る
予
定
が
あ
り

ま
す
か-A.

中
品

、J

l

l

 88 

2 

い
い
、
ぇ

46 

日
.

五
重
唄さ
ら
い
は
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
か

-17一

一
度
だ
け

44 

2
.
定
期
的
に
行
う

42 

↓
何
年
に

一
度
五
重
ざ
ら
い
を
行
い
ま
す
か

五重ざらいは何年ごと

毎月

年に 4回

年I~ 2回 2 

1年に一度 31 

2年に一度 2 

3 年I~一度

4年に一度

言十 39 



時
五
重
*
さ
ら
い
の
内
容
は
ど
う
よ
う
な
も
の
で
す
か

1
・
勧
誠
が
あ
る

78 

2
.
勧
誠
は
な
い

9 

↓
勧
誠
が
あ
る
と
答
え
ら
れ
た
方
へ
、
勧
誠
席
数
は
い
く
つ
で

す
か

↓
五
重
ざ
ら
い
で
何
を
す
る
か
、
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い

O
お
別
時
会
、
念
仏
を
称
え
る
の
が
目
的
。
勧
誠
を
中
心
に
は
考
え

t
E
。

φω'w 

O
日
常
勤
行

・
礼
拝
&
住
職
が
法
話
を
す
る
。

O
法
要
の
み

等

ま
た
五
重
申
さ
ら
い
の
他
に
、
定
期
的
に
念
仏
講
や
別
時
会
を
開
く
と

い
う
寺
院
も
数
例
回
答
が
あ
っ
た
。

以
上

「
結
縁
五
童
相
伝
会
に
つ
い
て
の
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

ハ
、
意
見
記
入
事
例

ま
た
、
調
査
表
の
終
り
に

「日
、
こ
の
調
査
表
以
外
で
、

参
考
に
な
る
事
が
ご
ざ
い
ま

す
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
」

と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
御
記
入
を
い
た
だ
い
た
。

内
容
が
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
ご
教
示
を
次
に
記

載
し
た
。

記
入
事
例

-18-

-

(
滋
賀
)
浄
土
宗
寺
院
が
多
く
、
地
域
的
に
五
重
が
盛
ん
で
信
者

同
土
が
他
寺
の
五
重
に
参
詣
し
合
う
習
慣
が
あ
る

-

(
滋
賀
)
檀
信
徒
の
す
べ
て
が
五
重
相
伝
の
受
者
と
な
る
。
信
楽

方
面
は
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
。

-

(
滋
賀
)
滋
賀

・
甲
賀
地
方
の
地
域
性
も
手
伝
っ
て
い
る
。
7
日

五
重
を
守
っ
て
い
る
。



-

(
滋
賀
)
五
重
の
度
に
前
五
重
の
方
が
奉
仕
し
て
く
れ
ま
す
。
新

五
重
受
者
の
家
か
ら
期
間
中

一
回
は
出
仕
し
て
く
れ
ま
す
。

-

(
滋
賀
)
滋
賀
教
区
で
は
教
授
師
は
、
儀
式
中
の

一
役
割
に
す
ぎ

な
い
。
九
州
全
般
で
は
回
向
師
の
役
を
教
授
師
と
呼
ん
で
い
る
。
五

重
ざ
ら
い
は
、

一
日
五
重
の
よ
う
な
形
で
勧
誠
師
、
回
向
師
を
招
い

て
行
う
。
そ
の
他
に
念
仏
講
が
年
に

2
回
あ
る
。
自
分
が
勧
誠
を
す

る
と
き
は
近
江
方
式
で
行
い
ま
す
。

-

(
滋
賀
)
檀
家
数
日
軒
で
は
、
お

i
初
年
に

一
回
で
な
い
と
受
者

が
揃
わ
な
い
。
(
老
夫
婦
二
人
暮
ら
し
・
若
夫
婦
な
ど
入
れ
て
)

-

(
大
阪
)
品
目
は
発
起
人
に
な
っ
て
金
銭
的
負
担
を
し
て
く
れ
る
人

が
あ
っ
た
が
、
今
の
社
会
で
は
な
く
、
受
者
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

故
に
冥
加
料
が
高
く
な
る
。

-

(
大
阪
)
成
満
後
、
お
礼
参
り
に
総
本
山
知
思
院
、
岡
山
誕
生
寺

へ
。
な
お
拙
寺
で
は
再
伝
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-

(
大
阪
)
主
と
し
て
近
江
方
式
と
大
和
方
式
と
に
二
分
さ
れ
る
五

重
の
形
態
、
ど
ち
ら
の
形
式
で
な
さ
れ
た
か
を
調
べ
る
の
も
統
計
と

し
て
貴
重
か
と
思
わ
れ
る
。
伝
燈
師
・
回
向
師
の
調
査
は
あ
る
が

伝
巻
係
に
つ
い
て
の
調
査
が
抜
け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
如
何
で

し
よ
う
か
。
ま
た
、
慣
例
と
し
て
本
山
へ
の
御
礼
参
り
の
習
慣
も
多

い
の
で
、
こ
れ
も
対
象
と
さ
れ
た
い
。

-
(
大
阪
)
本
山
と

一
般
寺
院
で
の
冥
加
料
の
格
差
が
あ
り
す
ぎ
る
。

国
家
の
少
な
い
寺
で
は
法
礼
・経
費
の
面
で
開
鐘
し
た
く
と
も
で
き

n
y
 

唱
E
ム

な
い
の
で
、
宗
、
本
山
に

一
考
を
お
願
い
し
た
い
。

-

(
大
阪
)
住
職
、
勧
誠
師
の
他
に

4
名
の
専
任
ス
タ
y

フ
で
運
営

で
き
る
。
門
中
寺
院
は
儀
式
の
み
依
頼
す
る
。

-

(
兵
庫
)
普
段
か
ら
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
五
重
相
伝
は
単
な
る

手
段
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。
念
仏
会
・
別
時
会
を
し
な
い
な
ら

五
重
相
伝
は
お
祭
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
今

度
、
五
重
相
伝
の
あ
り
方
を
本
気
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま



す
。
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
開
法
会
に
な
っ
て
い
な
い
か
?
お
念

仏
(
念
仏

一
会
)
中
心
の
五
重
相
伝
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
?
も
ち
ろ
ん
勧
誠
と
伝
法
儀
式
も
必
要
で
す
が
、
お
念
仏
を
称
え

る
こ
と
が
第
二
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

-

(
奈
良
)
も
っ
と
簡
単
に
で
き
な
い
も
の
か
?
期
間
、
荘
厳
す
べ

て
に
お
い
て
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
受
者
に
気
軽
に
受
け
て
も
ら

え
る
よ
う
に
。
費
用
も
た
い
そ
う
す
ぎ
る
。
本
人
も
受
者
も
体
力
的

に
ぎ
り
ぎ
り
で
す
。
伝
灯
も
わ
か
り
ま
す
が
、
時
代
に
あ
っ
た
考
え

方
も
必
要
。

-

(
奈
良
)
①
必
要
経
費
で
法
礼
の
率
が
高
く
な
る
。
②
五
重
用
具

を
個
々
寺
院
で
揃
え
る
傾
向
で
経
費
が
重
な
る
。
①
②
よ
り
受
者
の

経
費
負
担
が
高
く
な
り
、
個
々
の
寺
院
(
檀
家
数
少
な
い
)
で
は
定

期
的
に
開
鐘
し
に
く
く
な

っ
て
い
く
。
③
巻
物
(
相
伝
)
以
外
の
重

要
用
具
は
本
山
で
容
易
に
貸
し
て
下
さ
る
よ
う
に
と
願
う
。

*
小
寺
は
連
合
し
て
開
鐘
す
れ
ば
よ
い
が
檀
信
徒
は
菩
提
寺
で
の
相

伝
を
望
む
の
で
連
合
は
し
に
く
い
。

*
難
し
い
が
受
者
の
経
費
負
担
を
工
夫
し
て
み
る
こ
と
。

-
(
奈
良
)
浄
土
宗
信
仰
の
真
髄
を
伝
え
る
た
め
習
慣
を
つ
け
れ
ば

浄
土
宗
檀
信
徒
は
五
重
と
授
戒
を
必
ず
受
け
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
戒
名
は
こ
れ
で
授
与
す
る
。
世
話
方
、
約
制
名
皆
別
行
に
慣
れ

て
い
る
の
で
準
備

l
別
行
中
す
べ
て
役
割
分
担
し
て
手
伝
う
。
組

内
、
門
中
寺
院
も
慣
れ
て
い
る
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
。
多
少
の
法

礼
は
出
す
。
大
和
五
重
は

m
l
m人
の
受
者
で
成
り
立
つ
。
檀
家
日

i
m軒
の
寺
で
も
や
っ
て
お
ら
れ
る
。
五
重
は
後
の
手
入
れ
、
信
仰

ハUq
L
 

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
や
り
っ
ぱ
な
し
で
は
信
の
芽
が
枯

れ
る
。
我
が
宗
、
最
大
の
武
器
と
言
わ
れ
る
通
り
、
受
け
れ
ば
皆
感

激
し
て
納
得
す
る
。
未
開
鐘
の
地
域
で
も
最
初
2
1
3
ケ
寺
連
合
等

の
方
策
を
考
え
て
実
施
さ
れ
れ
ば
定
着
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
八
百

年
大
遠
忌
を
機
に
、
全
宗
的
に
勤
修
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

-

(
伊
勢
)
五
重
相
伝
は
受
者
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
べ
き
、
僧
侶
の

内
陣
五
重
で
は
な
い
事
を
認
識
す
べ
し
。
勧
誠
師
・
伝
灯
師
・
教
授

師
・
回
向
師
の
連
携
は
絶
対
的
な
姿
と
思
う
が
そ
れ
に
随
喜
寺
院



受
者
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
備
を
感
ず
る
。五
重
は
僧
侶

の
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
心
す
べ
し
。

-

(
福
岡
)
五
重
相
伝
は
す
べ
て
の
寺
院
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
唯
、
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
本
山
で
勧
誠
師
を
派
遣
す

る
よ
う
に
し
て
、
せ
め
て
お
礼
を
却
i
叩
万
ま
で
に
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。
檀
信
徒
の
感
激
は
す
ご
い
も
の
だ
。
5
年
か
ら
凶
年
に

一
度
は
や
り
た
い
と
思
う
。

-

(
福
岡
)
宗
内
と
し
て
化
他
五
重
が
開
鐘
し
易
い
方
法
や
経
費
が

多
く
か
か
ら
な
い
方
法
、
さ
ら
に
は
勧
誠
師
の
養
成
を
考
え
て
頂
き

l-ニミ
o
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-

(
和
歌
山
)
要
は
五
重
が
終
わ
っ
た
後
に
、
受
者
に
教
化
を
し
て

い
く
か
に
あ
る
と
思
う
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
大
事
の
よ
う
で
す
。
当

山
で
は
具
体
的
な
方
策
は
目
下
、
パ
ス
旅
行

・
観
音
講
と
称
す
る
月

例
会
の
み
。
た
だ
特
に
受
者
を
対
象
に
し
て
い
な
い
。

-

(
広
島
)
組
内
浄
育
会
で
「
五
重
の
手
引
き
」
を
作
成
し
て
そ
れ

に
基
づ
い
て
勤
め
て
い
る
。
教
授
師
・
回
向
師
等
も
組
内
寺
院
で
互

助
し
あ
っ
て
い
る
。

-

(
出
雲
)
勧
誠
師

・
回
向
師
そ
の
他
の
法
礼
(
人
件
費
)
が
嵩
ん

で
あ
る
程
度
の
受
者
数
を
賄
う
だ
け
の
檀
家
数
を
持
た
な
い
と
五
重

を
開
鐘
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。浄
土
宗
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
教
化
の
機
会
が
も
っ
と
気
軽
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

一

宗
を
揚
げ
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
勧
誠
・
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回
向
な
ど
の
謝
礼
は
ど
の
程
度
包
む
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。参
考

に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
頂
き
た
い
。何
せ
当
方
辺
地
な
の

で
相
場
の
よ
う
な
も
の
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

-

(
石
見
)
畳
食
は
寺
庭
婦
人
を
中
心
に
お
手
伝
い
の
方
と
精
進
料

理
を
作
り
差
し
上
げ
ま
す
。
受
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
好
評
で
す
。

組
内
寺
院
の
檀
信
徒
の
方
々
に
も
必
ず
ご
案
内
し
、
数
名
の
参
加
が

見
ら
れ
ま
す
。



-

(
長
野
)
五
重
相
伝
の
伝
統
が
な
い
当
地
で
開
鍾
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
。
(
出
仕
寺
院
の
未
経
験
、
こ
の
点
関
西
中
京
か
ら
の
経

験
豊
富
な
友
人
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
)
当
山
が
初
年
に

一
度
開

鐘
で
き
る
の
は
文
政
八
年
(
一
八

五
)
よ
り
今
回
で
9
回
目
の
伝

統
に
支
え
ら
れ
て
い
て
、
住
職
は

一
代
に

一
回
以
上
、
楢
信
徒
は

一

生
に

一
度
は
五
重
相
伝
に
つ
か
な
く
て
は
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら

で
き
た
と
思
う
。
要
は
日
常
の
積
極
的
な
教
化
で
あ
る
。

-

(
静
岡
)
他
寺
院
と
比
べ
て
拙
寺
の
特
徴
は
、

①
段
終
日
(
五
ケ

目
)
の
早
朝

一
時
間
の
別
時
念
仏
を
全
員
で
行
い
、
そ
れ
か
ら
正
伝

法
を
行
う
。
(
朝
食
は
皆
で
取
る
)
。

②
五
日
五
重
に
し
て
は
勧
誠

の
時
間
が
長
い
。
(
河
分
)
印
分
に
す
る
と
同
席
分
と
な
り
ま
す
。
③

各
々
に
シ

l
ツ
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
密
室
道
場
中
に
お
い
て
大

座
具
と
し
て
す
べ

て
の
シ
l
ツ
を
使
用
し
、
終
了
後
、

別
紙
の
よ
う

な
印
を
打
っ
て
返
し
ま
す
。
(
受
者
に
対
す
る
説
明
用
紙
あ
り
)

④
毎
日
受
付
順
に
調
読
し
、
席
が
毎
日
変
わ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

-

(
神
奈
川
)
受
者
と
の
質
疑
応
答
の
時
聞
を
欲
し
い
と
思
う
。

-

(
北
海
道
)
五
重
相
伝
が
も
っ
と
や
り
や
す
い
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

一
宗
で
の
経
済
的
・
人
的
な
後
押
し
を
希
望
し
ま
す
。

m出

課
題
と
提
言

ま
ず
も
っ
て
、
ご
繁
忙
の
中
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
寺
各
諸
上

人
方
に
敬
意
を
も
っ
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

す
で
に

I
の
概
要
に
述
べ
た
通
り
、
お
お
よ
そ
の
現
状
は
調
査

で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
、
予
備
研
究
と
は
い
え
、
設
問
用
語
、
例
え
ば
、
教
授
師

ヮ“今白

と
回
向
師
の
定
義
が
地
域
に
よ

っ
て
違
う
、
と
い
う
点
が
あ
る
な
ど

慎
重
さ
を
欠
い
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
や
は
り
、
五
重
相
伝
会
は
本
宗

の
檀
信
徒
布
教
、
念
仏
者
の
養
成
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
た
。

1
、
四
つ
の
課
題

本
調
査
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
五
重
相
伝
会
開
鐘
に
あ
た

っ
て

留
意
す
べ
き
点
を
次
の
四
点
に
し
ぼ

っ
て
み
た
。



l
、
経
費
の
問
題

2
、
ス
タ
ッ
フ
の
問
題

3
、
用
具
等
に
関
し
て
の
問
題

4
、
五
重
相
伝
・
受
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
問
題

第

一
点
の

「
経
費
の
問
題
」
に
つ
い
て
は

受
者
の
冥
加
料
に
つ
い
て
は
、
加
ヶ
寺
か
ら
事
例
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
。

デ
ー
タ
数
と
し
て
は
少
な
く
、
ま
た
個
々
の
お
寺
の
地
域
性
や
歴

史
・開
鐘
事
情
が
違
う
の
で
単
純
に
は
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
平
均
的
な
五
日
間
の
五
重
相
伝
会
で
、

三
万
五
千
円
か
ら
十
五

万
円
と
い
う
幅
が
あ
っ
た
。

そ
の
内

七
万
円
i
十
二
万
円
が
ω
%

六
万
円
以
下
が
お
%

十
三
万
円
以
上
が
日
%
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
発
起
人
は

一
般
が
十
五
万
円
の
場
合
、

二一
十
万
円
。一

般

が
七
万
円
の
場
合
十
五
万
円
と
い
う
例
が
あ
っ
た
。

以
上
は
初
伝
の
受
者
で
、
再
伝
の
受
者
は
、
初
伝
十
万
円
に
対
し

て
七

i
九
万
円
。
十
三
万
円
に
対
し
て
十
万
円
。
七
万
円
に
対
し
て

五
万
同
等
で
あ
っ
た
。

贈
り
五
重
は
、
初
伝
六
万
円
に
対
し
て
三
万
円
。
八
万
円
に
対
し

て
五
万
円
。
十
万
円
に
対
し
て
、
八
万
円
、

六
万
円
、
五
万
円
。
十

二
万
円
に
対
し
て
五
万
円
。
十
三
万
円
に
対
し
て
八
万
円
。
十
五
万

円
に
対
し
て
十
万
円
等
の
デ
l
夕
、
が
集
ま
っ
た
。

そ
の
他
、
特
別
回
向
(
礼
拝
回
向
)
、
常
回
向
、
日
別
回
向
等
、
様
々

な
形
式
に
分
け
ら
れ
金
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

冥
加
料
で
あ
る
か
ら
、
額
の
多
寡
の
是
非
を
問
う
つ
も
り
は
な

ぃ
。
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
堂
宇
の
建
立
・
修
復
事
業
や
晋
山

q
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に
あ
わ
せ
て
の
閉
経
等
と
、
数
年
に

一
度
定
期
的
に
開
鐘
す
る
場
合

と
で
は
当
然
事
情
も
違
う
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
述
の
意
見
記
入
事
例
に
も
あ
る
通
り
、
経

費
が
か
か
る
た
め
、
冥
加
料
を
相
当
額
に
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
事
情
が
見
え
て
く
る
。

何
が

一
番
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず

役
職

ス
タ

ッ
フ
等
へ
の
法
礼
・
人
件
費
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は

用
具
調
達
、

会
所
の
環
境
整
備
の
経
費
で
あ
る
。



次
に
第
二
点
「
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
」
に
つ
い
て
は

門
中
寺
院
、
組
内
、
部
内
で
定
期
的
に
相
互
扶
助
的
連
携
が
確
立

さ
れ
て
い
る
地
域
は
問
題
な
い
と
し
て
、
新
た
に
開
鐘
を
す
る
と
な

る
と
、
五
重
相
伝
の
盛
ん
な
地
域
で
も
な
い
限
り
、
そ
の
ス
タ

ッ
フ

が
な
か
な
か
揃
わ
な
い
の
で
あ
る
。

勧
誠
師
も
調
査
結
果
に
あ
る
通
り
、
現
状
、
全
厳
修
寺
院
の
位
%

を
三
名
の
勧
誠
師
が
勤
め
ら
れ
て
い
る
。
閉
経
一
す
る
会
所
と
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
勧
誠
の
勝
れ
た
法
将
を
希
望
す
る
で
あ
ろ
う
し

有
名
な
勧
誠
師
に
集
中
す
る
の
は
、
あ
る
面
で
や
む
を
得
な
い
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。

同
様
に
、
回
向
師
上
人
は
じ
め
お
手
伝
い
い
た
だ
く
出
仕
者
・
ス

タ
ッ
フ
の
調
整
等
、
数
年
前
か
ら
の
準
備
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ

の
場
合
「
法
礼
」
等
の
経
費
が
、
閉
症
決
断
を
た
め
ら
う
重
要
な
要

素
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
方
策
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
点
の
「
用
具
等
に
関
し
て
の
問
題
」
に
つ
い
て
は

寺
で
全
て
揃
え
る
・
組
内
で
借
り
る
、
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
加
%

で
あ
る
。
特
に
、
寺
で
全
て
を
揃
え
る
と
な
る
と
、
そ
の
経
費
は
相

当
な
高
額
出
資
と
な
る
。
そ
う
し
た
点
で
、
現
実
に
は
、
組
内
で
足

り
な
い
用
具
は
借
り
て
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ

-つ
。静

岡
教
区
の
例
な
ど
は
、
大
変
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
第
四
点
の

「
五
重
相
伝
・
受
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
問
題
」

現
在
で
は
、
五
重
作
礼
・
本
山
参
り

・
念
仏
講
と
い
う
形
を
も

っ

4
9
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て
、
五
重
で
培
わ
れ
た
念
仏
信
仰
の
灯
火
を
消
さ
ぬ
よ
う
、
受
者
へ

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
さ
れ
て
い
る
寺
院
が
多
い
。意
見
記
入
事
例
で
紹

介
し
た
よ
う
に
、
五
重
相
伝
会
そ
の
も
の
も
大
切
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
そ
の
後
が
よ
り

一
一層
、
大
切
に
な

っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
五
重
相
伝
会
に
連
な

っ
た
受
者
の
信
仰
を
ど
の
よ
う
に

生
活
に
生
か
し
、
さ
ら
に
、
積
極
的
に
社
会
に
働
き
か
け
活
か
し
て

ゆ
く
の
か

と
い
う
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

当
然
な
が
ら
、
元
祖
法
然
上
人
の
お
念
仏
を
伝
え
、
お
念
仏
に
生

き
生
き
と
生
き
る
信
者
を
ど
の
よ
う
に
大
切
に
育
み
育
て
て
ゆ
く
の



か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
。

よ
い
お
話
を
聞
い
て
、
「
あ
あ
、
あ
り
難
い
」
と
い
う
回
心
か
ら

法
然
上
人
が
生
き
生
き
と
生
き
た
如
く
そ
の
お
寺
を
中
心
に
社
会
的

に
念
仏
の
光
が
輝
い
て
い
っ
て
こ
そ
五
重
相
伝
会
の
開
鐘
意
義
が
全

う
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
提
言

前
述
の
四
つ
の
課
題
「
経
費
の
問
題
」
「
ス
タ
ッ
フ
の
問
題
」

「
用
具
等
に
関
し
て
の
問
題
」
「
五
重
相
伝
・
受
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

の
問
題
」
に
つ
い
て
、
妙
案
は
な
い
。

し
か
し
、
参
考
ま
で
に

つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
て
見
た
い
と
思

-つ
。ま

ず

一
か
寺
で
は
で
き
ぬ
と
い
う
お
寺
で
も
、
組
単
位
・
部
単

位
で
の
五
重
開
鐘
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
東
京
教
区
江
東
組

で
の
事
例
を
参
考
に
御
紹
介
し
よ
う
。

東
京
教
区
江
東
組
・
五
重
相
伝

事
例
(
敬
称
略
)

-
青
年
会
主
催
(
昭
和
五
十
九
年
二
月

一
日
1
4
日
)

会
所

南
部

心
行
寺

伝
灯
師

鈴
木
在
定

勧
誠
師

教
授
師

福
西
賢
兆

受
者

二

四
名

後
藤
真
雄

会
所

正
覚
院

-
江
東
組

・
教
化
団
主
催
(
平
成
二
年
五
月
三
日
i
六
日

長
専
院

西
部

霊
巌
寺

一五
マ
リ
何
叩

f
J
p
t
t
 

庚
本
徹
隆

勧
誠
師

教
授
師

熊
井
康
雄

※ 

(
こ
の
間
に
受
戒
会
を
開
鐘
)

遠
田
弘
俊

会
所

霊
山
寺

江
東
組
教
化
団
主
催
(
平
成
六
年
五
月
三
日
i
五
日
)

徳
寿
院

本
所
部

伝
灯
師

大
島
俊
雄

勧
誠
師

，g x 
者

七

名

龍
興
院八

木
季
生

会
所

雲
光
院

-
江
東
組

・
教
化
団
主
催
(
平
成
十
年
五
月
二
日
j
五
日

東
部

-25-

霊
性
院



伝
灯
師

服
部
光
喜

勧
誠
師

八
木
季
生

教
授
師

熊
井
康
雄

受
者

一O
六
名

そ
の
他
、
「
帰
敬
式
」
、

「念
仏
の
集
い
」
等
の
開
鐘
を
、
組

内
に
あ
る
日
ヶ
寺
の
協
力
の
も
と
に
、
教
化
団
、
寺
庭
婦
人
会
、
青

年
会
が

一
致
団
結
し
て
勤
め
て
い
る
。

ま
た
、
五
重
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
意
味
も
含
め
、
青
年
会
主
催
に
よ

る
毎
月
の
別
時
念
仏
会
が
、
会
所
を
組
内
寺
院
の
持
ち
回
り
に
し
て

開
鐘
さ
れ
て
い
る
。

以
上

組
単
位
、
門
中
単
位
で
相
互
に
扶
助
し
あ
い
、
で
き
る
限
り
人
件

費
を
節
約
し
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
に
、
申
し
合
わ
せ
が
可
能
な
ら

ば
、
受
者
へ
の
冥
加
料
負
担
を
軽
く
す
る
第

一
歩
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

次
ぎ
に
、
ス
タ

ッ
フ
・
用
具
等
の
問
題
を
解
決
で
き
る
と
お
も
わ

れ
る
大
本
山
増
上
寺
の
「出
張
五
重
相
伝
会
」
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

現
在
、
大
本
山
増
上
寺
に
お
い
て
は
、

「五
重
相
伝
会
」
「
授
戒
会
」

を
各
年
交
互
に
厳
修
し
て
い
る
。
そ
の
大
本
山
増
上
寺
で
は
、

「出

張
五
重」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
台
下
の
御
親
修
で
あ
り
、
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
ス
タ

ッ

フ
・道
具

・
伝
巻
等
す
べ
て
ワ
ン
セ

ッ
ト
で
出
張
し
て
く
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
教
務
課
が
窓
口
に
な

っ
て
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

伝
灯
師
(
台
下
)
・
勧
誠
師
(
本
山
布
教
師
会
)
・
教
授
師

道
場
係

(
4
人
)
・
御
内
侍

(
2
人
)

n
h
u
 

円

L

諸
道
具

一
式

・
伝
巻
(
本
巻

・
贈
り
五
重
伝
巻
)
・
お
勤
め
本

五
重
の
し
お
り

以
上
に
つ
い
て
用
意
で
き
る
。

増
上
寺
で
準
備
で
き
る
品

一
覧

伝
巻
類
(
五
重
本
巻

〈血
脈
・
春
号
〉
・
度
牒

〈剃
度
式
〉
・
贈

五
重

〈法
名
〉
)

荘
厳
類

I
(
山
越
え
の
弥
陀

《軸
〉
・
釈
迦
三
尊
図

・
四
句
偶
・

二
祖
対
面
図
・

二
河
白
道
図

・
贈
五
重
諸
精
霊
位
牌

・
父
母
尊

位
牌
)



荘
厳
類
E

(
大
座
具
)

荘
厳
類
E
(
血
脈
授
手
用
手
枕
・
受
者
誘
導
灯

〈釣
具
ウ
キ
〉
・

槌
砧
)

表
白
ほ
か

(
剃
度
式
表
白

{手
本
あ
り
})

-

厳
修
寺
院
側
の
経
費
に
つ
い
て

①
御
法
礼
等
諸
費
用

②

(
木
箱
1
)
・
(
ボ
ス
ト
ン
パ
ッ
ク

3
)
宅
配
費
用

③
受
者
用
費
用

町

お
わ
り
に

今
回
、

「五
重
相
伝
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
予
備
研
究
を
重
ね
て

き
た
が
、
五
重
相
伝
閉
経
の
盛
ん
な
地
区
は
益
々
盛
ん
に
、
開
鐘
の

盛
ん
で
な
い
地
域
で
は
盛
ん
に
な
る
よ
う
に
念
願
し
て
や
ま
な
い
。

盛
ん
で
な
い
地
域
は
、
何
故
盛
ん
で
な
い
の
か
、
必
要
性
を
感
じ
な

い
の
か
、
幾
つ
か
の
ハ

ー
ド
ル
の
前
に
五
重
相
伝
会
開
鍾
の

一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
の
か
。
こ
う
い
っ
た
方
面
も
調
査
が
必
要
と
考
え
る
。

も
し
盛
ん
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
法
然
上
人
の
選
択
本
願
念
仏
の
み

教
え
を
い
た
だ
く
教
師
も
寺
院
も
、
全
く
そ
の
存
在
意
義
を
失
う
事

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

も
し
、
盛
ん
で
な
い
地
域
で
五
重
相
伝
会
開
鐘
に
踏
み
出
せ
ぬ

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
す
れ
ば

一
つ
は
、
経
済
的
ハ
ー
ド
ル

二
つ
は
、
人
材
的
ハ
ー
ド
ル

の
二
点
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
勧
誠
や
法
式
に
堪
能
な
人
材
を
有
す
る
総
大
本
山
布
教
師

会
・式
師
会
に
お
い
て
、
勧
誠
師
・回
向
師
等
、
五
重
相
伝
会
ス
タ

ッ
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フ
の
養
成
を
お
考
え
頂
く
。
そ
し
て
、
五
重
相
伝
会
の
用
具
を
貸
し

出
す
と
い
う
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ
ム
化
は
実
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
般
の
寺
院

で
も
五
重
相
伝
会
を
開
鐘
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
次
第
に
高
ま
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

当
然
、
五
重
相
伝
の
開
鐘
に
ち
な
ん
で
総
大
本
山
へ
の
団
参
を
組

み
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
五
重
相
伝
会
を
機
縁
に
檀
信
徒
が
日
一那
寺

と
総
大
本
山
を
通
じ
、
檀
信
徒
同
士
の
和
を
つ
な
ぐ
可
能
性
が
期
待

さ
れ
る
。



現
代
は
、
機
構
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
是
非
、
浄
土
宗
を
あ
げ

て
、
結
縁
五
重
相
伝
会
の
開
鐘
に
対
す
る
骨
太
の
改
革
を
考
え
て
ゆ

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

V 

研
究
会
会
議
録
(
人
名
順
不
同

・
敬
称
略
)

(
月
)
「
五
重
相
伝
」
研
究
打
ち
合
わ
せ

-4月2
日

-4月9
日

(
月
)
「
人
材
デ
l
タ
」
作
業
分
担

-5月2
日
(
水
)
講
義
「
近
代
か
ら
現
代
に
お
け
る
五
重
相
伝
」

大
蔵
健
司
研
究
員

講
師

-5月
刊
日
(
木
)
「
お
て
つ
ぎ
運
動
本
部
」
へ
協
力
依
頼

研
究
課
題
に
つ
い
て
討
議

-5月お
日
(
月
)
研
究
打
ち
合
わ
せ

・
連
絡

-6月日
日
(
月
)
清
水
先
生
講
義
、
打
ち
合
わ
せ

現
状
と
問
題
点

列
記

-6月お
日

-6月日
日
(
月
)
清
水
研
究
員
資
料

・
日
程
確
認

(
月
)
所
内
研
究
会
準
備

・
他

-6月却
日

(
木
)
所
内
研
究
会

*
講
師

消
水
秀
浩
研
究
員

-7月9
日

-8月6
日

-8月訂
日

-9月
3
日

-9月日
日

-9月
ロ
日

-
同
日

*
議
題

「五
重
相
伝
に
つ
い
て

・現
状
と
問
題

*
場
所

点
」
(
所
内
公
開
講
座
)

第
2
会
議
室

明
照
会
館
3
階

(
月
)
所
内
研
究
会
ま
と
め

五
重
勧
誠
録
整
理
作
業
担
当
決
め

(
月
)
学
術
大
会
発
表
打
ち
合
わ
せ

(
月
)
学
術
大
会
発
表
打
ち
合
わ
せ

(
火
)
学
術
大
会

(
月
)
所
内
研
究
会
打
ち
合
わ
せ

発
表
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*
場
所

大
正
大
学

*
「
五
重
勧
誠
に
お
け
る
在
阿
法
師
の
事
跡
に

佐
藤
晴
輝
研
究
員

つ
い
て
」

(
水
)
所
内
研
究
会

*
講
師

*
議
題

「
五
重
相
伝
」
の
基
本
と
実
践

先
生

*
場
所

公
開
講
座

上
田

見
宥

明
照
会
館
第
二
会
議
室



*
講
題

「
五
重
相
伝
」
の
基
本
と
実
践

-2月
6
日
(
水
)

*
講
師

上
田

-2月
日
日
(
月
)

見
宥

先
生

*
場
所

-3月4
日
(
月
)

増
上
寺
南
側
信
徒
室

出
席
乃
名
(
所
内
出
席
者
含
む

-3月
お
日
(
月
)

-
9月
日
日
(
木
)
公
開
講
座
報
告
書
作
成

・
他

-m月
辺
日
(
月
)

-9月
四
日
(
水
)
五
重
勧
誠
録
ま
と
め
、
読
み
合
わ
せ

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
検
討

-
研
究
代
表

-m月
白
日
(
水
)

-H月

5
日
(
月
)

-H月
日
日
(
火
)

-H月
初
日
(
月
)

現
代
布
教
研
究
班

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表
作
成

-
研
究
主
務

ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
作
業

-
研
究
員

ア
ン
ケ
ー
ト
開
封
整
理
、
礼
状
発
送

-
研
究
ス
タ

ッ
フ

ア
ン
ケ
ー
ト
開
封
整
理
、
礼
状
発
送

-H月
幻
日
(
火
)
報
告
書
作
成
、

他

カ
い
だ
だ
い
た
。

-
な
お
、
大
蔵
健
司
研
究
員
に
は
研
究
班
を
越
え
て
全
面
的
に
ご
協

-U月
お
日
(
火
)

-U月
日
日
(
火
)
勧
誠
録
ま
と
め
検
討

ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
、
集
計

-l月
7
日
(
月
)

-1月9
日

(
水
)

-1月
目
日
(
月
)

ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
、
集
計

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
、
考
察

-1月
お
日
(
月
)
次
年
度
計
画
、
他

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
、
考
察

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
、
考
察

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
、
考
察

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
作
成

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
作
成

八
木
季
生
客
員
教
授

正
村
瑛
明
専
任
研
究
員

佐
藤
晴
輝

・
斉
藤
隆
尚
・
後
藤
真
法
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中
野
隆
英



浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
じ
め
に
j
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
成
の
経
緯
i

平
成
二
十
三
年
に
厳
修
さ
れ
る
宗
祖
法
然
上
人
八

O
O年
大
遠
忌

を
控
え
、
浄
土
宗
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
遠
忌
記
念
事
業
が
立
案
・
計

画
さ
れ
、
順
次
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
く
の
記
念
事
業
の

中
、
宗
務
当
局
(
浄
土
宗
出
版
室
)
か
ら
総
合
研
究
所
へ
委
託
さ
れ

た
事
業
の

一
つ
に
、
か
ね
て
よ
り
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
浄
土
宗
基
本

典
籍
の
現
代
語
訳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
っ
た
。

「(
旧
)
法
語
研
究
班
」
は
、
法
然
上
人
の
ご
法
語
の
抽
出
・
現
代

語
訳
を
中
心
に
編
訳
作
業
を
重
ね
、
浄
土
宗
出
版
室
を
通
じ
て
以
下

の
よ
う
な

「法
然
上
人
の
ご
法
語
」
三
冊
の
刊
行
を
果
た
し
て
き
た
。

①
『
法
然
上
人
の
ご
法
語

・
第

一
集
i
消
息
編
l
」

A
五
版

八
八
頁
、
定
価
三
，
O
O
O
円
、
平
成
九
年

月
二
五
日
刊
)

本木

康

11慎

田

②
『
法
然
上
人
の
ご
法
語

・
第
二
集
l
法
語
類
編
l
」

(
問
、
四

一
六
頁
、
定
価
三，

五
O
O
円
、
平
成
十

一
年
三
月

二
五
日
刊
)

③
『
法
然
上
人
の
ご
法
語
・
第
三
集
i
対
話
編
i

』

-30一

(
岡
、
四
八
八
頁
、
定
価
三，

六
O
O
円
、
平
成
十
三
年
六
月

二
五
日
刊
)

こ
れ
ら
三
冊
の

『法
然
上
人
の
ご
法
話
巴
が
、
布
教
の
場
を
中
心

に
僧
俗
を
問
わ
ず
広
く
ご
活
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
編
訳
者

と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
「(
旧
)
法
語
研
究
班
」
で
は

今
後
も
二
年
に

一
冊
の
ぺ

|
ス
で
、
「
教
書
編
」
を
は
じ
め
「
伝
語

編
」
「
制
誠
編
」
「
雑
編
」
「
伝
法
然
書
編
」
と
順
次

「法
然
上
人
の

ご
法
語
」
を
発
刊
し
て
い
く
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
残
念
な
が
ら
そ
の
作
業
を
中



断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
法
然
上
人
八

O

O
年
大
遠
忌
を
間
近
に
控
え
た
浄
土
宗
出
版
室
と
の
話
し
合
い
の
中

で、

「法
然
上
人
の
ご
法
記
巴
編
集
・
出
版
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
成
果
を
充
分
に
生
か
し
て
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
完
成
度
の
高
い

「浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
の
作

業
お
よ
び
出
版
が
、

「
(
旧
)
法
語
研
究
班
」
に
望
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
年
度
途
中
で
は
あ
る
が
、
「
(
旧
)
法
語
研
究
班
」
を
発

展
的
に
解
消
、
新
た
な
ス
タ

ッ
フ
と
共
に
再
編
成
を
は
か
り
、
以
下

の
よ
う
な
概
要
で

「浄
土
宗
基
本
興
籍
の
現
代
語
訳
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を
進
め
る
運
び
と
な

っ
た
。
な
お
、
こ
れ
と
平
行
し
て

「浄
土

宗
基
本
典
籍
の
英
訳
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
の

で
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

ス
タ
ッ
フ
構
成

研
究
代
表
以
下
、
平
成
十
三
・十
四
年
度
の
研
究
所
ス
タ

ッ
フ
な

ら
び
に
浄
土
宗
出
版
室
編
集
担
当
者
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
平
成
十
五
年
度
以
降
、
作
業
の
進
展
状
況
に
応
じ
て
ス

タ
ッ
フ
を
増
員
す
る
場
合
も
あ
る
。

研
究
代
表

研
究
代
表

・
副
代
表

石
上
善
応
(
総
合
研
究
所
所
長
)

研
究
副
代
表

A

(
東
)

医E
Jm. 

修
研
究
主
務

研
究
員

B 
監
修

研
究
主
務

研
究
員

C
チ
ー
ム

研
究
主
務

研
究
員

編
集
担
当

出
版
室

伊
藤
唯
真

(
総
合
研
究
所
客
員
教
授
)

チ

ム

(
「
浄
土
三
部
経
」

「和
語
燈
録
」
担
当
)

石
上
善
応

袖
山
栄
輝

林
田
康
順
・
柴
田
泰
山

(
西
)
チ

l
ム

噌

E
A

q
J
 

(「法
然
上
人
行
状
絵
図
』
担
当
)

伊
藤
唯
真

善

裕
昭

真
柄
和
人
・
千
古
利
恵
子

(
英
訳
)

戸
松
義
晴

ジ
ョ
ナ
サ
ン

・
ワ

ッ
ツ

小
村
正
孝
・
松
本

一
浩



編
集
方
針

現
代
語
訳
お
よ
び
英
訳
に
あ
た
り
、
そ
の
編
集
方
針
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

①
法
然
上
人
八

O
O年
大
遠
忌
記
念
事
業
の

一
環
と
し
、
浄
土
宗

出
版
室
と
の
共
同
作
業
と
す
る
。

②
現
代
語
訳
す
る
典
籍
は

『浄
土
宗
聖
典
」
全
六
巻
(
浄
土
宗
聖

典
刊
行
委
員
会
編
)
よ
り
適
宜
抽
出
す
る
。
底
本
も
「
浄
土
宗

聖
典
』
と
す
る
。

③
現
代
語
訳
は
平
易
を
旨
と
し
、
広
く

一
般
読
者
に
も
供
与
で
き

る
も
の
と
す
る
。
(
細
か
い
凡
例
な
ど
は
、

「法
然
上
人
の
ご
法

語
」
に
準
じ
る
こ
と
と
す
る
。)

④
出
典
・
典
拠
、
用
語
解
説
な
ど
を
末
尾
に
付
す
。

⑤
A
チ
ー
ム
は

「浄
土
三
部
経
」

「和
語
燈
録
」
、
B
チ
l
ム
は

「法

然
上
人
行
状
絵
図
」
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
担
当
典
籍
の
現

代
語
訳
が
終
了
次
第
、
順
次
、
他
の
典
籍
の
現
代
語
訳
作
業
へ

と
移
行
す
る
。

⑥
C
チ
l
ム
は

A
-
B
チ
l
ム
が
訳
出
し
た
現
代
語
訳
か
ら
の
英

訳
を
担
当
す
る
。

成
果
報
告

現
代
語
訳
お
よ
び
英
訳
の
成
果
報
告
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
平
成
十
四
年
度
以
降
、
単
年
度
毎
に

『教
化
研
究
」
な
ら
び
に

総
合
研
究
所
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
現
代
語
訳
の
成
果
を
各

チ
ー
ム
毎
に
掲
載
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々

か
ら
広
く
ご
意
見
を
賜
り

そ
れ
ら
の
指
摘
等
を
勘
案

・
推
敵
し

て
、
随
時

「浄
土
宗
基
本
典
籍
現
代
語
訳
シ
リ
ー
ズ
」
(
仮
称
)
と

つ臼
今
、

u

し
て
出
版
す
る
。

②
A
-
B
チ
ー
ム
に
よ
る
現
代
語
訳
の
作
業
と
同
時
も
し
く
は
次

年
度
に
、
現
代
語
訳
同
様
、

『教
化
研
究
』
な
ら
び
に
総
合
研
究
所

ホ
ー
ム
ぺ

1
ジ
に
お
い
て

C
チ
l
ム
に
よ
る
英
訳
の
成
果
を
掲
載
す

る
。
こ
ち
ら
も
、
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
広
く
ご
意
見

を
賜
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
勘
案
・
推
敵
し
て
、
随
時
「
浄
土
宗
基
本

典
籍
英
訳
シ
リ
ー
ズ
」
(
仮
称
)

と
し
て
出
版
す
る
。

③
出
版
の
際
の
体
裁
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
浄
土
宗
出
版
室
と

の
話
し
合
い
で
決
定
す
る
も
の
の
、
広
く

一
般
の
方
々
に
も
読
ん
で



い
た
だ
け
る
よ
う
に

で
き
る
だ
け
簡
便
な
も
の
を
目
指
す
。

お
わ
り
に

1
お
願
い
に
か
え
て

1

私
た
ち
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ら

び
に
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
次
年
度
か

ら
現
代
語
訳
お
よ
び
英
訳
の
作
業
の
成
果
を

『教
化
研
究
』
や
総
合

研
究
所
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
を
通
じ
て
掲
載
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

際
、
よ
り
よ
い
「
現
代
語
訳
シ
リ
ー
ズ
」
お
よ
び
「
英
訳
シ
リ
ー
ズ
」

刊
行
の
た
め
に
、
大
方
の
諸
賢
に
よ
る
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
広
く
賜

れ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
当

33 -

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ご
指
導
・
ご
鞭
縫
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

合
掌



開
教
の
基
礎
的
研
究
①
国
内
開
教

研
究
の
目
的

開
教
の
基
礎
的
研
究
班
の
「
囲
内
開
教
の
研
究
」
は
、
国
内
開
教

事
務
を
宗
務
庁
か
ら
浄
土
宗
東
京
事
務
所
の
教
学
担
当
が
扱
う
よ
う

に
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

囲
内
開
教
規
定
(
宗
規
則
第
槌
号
)

は
、
国
内
開
教
の
目
的
を
、

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第

l
条

国
内
に
お
け
る
地
域
人
口
の
流
動
に
と
も
な
う
過

疎
、
過
密
化
及
び
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
本
宗
の
有
機

的
教
化
方
策
を
策
定
し
、
国
内
開
教
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の

宗
規
を
定
め
る
。

第

2
条

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
国
内
開
教
委
員
会

(
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。)
を
置
く
。

武

道

生

田

第

3
条

委
員
会
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
処
理
す
る

囲
内
開
教
指
定
地
域
の
選
定
並
び
に
寺
院
、
教
会
及
、
び
教

化
施
策
の
設
立
に
関
す
る
調
査

・
研
究

2 

都
市
圏
・
過
疎
地
及
び
開
発
地
域
に
関
す
る
開
教
施
策
の

A
Uτ
 

つJ

推
進

3 

略

こ
の
よ
う
に
、
第
1
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
目
的
、
す
な

わ
ち
①
国
内
開
教
指
定
地
域
の
選
定
、

②
寺
院
、
教
会
及
び
教
化
施

策
の
設
立
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、

③
都
市
圏

・
過
疎
地
及
び
開
発

地
域
に
関
す
る
開
教
施
策
の
推
進
、
を
達
成
す
る
た
め
の
研
究
が
総

合
研
究
所
に
委
託
さ
れ
、
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。



研
究
の
内
容

現
在
、
教
学
担
当
が
目
指
し
て
い
る
国
内
開
教
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ま

ず
、
日
本
国
内
の
各
地
域
の
寺
院
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
情
報
収

集
と
分
析

・
研
究
が
な
さ
れ
、
次
い
で
そ
う
し
た
資
料
に
基
づ
い
て

圏
内
開
教
委
員
会
で
、
開
教
地
域
の
候
補
地
を
選
定
し
指
定
す
る
。

さ
ら
に
そ
う
し
た
重
点
地
域
へ
派
遣
す
る
国
内
聞
教
教
師
の
発
掘

養
成
を
行
い
、
平
行
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

一
般
寺
院
に
も
提
供

し
て
い
く
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

?
」
の
シ
ス
テ
ム
構
想
か
ら
、
総
合
研
究
所
の

「国
内
開
教
の
基
礎

的
研
究
」
班
が
目
指
し
た
も
の
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る
国
内
情

報
ソ
フ
ト
の
開
発
だ

っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
中
収
集
し
、
分

析
を
加
え
て
過
疎
地
、
過
密
地
を
割
り
出
し
て
、
効
果
的
な
開
教
に

関
す
る
情
報
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
う
し
た
ソ
フ
ト

は
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
、
た
と
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
新
規
出
屈
の
候
補
地
選
び
な
ど
に
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
後
で
知

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
仏
教
界
で
は
、
初
め
て
の
も
の
だ
と
自

負
し
て
い
る
。

神奈川県内の浄土宗寺院配置
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基
本
ソ
フ
ト
は
、
あ
ま
り
重
く
な
く
安
価
で
加
工
の
簡
単
な

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
エ
ク
セ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
し
て
、
業
者
を
選
定

し
、
入
力
す
る
情
報
収
集
を
は
じ
め
た
。

い
ち
ば
ん
初
め
に
は
、
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
こ
と
を
前
提
に

し
て
、
全
国
の
市
町
村
地
図
上
で
ど
こ
が
適
正
地
か
を
図
示
す
る
ソ

フ
ト
を
導
入
し
た
。
そ
の
地
図
上
に
基
本
と
な
る
情
報
と
し
て
、
全

国
約
七
万
の
寺
院
の
寺
院
名
・
住
所
・
宗
派

・
住
職
名

・
電
話
番
号

な
ど
の
情
報
を
入
力
し
、
宗
派
色
別
の
丸
い
点
で
画
面
に
示
す
よ
う

に
し
た
。
こ
の
点
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
当
該
寺
院
の
情
報
が
プ
ル
ダ

ウ
ン
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
ど
こ
の
地
域
に
ど
の
宗

派
の
寺
が
ど
う
い
う
配
置
状
況
に
あ
る
か
が

一
目
瞭
然
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
前
ぺ
|
ジ
下
段
の
図
l
は
、
神
奈
川
県
内
の
各
市
町
村
の

浄
土
宗
寺
院
配
置
図
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
浄
土
宗
寺
院
が
全
く
な

い
地
域
や
町
村
が
一
目
瞭
然
に
把
握
で
き
る
。
ま
た
こ
の
図
と
は
別

に
全
宗
派
図
で
見
る
と
地
域
に
よ

っ
て
宗
派
の
集
中
が
み
ら
れ
、
地

域
内
寺
院
の
過
疎

・
過
密
も
明
瞭
と
な
り
、
地
域
の
特
徴
の
理
解
が

し
や
す
く
な

っ
た
。

次
い
で
、
国
勢
調
査
が
始
ま
っ
た

一
九
二
O
年
か
ら

一
九
九
五
年

ま
で
の
全
国
の
人
口
数
を
各
世
代
別
に
入
力
し
た
。
さ
ら
に
三

O
年

後
の
二
O
二
五
年
ま
で
の
五
年
後
ご
と
の
人
口
変
動
予
測
数
を
入
力

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
寺
院
の
位
置
す
る
市
町
村
の
将
来
の
人
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口
推
移
の
予
測
が
、
変
動
と
誤
差
は
当
然
あ
り
う
る
も
の
の
、
可
能

に
な
っ
た
。
図
表
2
は
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
二

0
0
0年
か
ら
三

O
二
五
年
ま
で
の
人
口
変
動
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
相

模
原
市
は
現
在
の
六
O
万
人
か
ら
約
七

O
万
人
に
噌
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
世
代
別
グ
ラ
ブ
か
ら
は
、
将
来
高
齢
化
と

若
年
層
の
減
少
な
ど
の
予
測
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
人
口
と

寺
院
数
の
割
合
、
つ
ま
り
人
口
に
比
し
て
寺
院
が
少
な
い
地
域
、
そ

の
逆
、
浄
土
宗
の
寺
院
が
少
な
い
地
域
と
多
い
地
域
な
ど
を
見
分
け

る
こ
と
が
実
に
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
最
初

に
で
き
あ
が
っ
た
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
分

析
し
、
全
国
三
四
O
O
あ
ま
り
の
市
町
村
を
、
将
来
的
に
成
長
が
期

待
で
き
る
比
率
で
偏
差
値
化
し
て
順
位
を
つ
け
た
。

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
の
成
果

平
成
十
三
年
、
圏
内
開
教
教
師
と
し
て
、
東
京
都
の
稲
城
・
八
王

子
地
区
を
開
教
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
笠
原
泰
淳
師
は
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
開
教
候
補
地
を
選
び
出
し
、
地
域
の
状
況

・将
来

性
を
開
教
委
員
会
で
認
め
ら
れ
指
定
さ
れ
た
。
も
う
ひ
と
り
の
埼
玉

県
鳩
山
町
の
先
光
寺

・
小
川
寧
山
師
も
、
鳩
山
町
に
浄
土
宗
寺
院
が

な
い
状
況
や
町
の
将
来
性
か
ら
国
内
開
教
指
定
寺
院
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
、
過
疎
化
を
含
め
た
今
後
の
寺
院
の
運
営
対

策
の

一
環
と
し
て
、
地
域
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
は
っ
き
り
と
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
教
化
団
長
会
議
や
各
地
の
講
習
会

で
実
演
講
習
も
行
っ
た
。

来
年
度
の
課
題
と
し
て
は
、
正
確
性
を
増
す
た
め
に
、

二
0
0
0

年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
最
新
人
口
と
三

O
年
後
の
予
測
人
口
に

入
れ
替
え
る
だ
け
で
な
く
、
各
市
町
村
の
世
帯
数
を
新
た
に
入
れ

-37 

世
帯
あ
た
り
の
寺
院
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
各
地
域
の
経
済
や
平
均
収
入

・
支
出
、
産
業

・
文
化
な

ど
も
入
れ
、
い
っ
そ
う
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。



開
教
の
基
礎
的
研
究

(②
海
外
開
教
)

(
昨
年
度
ま
で
の
研
究
活
動
の
経
緯
)

本
年
度
の
研
究
活
動
内
容
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は

じ
め
に
昨
年
度
ま
で
の
研
究
経
緯
を
報
告
す
る
。

当
研
究
班
で
は
、
過
年
度
か
ら
の
継
続
研
究
と
し
て
、
浄
土
宗
教

団
の
海
外
布
教
の
方
法
論
に
関
す
る
基
礎
的
理
論
の
構
築
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
ハ
ワ
イ
開
教
区
に
お
け
る
自
教
団
並
び
に
他
教
団
の

現
状
の
分
析
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
成
果
の
概
要
は
、

「
ハ
ワ
イ
浄

土
宗
寺
院
の
現
状
|
浄
土
宗
ハ
ワ
イ
開
教
区
研
究
概
要
報
告
」
(
教

化
研
究
第
叩
号
所
収
)
と
「
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
系
宗
教
の
現
状

浄
土
宗
ハ
ワ
イ
開
教
区
研
究
概
要
報
告
〈
そ
の

2
〉
」
(
教
化
研
究

第
日
号
所
収
)
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
既
存
の
開
教
区
以
外
の
地
域
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
の
新

た
な
海
外
布
教
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
対

の
研
究
活
動
報
告

(
概
要
)

水

浩

谷

二t
JD¥ 

象
と
し
た
宗
教
事
情
調
査
研
究
も
行
っ
て
き
た
。
こ
の
成
果
報
告

は
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
日
系
宗
教
の
現
状
オ
l
ス
ト

ラ
リ
ア
宗
教
事
情
研
究
調
査
報
告
」
(
教
化
研
究
第
ロ
号
所
収
)
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。

oo 
q
J
 

さ
ら
に
、
平
成
H
年
度
か
ら
は
浄
土
宗
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
区
の
調
査

も
行
い
、
翌
年
度
の
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
で
左
記
の
テ
ー
マ
に
よ

る
現
地
調
査
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。

報
告
①
「
海
外
布
教
に
お
け
る
日
系
社
会
と
寺
院
ブ
ラ
ジ
ル
と

ハ
ワ
イ
」
(
担
当

鷲
見
定
信
研
究
員
)

報
告
②
「
海
外
布
教
に
お
け
る
日
系
社
会
と
寺
院

H
浄
土
宗
別
院

日
伯
寺
の
場
合
」
(
担
当

武
田
道
生
研
究
員
)

報
告
③
「
海
外
布
教
に
お
け
る
日
系
社
会
と
寺
院
皿
マ
リ
ン
ガ
日

伯
寺
の
場
合
」
(
担
当

水
谷
浩
志
研
究
員
)



な
お
、
乙
の
調
査
の
研
究
成
果
の
概
要
は
、
次
回
教
化
研
究
に
掲

戦
予
定
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
主
な
調
査
内
容
を
次
に
紹
介
す

る①
南
米
開
教
区
内
浄
土
宗
寺
院
調
査
対
象

南
米
浄
土
宗
別
院
日
伯
寺

-
マ
リ
ン
ガ
日
伯
寺
と
パ
ラ
ナ
老
人
福
祉
和
順
会
(
和
順
ホ

l
ム
)

-
イ
ビ
ウ
1
ナ
日
伯
寺
の
開
基

②
他
宗
派
仏
教
教
団
調
査
対
象

-
本
派
本
願
寺
南
米
教
団
本
部

東
本
願
寺
別
院

-
高
野
山
真
言
宗
南
米
関
教
総
監
部

曹
洞
宗
別
院

日
蓮
宗
身
延
山
南
米
別
院
恵
明
寺

③
識
者
に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
宗
教
事
情
調
査
報
告

「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
新
宗
教
の
現
状
」
(
渡
辺
雅
子
|
明

治
学
院
大
学
教
授
)

-
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
宗
教
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
京
教
と
エ
ピ
デ
ミ
ッ

ク
宗
教
の
は
ざ
ま
|
(
中
牧
弘
允
|
国
立
民
俗
学
博
物
館
教
授
)

-
「
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
社
会
」
(
高
橋
幸
春
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
)

平
成
時
年
度
の
研
究
活
動
概
要
)

本
年
度
は
、
こ
の
よ
う
に
今
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
海

外
地
域
の
研
究
成
果
の
分
析
に
加
え
、
国
内
開
教
担
当
の
研
究
班
と

の
共
同
研
究
も
視
野
に
入
れ
、
国
内
外
を
間
わ
な
い
開
教
に
普
遍
的
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な
方
法
論
と
地
域
ご
と
に
有
用
な
方
法
論
を
別
々
に
抽
出
す
る
試
み

を
継
続
し
て
き
た
。
こ
の
成
果
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
区
の
調
査
報
告

同
様
、
次
回
以
降
の
教
化
研
究
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

平
成

H
年
度
か
ら
は
、
こ
の
研
究
成
果
か
ら
抽
出
さ
れ
て
き
た
仮
説

的
な
開
教
の
方
法
論
を
実
際
に
検
証
す
る
視
点
に
立
ち
、
今
ま
で
未

調
査
で
あ
っ
た
浄
土
宗
の

3
番
目
の
開
教
区
で
あ
る
北
米
関
教
区
の

現
地
調
査
を
行
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。



「浄
土
宗
典
籍

・
版
木
の
研
究
|
浄
土
宗
寺
院
所
蔵
文
献
類
調
査
整
理
研
究
|
」

平
成
十
三
年
度
報
告

[
目
的
]

浄
土
宗
寺
院
に
お
い
て
、
そ
の
寺
の
住
職
さ
え
自
坊
に
何
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
ま
ま
、
ま
た
、
什
物
帳
で
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
は
知

っ
て
い
て
も
蔵
の
中
に
あ

っ
て

一
度
も
見
た
こ
と
が
な

い
ま
ま
、
徽
や
虫
食
い
に
よ

っ
て
損
傷
し
て
い
く
文
献
類
が
あ
る
。

ま
た
中
に
は
、
本
堂
や
庫
裏
の
新
築
・
改
築
な
ど
で
、
そ
の
寺
院
所

蔵
の
文
献
類
が
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ
た
り
す
る
例
も
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
中
に
は
貴
重
な
文
献
類
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
学
術
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
て
も
、
そ
の
寺
院
に
と

っ
て
は
そ

の
寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
文
献
と
い
え
る
も
の
も
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
類
を
調
査
整
理
し
、
各
所
蔵
寺
院
に
そ

Tケ

道

内

真

の
存
在
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

-40一

と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

[
こ
れ
ま
で
の
経
過
]

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
悌
教
大
学
に
研
究
室
を
借
用
し
て
い
る
浄
土

宗
総
合
研
究
所
分
室
の
研
究
員
が
中
心
と
な
り
、
平
成
五
年
十
月
よ

り
計
画
さ
れ
、
平
成
六
年
四
月
よ
り
調
査
研
究
活
動
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
既
存
の
情
報
を
調
査
整
理
す
る
た
め
、
浄
土
宗
宗
務
庁
の

許
可
を
得
、

「浄
土
宗
寺
院
名
鑑
」
掲
載
の
全
浄
土
宗
寺
院
の
デ
l

タ
及
び
昭
和
四
十
三
年
の
浄
土
宗
宗
勢
調
査
記
載
の
寺
院
什
物
(
掛

け
軸
・
古
文
書

・
記
録
等
)
を
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
分
室
の
パ
ソ



コ
ン
に
全
て
入
力
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ど
の
寺
院
に
ど
の
よ
う
な
文

献
が
あ
る
か
が
前
も
っ
て
把
握
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
(
デ
ー
タ

漏
れ
を
防
ぐ
た
め
こ
れ
ら
は
厳
重
に
分
室
で
保
管
し
て
い
る
。)

次
に
平
成
六
年
九
月
と
平
成
八
年
六
月
に

『宗
報
」
に
ア
ン
ケ

l

ト

〔
「
浄
土
宗
典
籍
・
版
木
の
研
究
」
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
|
お

寺
の
古
文
書
古
書
籍
の
保
存
状
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
〕
を
載

せ
、
回
答
の
あ
っ
た
寺
院
及
び
そ
の
後
研
究
所
へ
の
依
頼
の
あ
っ
た

寺
院
よ
り
十
四
箇
寺
を
調
査
し
、
こ
の
う
ち
こ
箇
寺
は
完
全
に
終

了
、
四
箇
寺
は
目
録
作
成
が
校
正
の
段
階
で
あ
り
、
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

ま
た
こ
れ
と
平
行
し
て
、
古
文
書
・
掛
け
軸
等
の
解
読
を
現
在
も
続

行
中
で
あ
る
。

[
調
査
方
法
]

調
査
依
頼
の
あ
っ
た
寺
院
で
の
調
査
は
以
下
の
手
順
を
と
る
。

-
保
管
現
状
の
記
録
(
写
真
な
ど
で
記
録
す
る
)
。

全
文
献
類
の
大
ま
か
な
分
頬

・
並
べ
か
え
。

上
記
分
類
に
基
づ
き
、
通
番
(
仮
番
号
)
を
付
し
た
付
筆
を
全

文
献
類
に
挟
む
。

-
番
号
順
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
(
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
)
。
但
し
場

合
に
よ
っ
て
は
カ
l
ド
で
と
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
時
、
書
名

著
者

・
編
者

・
奥
付
等
を
記
録
。
必
要
あ
れ
ば
順
番
の
並
べ
か

え
も
行
う
。
※
十
四
年
度
か
ら
は
直
接
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
題

名
等
を
撮
影
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
研
究
所
で
整
理
す
る
方

法
も
取
り
入
れ
る
予
定
。

再
度
の
並
べ
か
え
。

通
番
(
正
式
な
も
の

・
目
録
番
号
)
を
パ
ソ
コ
ン
入
力
。

所
蔵
者
の
許
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
通
番
ラ
ベ
ル
を
添
付
。
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保
管
場
所
に
目
録
番
号
順
に
収
蔵
。

(
防
虫
剤
を
置
く
こ
と
も
あ
り
)

O
所
蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
重
要
文
献
は
写
真

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
に
撮
り
、
調
査
研
究
す
る
。

O
調
査
対
象
寺
院
の
文
献
類
は
悉
皆
調
査
を
原
則
と
し
、
簡
易
目
録

を
作
成
し
所
蔵
寺
院
に
渡
す
こ
と
で
そ
の
寺
院
の
調
査
を

一
応
の
終

了
と
す
る
。



[平
成
十
四
年
三
月
現
在
ま
で
の
調
査
状
況
]

現
在
ま
で
に
調
査
し
た
寺
院
、
ま
た
現
在
調
査
中
の
寺
院
の
調
査

状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
寺
院
名
な
ど
は
所
蔵
者
の
管
理
上

京
都
教
区

の
こ
と
も
あ
り
こ
こ
で
は
伏
せ
て
お
く
)

調
査
終
了

新
潟
教
区

静
岡
教
区

鳥
取
教
区

富
山
教
区

岐
阜
教
区

埼
玉
教
区

長
野
教
区

古
書
籍
五
六
七
冊

古
書
籍
六
六
八
冊

簡
易
目
録
作
成
完
了

古
書
籍
約
五
O
O附

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍

一
O
七
九
冊

簡
易
目
録
ほ
ぽ
完
成

古
書
籍
二
O
O
三
冊

簡
易
目
録
ほ
ぼ
完
成

古
書
籍
約
二
四
五
冊

簡
易
目
録
ほ
ぼ
完
成

版
木
約
三
O
点

古
書
籍
約
六

O
O冊

大
蔵
経

古
文
書

大
蔵
経

一
部

調
査
終
了

調
査
終
了

古
文
書

古
文
書

調
査
中

調
査
中

簡
易
目
録
作
成
完
了

調
査
終
了

調
査
終
了

調
査
ほ
ぽ
終
了

大
阪
教
区

京
都
教
区

京
都
教
区

滋
賀
教
区

和
歌
山
教
区

尾
張
教
区

古
書
籍

一
八

一
五
部

大
蔵
経

巻
子
本

古
軸
類

古
文
書

十
四
年
度
内
に
調
査
終
了
の
予
定

古
書
籍
約
四
二
O
冊

古
軸
類
十
点

調
査
中

古
書
籍
約

一
O
八
二
冊

調
査
中

鎌
倉
期
紙
背
文
書

一
点

調
査
中

古
書
籍
約
三
O
O冊

調
査
中

古
書
籍
約
七
九
五
冊

古
文
書

調
査
中

[
今
後
の
実
施
計
画
]

長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も

一
応

内

L
A
Uτ
 

平
成
十
六
年
三
月
で
終
了
す
る
こ
と
が
研
究
所
会
議
で
決
め
ら
れ
、

運
営
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
以
上
調
査
対
象
寺
院
は
ふ
や
さ

ず
、
十
四
年
度
と
十
五
年
度
の
二
年
間
で
対
象
寺
院
十
四
箇
寺
の
う

ち
、
ま
だ
調
査
の
完
了
し
て
い
な
い
八
箇
寺
を
終
了
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
さ
ら
に
効
率
よ
く
調
査
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

す
べ
て
の
調
査
が
終
了
後
、
そ
の
結
果
報
告
及
び
研
究
成
果
を
所

蔵
寺
院
の
許
可
を
得
て
、
何
ら
か
の
形
で
発
表
す
る
。
そ
の
後
の
調

査
資
料
の
保
管
等
に
つ
い
て
は
平
成
十
五
年
度
に
検
討
し
、
将
来
に



と象寺院 わな こた
る のつ
ょに調て

う調査立役

努力 査し は、 つ
した 一 形

て文書W文E でい献 残
きの し

た簡事て
い易 い
。 目全き

録を 査調 ぃた

渡主 室i 。

と

喜ば し
れ て
る お
結り、

果対
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『
礼
讃
声
明
音
譜
の
研
究

(H)』

( 

) 

は
じ
め
に

昨
年
度
の
教
化
研
究
第
十
二
号
に

『礼
讃
声
明
音
譜
の
研
究
」
と
題

し
て
、
研
究
ノ

l
卜
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
正
十
三
年
発

行

「礼
讃
声
明
音
譜
」

(
浄
土
宗
法
式
会
刊
)

に
所
収
さ
れ
て
い
る

五
線
音
譜
で
表
記
さ
れ
た
、
日
常
勤
行
と
六
時
礼
讃
の
音
声
を
現
行

の
音
声
と
比
較
研
究
を
試
み
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

前
回
は
特
に
現
行
唱
法
と
異
な
る
個
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
五

線
譜
の
表
記
を
目
安
博
士
に
変
換
し
、
現
行
の
目
安
博
士
と
並
記
す

る
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。

目
安
博
士
に
よ
る
表
記
は
、
五
線
譜
表
記
よ
り
も
分
か
り
ゃ
す

く
、
現
行
唱
法
と
の
並
記
に
よ
り
、
両
者
の
比
較
が
容
易
に
な
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

坂

上

翁

典

さ
ら
に
、
昨
年
度
の
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
は
、
目
安
博
士
の

比
較
研
究
を
発
表
す
る

一
方、

「礼
讃
声
明
音
譜
」
の
音
声
と
現
行

の
音
声
を
実
唱
し
た
テ

1
プ
を
発
表
し
、
視
覚
と
聴
覚
に
よ
る
比
較

を
試
み
た
。

4
9
 

4
nT
 

今
回
は
、
平
成
十
二
年
度
に
引
き
続
き
十
三
年
度
に
行
わ
れ
た

『礼
讃
声
明
音
譜
」
の
研
究
会
の
内
容
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。十

二
年
度
は
日
常
勤
行
と
六
時
礼
讃
の
比
較
研
究
で
あ
っ
た
が
、
十
三

年
度
は
、
声
明
に
つ
い
て
研
究
会
を
催
し
た
。
主
に
縁
山
流
の
声
明

を
取
り
上
げ
た
が
、
「
四
智
讃
」
に
関
し
て
は
、
研
究
会
当
日
に
分

室
研
究
員
の
清
水
秀
治
研
究
員
に
同
席
し
て
い
た
だ
き
、
祖
山
、
縁

山
、
両
派
の

「
四
智
讃
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

ま
た
、
今
回
、

「声
明
」

の
比
較
研
究
を
発
表
す
る
に
あ
た

っ
て

は
、
声
明
は
口
伝
を
旨
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
大
前



提
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
大
本
山
増
上
寺
式
師
が

用
い
て
い
る

『御
忌
法
要
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
博
士
も
、
あ
く

ま
で
目
安
博
士
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
明
の
修
得
は
式
師
会
で
の

稽
古
で
研
鎖
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
声
明
は

あ
る

一
定
の
範
囲
の
型
を
保
ち
つ
つ
、
伝
承
す
る
声
明
師
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妙
味
が
付
加
さ
れ
て
い
く
と
い
う
極
め
て
デ
リ

ケ
l
ト
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
素
を
踏

ま
え
つ
つ
、
研
究
会
の
報
告
を
行
い
た
い
。

尚
、
縁
山
流
声
明
に
関
し
て
は
、
そ
の
成
立
、
特
色
、
芸
術
性
等

を
元
研
究
員
の
中
村
孝
之
、
小
島
伸
方
、
渡
辺
俊
雄
の
三
師
が
教
化

研
究
第
二
号、
三
号
で
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
(注

(2
)
研
究
方
法
・
経
過

既
に
教
化
研
究
第
十
二
号
で
発
表
し
た
研
究
方
法
を
今
回
も
採
用

し
た
。
す
な
わ
ち
、

『礼
讃
声
明
音
譜
』
(
以
後
T
・十
三
版
と
す
る

の
五
線
譜
に
よ
る
唱
法
を
再
現
し
、
現
行
唱
法
と
の
比
較
を
試
み
る

と
い
う
方
法
で
あ
る
。
十
二
年
度
の
研
究
会
同
様
、
東
京
教
区
城
西

組

一
行
院
の
八
百
谷
啓
人
師
に
五
線
譜
を
唱
っ
て
い
た
だ
き
、
現
行

唱
法
を
田
中
勝
道
、
庚
本
栄
康
研
究
員
が
行
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
研
究
で
は
、
平
成
元
年
に
大
本
山
増
上
寺
式
師
会

が
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
縁
山
声
明
伝
承
者
、
津
田
徳
翁

法
儀
司
の
実
唱
さ
れ
た
声
明
を
五
線
譜
に
し
て
出
版
し
た
『縁
山
流

声
明
集
」
(
以
後

H
・
元
版
と
す
る
)
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。平

成
十
三
年
四
月
二
十
四
日
に
第

一
回
研
究
会
を
催
し
、
平
成
十

四
年

一
月
十
六
日
ま
で
に
七
回
の
研
究
会
を
重
ね
た
。原
則
と
し
て

R
d
 

A
q
 

一
回
の
研
究
会
に
つ
き

一
つ
の
声
明
を
テ

l
マ
に
取
り
上
げ
、
前
述

の
方
法
で
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
尚
、
こ
の
研
究
会
に
携
わ

っ
た
研

究
員
は
、
福
西
賢
兆
、
田
中
勝
道
、
熊
井
康
雄
、
演
本
栄
康
、
西
城

宗
降
、
清
水
秀
浩
、
坂
上
典
翁
の
各
研
究
員
で
あ
る
。

第

一
回
「
称
讃
傷
」

(
初
重
)

縁
山
流
声
明
の
い
わ
ゆ
る
入
門
と
も
い
う
べ
き
声
明
が
「
称
讃
偶
」

で
あ
る
。
こ
の
声
明
は
、
初
重
、

二
重、

三
重
と
あ
る
が
、
特
に
初

重
は

一
般
寺
院
に
お
い
て
も
称
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。



図
①
に
法
要
集
の
目
安
博
士
と
、

T
-
十
三
版
の
五
線
譜
を
目
安

博
士
に
直
し
た
も
の
を
並
記
し
た
。

T
・
十
三
版
の
唱
法
と
現
行
と
で
は
、
比
較
的
似
て
い
る
と
い
う

印
象
を
各
研
究
員
が
受
け
た
。

前
半
部
の
四
念
仏
と
呼
ば
れ
る
部
分
(
図
①
|

a)

で
は
最
初
の

「陀」

の
所
で
、
現
行
「
宮
(
双
調
)
↓
嬰
羽
(
勝
絶
)
↓
宮
」
と

い
う
音
の
移
行
に
対
し
、

T
・
十
三
版
で
は
「
宮
(
双
調
)
↓
変
宮

(
下
無
)
↓
宮
」
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

一
音
落
ち
と
半
音
落
ち
の
違

い
で
あ
る
。
現
在
、
法
要
集
の
音
声
部
で
は

一
音
落
ち
の
指
定
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
闘
し
、
変
宮
と
い
う
音
は
、
目
音
階
の

理
論
上
の
音
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
、
縁
山
の
式
師
の
中
に
は
、
半

音
落
ち
(
変
宮
)

で
唱
う
人
も
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

四
念
仏
の
最
後
の
部
分
の
「
陀
仏
」
(
図
①
|
b
)
で
は
、
現
行
で

は
「
徴
(
壱
越
)
↓
商

(
黄
鐘
)
↓
商
」
に
対
し
、

T
-
十
三
版
で

は
「
徴
(
壱
越
)
↓
目
角
(
盤
渉
)
↓
商
」
と
い
う
経
過
音
を
示
し

て
い
る
。

本
文
に
入
り
、
「
清
浄
荘
厳
」
(
図
①

l
c)
で
は
、
宮
に
移
行
す

る
前
の
音
は
、
全
て
変
宮
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
「
無
勝
是
」
の

図
① 
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「
無
」
(
図
①
|
d
)

で
は
、
嬰
羽
を
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち

T
・十
三
版
は
、
変
宮
と
嬰
羽
と
い
う
半
音
異
な
る
音
が
出
現
し
て

い
る
。
こ
れ
は
大
正
十
三
年
当
時
の
採
譜
の
状
況
で
、
明
確
に
変
宮

と
嬰
羽
が
区
別
さ
れ
て
唱
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
微
妙
な
唱
法
の

故
に
、
よ
り
近
い
音
の
方
に
採
譜
さ
れ
さ
れ
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
声
明
自
体
の
旋
律
が
非
常
に
デ
リ

ケ

l
卜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
回

「唱
礼
」

図
②
に
T
・
十
三
一
版
と
法
要
集
の
五
線
譜
を
並
記
し
た
。
大
正
時

代
な
の
で
「
和
順
」

の
大
師
号
は
、
ま
だ
無
く
、

「
法
然
上
人
」
も

省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

T
-
十
三
版
は
、
出
音
(
し
ゅ
っ
と
ん
)

が
黄
鐘
で
あ
る
の
に
、
現
行
は
、
双
調
の
指
定
で
あ
る
。
ま
た
現
在

の
旋
律
に
な
る
ま
で
に
は
、
多
少
の
変
遷
を
経
て
い
る
の
で
、
今
回
は

比
較
検
討
で
は
な
く
、
五
線
譜
に
よ
る
実
唱
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

第
三
回

「四
智
讃
」

T
・
十
三
版
に
は
、
祖
山
・
縁
山
両
派
の

「四
智
讃
」
が
所
収
さ

き
一
)

引

m

年

一

γ

日

陀

T
 

図①-a

四念仏の最初の部分

現行

ウウ

陀γ←勝絶

T .13年

r A じース 呂角

図①-b

四念仏の最後の部分

現行 陀へ六

(呂音階の理論上

の音である)

仏ーえ仏一主
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れ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
回
は
知
恩
院
の
式
衆
で
も
あ
る
清
水
秀
浩
研

究
員
に
出
席
い
た
だ
き
両
派
の

「四
智
讃
」
に
つ
い
て
、

T
-
十
三

版
と
現
行
を
比
較
検
討
し
た
。

大
本
山
滑
上
寺
で
は
毎
年
、
法
式
修
練
道
場
が
開
産
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
道
場
で
は
、
縁
山
流
声
明
の
修
得
も
課
題
の

っ
と
し
て
、

入
門
篇
と
も
い
う
べ
き
「
唱
礼
・
称
讃
偏
」

の
稽
古
が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
四
智
讃
」
、

「伽
陀
」
等
の
難
度
の
高
い
声
明
に
つ
い
て

は
、
道
場
成
満
後
、
入
会
が
許
可
さ
れ
る
式
師
会
で
の
み
修
得
が
可

能
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
四
智
讃
」
以
降
の
声
明
に
つ
い
て
は
、

口

伝
と
い
う
要
素
が

一
層
加
味
さ
れ
、
前
出
の

『縁
山
流
声
明
集
」

の
よ
う
な
五
線
譜
が
あ
る
も
の
の
、
声
明
を
唱
う
式
師
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
妙
味
が
付
加
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
縁
山
流
「
四
智
讃
」
に
つ
い
て
比
較
を
試
み
た
。
結
論
か

ら
い
う
と
、
縁
山
流
「
四
智
讃
」
に
関
し
て
は
、
五
線
譜
に
表
現
す

る
の
に
は
限
界
が
あ
り
、
採
譜
者
自
身
の
相
当
苦
労
し
た
様
子
が
う

か
が
え
た
。
ま
ず
、
縁
山
流
声
明
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
ユ
リ
に
つ

い
て
は
、
(
図
③
ー

と

の

よ
う
に
し
か
表
現
で
き
ず
、

H
-
元
版

の
表
現
(
図
③
l
b
)
と
比
較
し
て
も
ユ
リ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
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る
こ
と
が
相
当
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

ま
た
、

「
四
智
讃
」
の
中
で
用
い
ら
れ
る
技
法
と
し
て
、
鴛
の
谷
渡

り
、
暁
鳥
等
が
あ
る
が
、

T
-
十
三
版
に
の
っ
と
っ
た
(
図
③
!
と

実
唱
で
は
、
現
行
と
は
、
か
な
り
異
質
な
印
象
を
受
け
た
。

図
③

|
d
に
、
現
在
、
縁
山
の
式
師
が
用
い
る

「御
忌
法
要
集
」

の
句
頭
部
分
の
博
士
を
引
用
し
た
が
、
こ
の
墨
譜
だ
け
で
、
五
線
譜

に
表
現
し
き
れ
な
い
技
法
と
妙
味
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
か

に
、
口
伝
の
要
素
が
強
い
か
が
分
る
。

次
に
、
祖
山
流
「
四
智
讃
」
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
。
八
百
谷

師
に

T
・
十
三
版
の
五
線
譜
を
唱
っ
て
い
た
だ
き
、
清
水
研
究
員
に

現
行
と
比
較
し
た
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
祖
山
流
「
四
智
讃
」
は
、
京
都
の
四
総
大
本
山
の
門
主
・
法

主
が
選
化
さ
れ
た
際
、
表
葬
で
し
か
唱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
街
寺
で
は
ほ
と
ん
ど
唱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

以
下
は

T
-
十
三
版
の

「四
智
讃
」

の
唱
法
と
比
較
し
た
清
水

研
究
員
か
ら
の
意
見
で
あ
る
。
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(
一
)
現
在
、
祖
山
の
ユ
リ
は
、
上
が
長
く
(
三
拍
)
て
強
め
、
下

が
短
く
(
二
拍
)

の
気
分
で
あ
る
。

モ
ロ
下
リ
は
五
線
譜
で
は
表
現
し
に
く
い
。

(三
)
現
行
の
ソ
リ
は
、

二
律
を
三
律
に
し
て
、

T
・
十
三
版
よ

り
も
は
な
や
か
な
感
じ
で
唱
う
場
合
も
あ
る
。

(
四
)
五
線
譜
の
六

七
段
目
の
ピ

ッ
チ
が
低
い
。

(五)
モ
ロ
下
リ

フ
ミ
上
ゲ
に
関
し
て
は
、
五
線
譜
に
若
干
手

を
入
れ
れ
ば
現
行
に
近
く
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
図
|
④
は、

T
-
十
三
版
の

祖
山
流
「
四
智
讃
」
の
五
線
譜
で
あ
る
。
ま
た
図
|
⑤
は
祖
山
で
用

い
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
回
線
譜
の

一
部
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
に

宍
戸
、
栄
雄
法
儀
司
が
考
案
し
、
以
降
、
祖
山
の
式
衆
が
広
く
用
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

縁
山
流
で
は
、
こ
の
よ
う
な
回
線
譜
を
用
い
て
稽
古
す
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
が
、

「唱
礼
・
称
讃
傷
」
を
稽
古
す
る
際
、
使
用
す
る
場

合
も
あ
る
。
縁
山
流
に
回
線
譜
が
な
じ
ま
な
い
要
因
の

一
つ
と
し

て
、
ユ
リ
、
谷
渡
リ
、
暁
鳥
、
柳
な
ど
の
独
特
な
技
法
が
、
回
線
譜

や
五
線
譜
で
は
表
現
の
限
界
が
あ
り
、
修
得
に
あ
た

っ
て
は
口
伝
に

よ
る
要
素
が
多
分
に
強
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

第
四
回
「
光
明
伽
陀
」

T
・
十
三
版
の
実
唱
は
、
お
お
む
ね
現
行
に
近
い
と
い
う
印
象
を

受
け
た
。
「
光
明
伽
陀
」
は
平
調
の
曲
で
あ
る
が
、

T
・
十
三
版
は

下
無
を
基
音
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、

H
-
元
版
で
は
基
音
が
平
調

に
な

っ
て
い
る
。
図
|
⑥

「光」

の
出
方
に
つ
い
て
は
、
腹
か
ら
絞
り
出
す
よ
う
に
と
い
う

口
伝
が
あ
り
、

「御
忌
法
要
集
」
で
は
宮
↓
商
の
指
定
に
な

っ
て
い

4
9
 

F
H
U
 

る
。現
行
の
実
唱
で
は
宮
よ
り
も
低
い
音
で
絞
り
出
す
よ
う
に
発
声

し
、
商
ま
で
上
向
さ
せ
て
い
る
。
H
-
元
版
で
は
、
津
田
法
儀
司
は

宮

(
平
調
)
ま
で
上
向
さ
せ
る
の
に

一
オ
ク
タ
ー
ブ
の
幅
を
も
た

せ
て
唱
わ
れ
て
い
た
。
(図

l
⑦
)

ま
た
、

「光
」
の
発
音
に
は
、
最
初
に
「
コ
」
と
明
確
に
発
音
す
る

「
コ
・
オ
l
」
と
い
う
方
法
と
、
絞
り
出
す
よ
う
に
発
声
す
る

「
コ

オ
l
」
の
二
通
り
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
者
は
、
千
葉
寛
定
法
儀

司
、
後
者
は
、
津
田
徳
翁
法
儀
司
が
唱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が

あ
っ
た
。
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次
に
、
「
明
」
か
ら
「
遍
」
へ
の
上
向
に
つ
い
て
譜
面
上
で
は
商
↓

呂
角
(
克
鐘
)
で
あ
る
が
、
田
中
研
究
員
よ
り
、
道
場
の
広
狭
、
法

要
の
内
容
(
例
え
ば
慶
事
法
要
で
は
多
少
、
上
向
幅
を
広
く
と
っ
て

は
な
や
か
に
す
る
)
な
ど
の
要
素
に
よ
り
、
こ
の
部
分
の
音
幅
に
は
、

若
干
フ
ァ
ジ
ー
な
面
が
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
(図

l
⑧
)

第
五
回
「
散
華
」
(
図
l
⑨
)

T
-
十
三
版
と
現
行
唱
法
を
比
較
し
て
み
た
が
、
ナ
ヤ
シ
と
ク
イ

切
の
部
分
以
外
は
、
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
こ
れ
は
、

T
・
十
三
版
の
採
譜
者
が
、
目
安
博
士
の
五
音
を
か

な
り
意
識
し
な
が
ら
採
譜
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

一
つ

の
要
因
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
唱
法
は
、
五
音

に
か
な
り
忠
実
に
唱
っ
て
い
る
が
、
ナ
ヤ
シ
と
ク
イ
切
は
五
線
譜
で

の
表
現
が
困
難
な
た
め
、
こ
の
箇
所
だ
け
異
な
っ
た
印
象
を
受
け
た

ょ
う
で
あ
る
。

ナ
ヤ
シ
に
関
し
て
は
、

T

・
十
三
版
は
、
頂
点
音
が
短
三
度
の
上

向
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
行
は
、
も
う
少
し
は
な
や
か
に
表
現
し
て

い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
津
田
法
儀
司
の
ナ
ヤ
シ
は
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T
・
十
三
版
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
行
唱
法
の
技
法
と
し
て
、

ナ
ヤ
シ
に
入
る
前
に
賓
ユ
リ
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
指
摘
も

あ
っ
た
。

縁
山
流

「散
華
」
は
、
現
在
、
増
上
寺
式
師
が
出
仕
す
る
御
思
会

以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
唱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

ナ
ヤ
シ
自
体
が
少
し
は
な
や
か
に
唱
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
「四
智
讃
」

の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
祖
山
で
も

ソ
リ

が
T
.
十
三
版
よ
り
現
在
の
方
が
多
少
、
は
な
や
か
な
傾
向
が
あ
る

と
い
う
指
摘
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
声
明
が
伝
承
者
の

口
伝
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
の
で

あ
る
。

第
六
回
「
敬
礼
伽
陀
」

第
七
回

「我
此
道
場
」

こ
れ
ら
の
伽
陀
は
、
縁
山
流
声
明
の
中
で
も
非
常
に
高
度
な
技
法

を
要
求
さ
れ
る
。
特
に
句
頭
部
分
の
出
だ
し
は
、
両
伽
陀
と
も
に
独

特
で
あ
り
、
五
線
譜
、

墨
譜
で
は
到
底
、
表
現
で
き
な
い
。
従
っ
て

こ
の
二
回
の
研
究
会
で
は
、

T
-
十
三
版、

H
・
元
版
、
現
行
を
そ

れ
ぞ
れ
実
唱
し
、
現
在
の
唱
法
と
趣
の
違
い
を
味
わ

っ
た
。

そ
の
際
、
八
百
谷
師
よ
り
、

「我
」
の
出
に
つ
い
て
、

主
に
な
る
音

(
こ
の
場
合
は
黄
鐙
)
を
決
め
て
上
下
の
音
を
振
り
分
け
て
み
る
の

も

一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
「此
」
に

つ
い
て
も
同
様
な
の
で

五
線
譜
で
表
し
て
み
た
。
(図
|
⑩
)

下京ミ
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図-10 
(
三
)
む
す
び

昨
年
、
本
年
と
二
回
に
わ
た
り

『礼
讃
声
明
音
譜
」
を
題
材
と
し

て
研
究
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

平
行
し
た
総
合
学
術



大
会
に
お
い
て
も
実
唱
の
テ
l
プ
を
使
用
し
て
、
比
較
研
究
を
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
、主
に
縁
山
流
の
声
明
を
中
心
と
し
て
、
比
較
研
究
を
行

つ

た
訳
だ
が
、
日
常
勤
行
や
六
時
礼
讃
と
違
い
、
声
明
は
東
西
各
本
山

の
式
衆
(
式
師
)
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
の
採
譜
状

況
を
考
慮
し
て
も
、
五
線
譜
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
声
明
を
実
唱
し

て
再
現
す
る
こ
と
は
、
お
の
ず
と
困
難
な
試
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

声
明
独
特
の
技
法
が
、
視
覚
的
な
要
素
、
す
な
わ
ち
譜
面
に
よ
る
表

現
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
証
明
に
も
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
発
表
に
あ
た
り
、
筆
者
は
、
先
達
の
残
さ
れ
た
録

音
テ

l
プ、

C
D
を
種
々
聞
い
た
が
、
声
明
そ
の
も
の
に
、
録
音
さ

れ
た
時
期
と
声
明
師
に
よ
り
微
妙
な
趣
の
相
違
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
声
明
が

一
定
の
型
を
保
持
し
つ
つ
、
伝
承
を
担
う
声
明
師
に

よ
っ
て
妙
味
が
付
加
さ
れ
て
い
く
性
質
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
研
究
で
は
、
計
ら
ず
も
声
明
が
口
伝
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
線
譜
に

よ
っ
て
あ
る
程
度
平
易
に
表
現
さ
れ
た
声
明
で
も
、
実
際
の
修
得
に

あ
た
っ
て
は
、
縁
山
で
は
式
師
会
の
稽
古
に
お
い
て
研
鍛
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
声
明
と
は
高
度
な
技
量
と
豊
富

な
経
験
を
持
つ
声
明
師
が
、
口
伝
に
よ
っ
て
伝
承
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
連
綿
と
し
て
高
い
芸
術
性
を
保
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

最
後
に
、
講
師
と
し
て
本
研
究
に
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

東
京
教
区
域
西
組
一
行
院

八
百
谷
啓
人
師
に
深
謝
し
本
稿
を
閉
じ

-争、、‘

。

7
L
 

(
注
二
教
化
研
究
第
二
号
「
声
明
と
音
楽
」

-58-

(
二
小
島
伸
方

(二
)
中
村
孝
之

(三
)
渡
辺
俊
雄

教
化
研
究
第
三
号

「縁
山
声
明
の
芸
術
性
」
中
村
孝
之

「縁
山
流
伽
陀
の
音
楽
論
」
小
島
伸
方

「縁
山
流

か
錫
杖
々
に
つ
い
て
」
渡
辺
俊
雄



ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
よ
る
教
化
情
報
提
供
運
営

①
日
本
語
に
よ
る
ホ
!
ム
ペ

l
ジ

一
、
研
究
目
的
と
方
法

当
該
研
究
の
目
的
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
l
ム
ペ

1
ジ
を
活
用

し
、
浄
土
宗
の
教
義
・
教
化
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
数
年
来
情
報
化
が
急
速
に
進
展
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
y

卜
接
続
が
各
寺
院
・
家
庭
に
普
及
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
に
あ

っ
て
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
文
書
に
よ
る

布
教
伝
道
の
み
な
ら
ず
、
電
子
化
さ
れ
た
情
報
に
よ
る
布
教
教
化
の

方
法
論
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
本
研
究
で
は
、
浄
土
宗
教
師
、
研

究
者
、

一
般
の
人
々
に
対
し
て
発
信
す
べ
き
情
報
を
調
査
研
究
す
る

と
と
も
に
、
平
成
十
二
年
度
に
構
築
し
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
維
持
・
更
新
等
の
運
営
を
行
っ
た
。
以
下
、
調
査

研
究
の
概
要
を
報
告
す
る
。

ど〉、
プ

達

雄

岡

二
、
研
究
経
過
の
報
告

①
情
報
化
の
進
展
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
の
通
信
白
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
二
年
末
に
お
け

る
我
が
国
の
十
五
歳
以
上
七
十
九
歳
以
下
の
個
人
に
お
け
る
イ
ン

Q
U
 

巳
d

タ
l
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
四
、
七
O
八
万
人
と
推
計
さ
れ
、
平
成
十

一
年
末
段
階
の
推
計
値
と
比
較
す
る
と
七
四
・
O
%
増
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
(
二
O
O
五
年
)
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

卜
利
用
者
数
は
八
、
七
二

O
万
人
ま
で
増
加
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
総
務
省
が
行
っ
て
い
る
通
信
利
用
動
向
調
査
に

よ
れ
ば
、
平
成
十
二
年
十

一
月
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
帯

普
及
率
は
三
四
・

O
%
、
事
業
所
普
及
率
は
四
四
・
八
%
、
企
業
普

及
率
で
は
九
五
・
八
%
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
の
み
な
ら
ず
家
庭
や

一
般
寺
院
を
含
む
中
小
事
業
所
に
於
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用



は
急
速
に
普
及
拡
大
し
て
い
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
物
的
な
仕
組
み
は
、
統

一
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ

l
タ
相
互
間
の
情
報
伝
達
規
約

(
T
C
P
/
I
P
)
と
、
そ
の

規
約
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
数
千
万
台
の
サ
ー
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
コ
ン

ピ
ュ

l
タ
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
網
の
自
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

た
サ
ー
バ

ー

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
)
に
入
力
さ
れ
た
情
報
は
目
的
と
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
送
ら
れ
た
り
、
誰
も
が
取
得
可
能
な
形
態
で
各

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
憶
さ
れ
る
。
伝
達
さ
れ
た
り
記
憶
さ
れ
た
り
す

る
の
は
電
子
的
な
情
報
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
振
り
返
り
「
情
報
の
や
り
と
り
」

だ
け
で
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
広
告
や
宣
伝
で

あ
る
。
T

V
、
新
聞
、
雑
誌
で
行
わ
れ
て
い
る
広
告
や
宣
伝
活
動
で

私
た
ち
が
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
情
報
だ
け
で
あ
る
。
銀
行
で
の
振

込
手
続
き
を
考
え
て
み
よ
う
。
A
T
M
の
前
で
行
っ
て
い
る
の
は
情

報
の
入
力
だ
け
で
あ
り
、
実
際
に
現
金
を
手
に
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
T

V
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
と
き
実
際
に
行
う
こ
と
は
情
報

を
送
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
商
品
と
い
う
現
物
が
届
け
ら
れ

て
く
る
。
代
引
き
宅
配
で
品
物
が
届
け
ら
れ
る
場
合
、
あ
な
た
が
支

払
っ
た
現
金
は
宅
配
会
社
の
口
座
に
入
金
さ
れ
、
品
物
を
売
っ
た
会

社
に
は
入
金
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
あ
な
た
の
支
払
っ
た

札
が
販
売
会
社
に
運
ば
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
の
大
部
分
は
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
や
情
報
を
得
る

こ
と
で
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
う

情
報
伝
達
・
記
憶
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
の
代
行
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

-60一

現
在
、
私
た
ち
の
活
動
、
日
常
生
活
、
企
業
活
動
、
医
療
福
祉
活

動
、
文
化
活
動
、
宗
教
活
動
す
べ
て
の
局
面
で
電
子
的
は
情
報
伝
達

情
報
記
憶
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
電

子
的
な
符
号
に
置
き
換
え
ら
れ
た
情
報
は
、
高
速
で
伝
達
可
能
、
大

量
に
処
理
が
可
能
、
必
要
と
す
る
人
す
べ
て
に
安
価
に
複
製
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
加
え
て
そ
の
技
術
進
歩
は
当
分
の
聞
は

進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
諸
活
動
を
情
報
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
討

し
、
電
子
的
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
再
構
築
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
現
在
イ



ン
タ

l
ネ
ッ
ト
利
用
と
称
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
電
子
的
な
情
報
利
用
と
い
う
巨
大
な
新
世
界
が
今
ま

さ
に
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
、
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
る

者
と
し
て
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
う
新
世
界
に
橋
頭
壁
を
築

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
活
動
を
怠
れ
ば
将
来
的
に
構
築
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
新
世
界
の
中
で
の
既
成
教
団
の
影
響
力
が
発
揮
で
き
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
内
で
の
活
動
を
積
極
的
に
行
う
新
た
な
宗
教
活
動

集
団
の
影
響
力
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
常
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
動
向
を
ウ
オ

ッ
チ
し
て
お
く
事
が
必

要
で
あ
る
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
形
態
に
つ
い
て

急
速
に
普
及
拡
大
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
で
あ
る
が
そ

の
中
心
は
電
子
メ

l
ル
と
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
電
子
メ
ー
ル

は
、
電
話
お
よ
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
次
ぐ
第
三
の
情
報
伝
達
手
段
で

あ
る
。
そ
の
特
徴
は
第

一
に
非
同
時
性
、
つ
ま
り
電
話
の
よ
う
に
同

時
性

(情
報
交
換
を
行
う
者
同
士
が
同

一
時
刻
に
利
用
可
能
な
状
況

に
あ
る
こ
と
)
が
必
要
で
は
な
く
、
情
報
交
換
を
行
う
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
配
分
で
利
用
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
で
は
会
話
よ

り
も
手
紙
に
近
い
が
、
世
界
中
ど
こ
で
も
瞬
時
に
届
け
ら
れ
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
り
、
同
時
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
れ
ば
会
話
に
近
い
情
報

交
換
も
可
能
で
あ
る
。
近
年
、
携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

経
由
の
電
子
メ

l
ル
が
普
及
し
、

電
子
メ
l
ル
利
用
者
は
急
増
し
て

ミ

・
、，
O

L
・

4も
う

一
つ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
の
中
心
が
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
で

あ
る
。
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
と
は
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
伝
送
規
約

(
H
T

T
P
)
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と
い
う
伝
送
方
式
に
対
応
し
た
情
報
記
憶
の
集
積
で
あ
る
。

ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
と
は
、

一
つ
の
文
章
の
中
に
他
の
文
章
や
写

真

・
画
像

・
映
像

・
音
声

・
音
楽
等
の
様
々
な
情
報
を
有
機
的
に
埋

め
込
む
事
の
出
来
る
文
章

(
テ
キ
ス
ト
)
形
式
の
こ
と
で
、
ハ
イ
パ
ー

テ
キ
ス
ト
記
述
言
語

(H
T
M
L
)
と
い
う
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
言
語
で

書
か
れ
て
い
る
。
情
報
の
読
み
出
し
に
は
読
み
出
し
用
ソ
フ
ト
ウ

エ

ア
(
ブ
ラ
ウ
ザ
)
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
。
H
T
M
L
は
C
E
R
N
(欧

州
合
同
素
粒
子
原
子
核
研
究
機
構
)
の
テ
ィ
ム

・
バ
ー
ナ
ー
ズ

・リ

!

氏
が
所
内
の
論
文
閲
覧
シ
ス
テ
ム
と
し
て

一
九
八
九
年
三
月
に
開
発

し
た

シ
ス
テ
ム
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
同
氏
に



よ
っ
て
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド

・
ウ
ェ
ブ

(
W
W
W
)
と
名
付
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
読
み
出
し
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
ブ
ラ
ウ
ザ
)
は

N
C
S
A

(
米
国
立
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
研
究
所
)

の
マ

l
ク

・
ア

ン
ド
リ
l
セ
ン
氏
を
中
心
に

一
九
九
三
年
六
月
に
開
発
さ
れ
た
。

w

W
W
は
こ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
出
現
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
普
及
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
通
常
、
種
々
の
機
関
や
個
人
は
作
成
す
る

W
W
W
情
報

の

一ペ

ー
ジ
目
を
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か

ら

w
w
w情
報
そ
の
も
の
を
ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。w

w
wは
文
書
閲
覧
シ
ス
テ
ム
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
単
に
文
章

だ
け
で
は
な
く
電
子
化
出
来
る
情
報
な
ら
ば
「
ど
ん
な
種
類
の
情

報
」
で
も
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
「
有
機
的
」

に
結
び
つ
け
て
表
示
し
た
り
情
報
の
入
力

・
伝
送
が
出
来
る
こ
と
、

世
界
各
地
に
置
か
れ
た
数
千
万
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
瞬
時
に
ア
ク

セ
ス
し
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
開

発
さ
れ
た
当
時
の
目
的
は
研
究
者
間
の
共
同
利
用
で
あ
っ
た
が
、
こ

の

w
w
wは
文
書
閲
覧
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
用
途
へ
の
可
能
性
が

提
案
さ
れ
、

一
九
九
三
年
頃
か
ら
米
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

W
W

W
の
商
用
利
用
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
隆
盛
に
至

つ

て
い
る
。

④
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
の
用
途
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
あ
る
い
は

W
W
W
は
シ
ス
テ
ム
固
有
の
特
徴
を
生

か
し
て
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
用
途
は
次
の
二
種

に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第

一
、
情
報
発
信

第

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

円

Ln
b
 

第

一
の
「
情
報
発
信
」
と
は
個
人
や
企
業

・
各
種
機
関
等
が
主
体

と
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
信
し
た
い
情
報
を
ホ
l
ム
ぺ

l
ジ
上
で
公

開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
発
信
す
る
情
報
は
様
々
で
あ
る
が
こ
れ
も

種
類
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
例
え
ば
広
報
(
そ
の
存
在
、
活
動
の

方
針
、
活
動
内
容
等
を
特
定
あ
る
い
は
不
特
定
の
人
々
に
広
く
知
ら

し
め
る
こ
と
)
、
広
告
宣
伝
(
企
業
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
報
知
、
各

種
機
関
が
行

っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
報
知
、
選
挙
の
た
め
の
宣
伝
活

動
な
ど
)
で
、
そ
の
直
接
的
な
目
的
は
活
動
主
体
の
活
動
の
報
知
で

あ
る
。
も
う

一
つ
の
情
報
発
信
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
で
多



く
の
人
々
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報
を
主
体
的
に
発

信
す
る
行
為
で
あ
る
。
天
気
予
報
や
交
通
情
報
な
ど
は
多
く
の
人
が

必
要
と
す
る
情
報
で
あ
る
。
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
情
報
の
情

報
資
料
館
や
電
子
図
書
館
の
よ
う
な
機
能
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
ア
ー
カ
イ
ブ
(
書
庫
)
と
言
わ
れ
て
い
る
。
情
報
作
成
に
多
大
な

費
用
が
必
要
な
場
合
に
は
利
用
者
か
ら
情
報
利
用
料
を
徴
収
す
る
場

合
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
第
二
の
商
用
情
報
提
供
サ

1
ビ

ス
と
同
様
な
も
の
と
位
置
づ
け
さ
れ
る
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
用
途
の
第
二
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
上
で
双
方
向
の
情
報
交
換
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
上
に
置
か
れ
た
掲
示
板
は
そ
の

典
型
的
な
例
で
あ
る
。
ホ
1
ム
ペ

l
ジ
を
経
由
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

シ
ョ
ン
は
現
在
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
特
に
企
業

活
動
の
ツ

l
ル
と
し
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば

B
t
o

B
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ツ

1
・ビ
ジ
ネ
ス
を
意
味
し
、
企
業
聞
の
製
品

や
部
品
の
仕
入
れ
・
受
発
注
・
決
済
等
の
企
業
間
取
引
に

W
W
W
を

応
用
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

B
t
o
B
に
は
汎
用
コ

ン
ピ
ュ

l
タ
を
使
用
し
た
特
別
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
た
が
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

W
W
W
を
利
用
し
て
安

価
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
行
わ
れ
て
い
る
。
B
t
o
C
と
は

ビ
ジ
ネ
ス

・
ツ
l
・
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
で
あ
り
、
消
費
者
個
人
と
企
業

聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
用
途
は
通
信

販
売
が
中
心
で
あ
る
。
特
に
販
売
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に

よ
っ
て
実
に
様
々
な
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
の

他
で
こ
れ
と
似
た
も
の
に
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
れ
は

c
t
o
C
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
こ
れ
も
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
や

W
W
W
の
利
用
は

「情
報
発

信
」
の
よ
う
に
発
信
主
体
か
ら
の

一
方
的
な
情
報
の
公
開
を
行
う
方

法
と
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
よ
う
な
双
方
向
の
情
報
交
換

を
行
う
利
用
法
で
あ
る
が
あ
る
。
そ
の
利
用
方
法
は
ホ

1
ム
ペ

l
ジ

を
作
成
し
運
営
し
て
い
く
機
関
の
性
格
(
個
人
、
営
利
企
業
、
公
益

法
人
)
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
る
し
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
か
、
誰
を
対
象
に
し
た
ホ

l
ム
ペ

i
ジ
か
に
よ
っ
て
異
な
る

も
の
で
あ
る
し
、
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
維
持
・
運
営
の
方
法
も
大
き
く

異
な
っ
て
く
る
。



⑤
宗
教
教
団
・
一
般
寺
院
の
ホ

l
ム
ベ
l
ジ
利
用
に
つ
い
て

宗
教
教
団
が
ホ
1
ム
ぺ

l
ジ
を
利
用
し
て
行
え
る
こ
と
、

一
般
寺

院
が
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
利
用
し
て
行
え
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
テ
l
マ
は
今
後
の
重
要
な
研
究
課
題

で
あ
る
。
ま
ず
「
情
報
発
信
」
に
つ
い
て
は
変
数
が
三
つ
あ
る
。
つ

ま
り
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に
い
か
な
る
情
報
を
発
信
す
べ
き

か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
第

一
の
変
数
「
誰
が
」
と
は
情
報

の
発
信
主
体
で
あ
り
、
浄
土
宗
と
い
う
教
団
、
教
団
の
内
部
組
織
(
総

合
研
究
所
、
教
学
院
)
、
本
山
寺
院
、

一
般
寺
院
が
そ
の
対
象
と
な
ろ

ぅ
。
第
二
の
変
数
「
ど
の
よ
う
な
対
象
」
と
は
、
教
団
組
織
内
職
員

向
け
な
の
か
、
教
師
向
け
な
の
か
、
寺
庭
・
寺
族
を
含
ん
だ
関
連
者

向
け
な
の
か
、
教
学
研
究
者
向
け
な
の
か
、
檀
信
徒
向
け
な
の
か

不
特
定
の

一
般
の
人
々
な
の
か
に
よ
っ
て
、
発
信
す
べ
き
内
容
は
異

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
の
変
数

「
い
か
な
る
情
報
」
と
は
、
教

団
や
寺
院
の
存
在
を
示
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
情
報
な
の
か

教
団
や
寺
院
の
方
針
や
運
営
方
法

・
運
営
結
果
の
開
示
な
の
か
、
教

学
的
情
報
な
の
か
、
布
教
的
情
報
な
の
か
、
法
式
的
情
報
な
の
か

通
仏
教
的
情
報
な
の
か
、
仏
教
習
俗
的
情
報
な
の
か
と
い
っ
た
情
報

の
内
容
の
問
題
で
あ
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
利
用
に
つ
で
も
同
様
に
変
数
が
三
つ

あ
る
。
つ
ま
り
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
対
象
と
、
い
か
な
る
情
報
を
交

換
す
る
か
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ぺ

l
ジ
を
経
由
し
て
教
団
や

一
般
寺
院

が
、
教
師
や
檀
信
徒
や

一
般
人
を
相
手
に
、
相
談
に
乗
っ
た
り
、
布

教
を
行
っ
た
り
、
墓
参
・
参
詣
を
す
る
こ
と
が
本
当
に
可
能
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
ん
ご
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

三
、
今
後
の
研
究
計
画

64一

以
上
、
平
成
十
三
年
度
の
研
究
経
過
を
報
告
し
た
が
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
よ
り
今
後
の
調
査
研
究
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。
本
調
査
研
究
は
継
続
研
究
で
あ
り
、
当
面
の
来
年
度
以
降
の
目

標
を
次
の
三
点
と
し
た
。

①
既
設
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
の
運
用

②
教
団
ホ

1
ム
ペ
ー
ジ
の
可
能
性

③
一

般
寺
院
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
あ
り
方



ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
よ
る
教
化
情
報
提
供
運
営

②
英
語
に
よ
る
ホ

l
ム
ペ
!
ジ

(
1
)
研
究
目
的
と
方
法

日
本
一
諮
の
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
に
対
応
し
た
英
文
を
掲
載
し
、
法
然
上

人
の
教
え
・
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
存
在
お
よ
び
研
究
活
動
を
イ
ン

タ

l
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
世
界
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
特
に
世

界
の
仏
教
・
浄
土
教
研
究
者
と
の
研
究

・
意
見
交
換
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
の
教
育
機
関
に
お
け
る
イ
ン

タ

l
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
は
日
ご
と
に
増
大
し
、
将
来
影
響
力
の
あ
る

学
者

・
研
究
者
・
学
生
に
法
然
・
浄
土
宗
の
情
報
を
提
供
で
き
る
。

ま
た
、
世
界
各
地
の
研
究
者
と
の
交
流
・
意
見
交
換
の
容
易
さ
に
よ

り
、
適
宜
議
論
し
て
内
容
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

浄
土
宗
英
語
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
て
、
当
該

'---4 。
ロ
白 ιパ

E・;ょi。
ロ

義
三当

喜晴

戸

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
日
本
語
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
翻
訳
(
概
要

・研
究
紹

介

・
出
版
物
・
公
開
行
事

・
布
教
情
報
・
浄
土
宗
リ
ン
ク
・
研
究
機

Fh
u
 

£
U
 

関
リ
ン
ク
)
だ
け
で
な
く
、
出
。
ロ
巾
ロ

ω}回。ロ
-PHν
口
百
円
自
己
切
巳
【
ザ

己
7
5
H
f
』。品。

ω
F
E
ω
E
e
g
と
い
う
項
目
を
新
た
に
加
え
、
法
然
の

生
涯
・
教
え
・
著
作

・
浄
土
経
典

・
浄
土
教
の
相
承
・
浄
土
宗
史

・

儀
礼
・
浄
土
宗
用
語
集
・
国
際
学
会
発
表
論
文
等
を
一
五

0
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
詳
細
に
解
説
し
、
宗
教

・
仏
教

・
浄
土
教
研
究
者
の
学

問
的
な
要
求
に
対
応
で
き
る
内
容
と
し
た
・も
の
で
あ
る
。

(
2
)
研
究
経
過
の
報
告

平
成
日
年
度
は
、
』
。
号

ω
z
z
ω
z
e
g
と
い
う
新
た
な
項
目
に
浄
土



宗
史

・
儀
礼
、
お
よ
び
学
会
の
見
出
し
を
つ
け
、
新
し
い
研
究
成
果

を
逐
次
公
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
閲
覧
者
に

と
っ
て
常
に
意
義
の
あ
る
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
具

体
的
に
は
、

(1)
一
九
九
九
年
十

一
月
に
米
国
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
仏
教
大
学
・
北

米
浄
土
宗
別
院
で
開
催
さ
れ
た
仏
教
大
学
第
二
回
国
際
会
議

「

m，
g
g
g古
田
丹

o-wロロ
m
F
Rロ
ヨ
巾
ロ
円
一

N
g
-
Z巾
Bσ
ロ
S
F
自
己
忌
巾
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冨
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た
国
際
会
議
、

(2)
二
O
O
一
年
三
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
で
開
催
さ
れ

(3)
二
O
O
一
年
七
月
の
国
際
法
華
経
学
会
で
の
専
任
研
究
員
の

発
表
原
稿
を
公
開
し
た
。

ま
た
、
対
社
会
的
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

二
O
O
一
年
九
月
の
米
国

公
開
し
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
に
対
す
る
宗
務
総
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
オ
ン
タ
イ
ム
で
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(3)
今
後
の
研
究
計
画

浄
土
宗
の
英
語
文
献
の
少
な
さ
(
真
宗

約
二
三

O
点
、
浄
土
宗

約
二
十
三
点
)
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ネ

ッ
ト
上
で
守
号
及
び

F
R
E
E
を
検
索
す
る
と

(ωEロ
)
と
表
示
さ
れ
、
何
%
以
上
が

真
宗
関
連
の
研
究
成
果

・
研
究
機
関

・寺
院
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
あ

る
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
開
教
区
寺
院
及
び
圏
内
寺
院
に
よ

る
英
文
ホ
l
ム
ペ
1
ジ
の
検
索
機
関
へ
の
登
録
を
推
進
す
る
。

今
後
口
吾
集
を
充
実
さ
せ
、
他
の
研
究
機
関
と
の
交
流
を
と
お
し

て
内
容
の
充
実
を
は
か
り
る
。
ま
た
、
法
然
の
著
作
、
例
え
ば

「

円

ipo 

四
五
箇
条
問
答
」
・
御
法
語
・
消
息
な
ど
を

『法
然
上
人
の
ご
法
語
』

(
研
究
所
編
)
を
定
本
と
し
て
英
訳
し
、
順
次
公
開
し
て
、
意
見
交

換
を
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
し
た
英
訳
を
集
め
て
守
号

ω宮
司
話
回
目

か
ら
出
版
し

世
界
最
大
の
〉
云
〉

N
o
z
h
o冨
で
の
書
籍
の
販
売
|
|
|情
報

提
供
の
効
率
性
を
考
慮
し
て
、
海
外
開
教

・
国
際
化
へ
の
対
応
と
す

ヲ匂
。



葬
祭
仏
教
研
究

|
葬
儀
の
実
態
的
研
究

「
実
態
と
し
て
の
日
本
仏
教
(
浄
土
宗
)
で
あ
る
葬
祭
仏
教
を
過

去
・
現
在
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
調
査

・
研
究
し
、
そ
の
望
ま
し
い

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
提
言
し
、
葬
祭
を
踏
ま
え
た
新
教
学
が
樹
立
で

き
る
よ
う
今
日
的
視
野
で
基
礎
研
究
を
進
め
る
」
と
い
う
趣
旨
で
行

わ
れ
た
「
葬
祭
仏
教
の
総
合
的
研
究
」
(
平
成
八
年
三
月
終
了
、
同

九
年
六
月
成
果
報
告
書
を
刊
行
)
、
ま
た
そ
の
第
二
次
研
究
で
あ
る

「
戒
名
そ
の
問
題
点
と
課
題
」
(
平
成
十
三
年
三
月
終
了
)
に
続
き
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
時
代
的
変
遷
が
激
し
く
地
域
的
差
異
の
大
き

い
「
葬
儀
」
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
現
地
調
査
を
通
し
て

葬
送
習
俗
お
よ
び
葬
送
儀
礼
の
両
面
か
ら
実
態
的
研
究
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
調
査
は
、

一
宗
の
研
究
機
関
と
し
て
は
過
去

に
あ
ま
り
行
わ
れ
た
例
が
な
く
、
本
宗
に
お
け
る
葬
儀
の
実
態
に
つ

細

芳

光

田

い
て
の
貴
重
な
基
礎
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
葬
儀
に
お
け
る
習
俗
と
儀
礼
に
つ
い
て
複
合
的
な
ア
プ
ロ

l

チ
を
行
う
た
め
、
旧
来
の
「
葬
祭
仏
教
研
究
班
」
に
「
教
化
儀
礼
班
」

-68-

が
ム
同
流
し
て
合
同
で
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
十
三
年
度
は
ま
ず
基
礎
研
究
と
し
て
、
調
査
地
区
を
限
定

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査
・
分
析
を
実
施
し
た
。
そ
の
対
象
と

し
て
は
、
都
市
部
、
農
村
部
、
漁
村
部
と
い
く
つ
か
の
サ
ン
プ
ル
が

集
約
さ
れ
て
い
る
静
岡
教
区
を
取
り
上
げ
、
同
教
区
内
全
寺
院
宛
に

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
。
そ
の
集
計
・
分
析
結
果

に
つ
い
て
は
、
本
書
別
項
「
研
究
ノ

l
ト
」
九
ペ
ー
ジ
に

「
葬
祭
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
静
岡
教
区
ア
ン
ケ
ー
ト
第

一
次
分
析
結
果
報

告
と
し
て
掲
載
し
た
。



研
究
活
動

研
究
会
等
の
活
動
と
研
究
班
メ
ン
バ

ー
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
会
「
今
年
度
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
」

-十
三
年
四
月
十
三
日

-
七
月
二
日

-
七
月
九
日

-
七
月
十
九
日

-
七
月
三
十

一
日

八
月
六
日

-
九
月
三
日

九
月
十
八
日

-
九
月
二
十
七
日

-
十
月
二
日

-
十
月
十
五
日

十
月

十

月

-十
二
月
一一一
日

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
方
法
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
」

静
岡
教
区
全
寺
院
宛

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
発
送

調
査
票
回
収

・
集
計

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
収
状
況
に
つ
い
て
」

に
つ
い
て
」

十
四
年

一
月
二
十
八
日

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
状
況

二
月
十
八
日

-
二
月
二
十
五
日

て二
月
二
十
八
日

研
究
会

「ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
状
況
に
つ
い
て
」

研
究
会

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
状
況
に
つ
い

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
に
つ
い
て

十
四
年
度
研
究
計
画
に
つ
い
て
」

研
究
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
に
つ
い
て
」

-
三
月
二
十
七
日

研
究
班
メ
ン
バ
ー

研
究
代
表

研
究
副
代
表

研
究
主
務

研
究
ス
タ

ッ
フ

(於

・
京
都
宗
務
庁
)

伊
藤
唯
真
(
客
員
教
授
)

福
西
賢
兆
(
主
任
研
究
員
)
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熊
井
康
雄
(
専
任
研
究
員
)

細
田
芳
光
(
同
)

今
岡
達
雄
(
専
任
研
究
員
)

武
田
道
生
(
同
)

大
蔵
健
司
(
研
究
員
)

坂
上
典
翁
(
同
)

佐
藤
良
文
(
同
)

西
城
宗
隆
(
嘱
託
研
究
員
)

鷲
見
定
信
(
同
)



日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
基
礎
研
究

は
じ
め
に

『浄
土
宗
日
常
勤
行
式
』
は
、
音
読
を
基
本
と
し
て
古
来
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
。
別
け
て
も
主
要
経
典
で
あ
る

『浄
土
三
部
経
」
は
、
経

本
に
四
戸
点
と

一
・
二
点
、
返
り
点
を
付
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ

を
音
訓
両
用
で
読
諦
し
て
き
た
と
思
う
が
、
経
典
の
質
量
を
考
え
る

と
音
読
中
心
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
、
江
戸
末
期
・
明
治

江
戸
末
期
に
三
部
経
の
校
訂
者
と
し
て
名
高
い
大
雲
が
、
嘉
永
五

年

(
一
八
五
二
)
に
出
版
し
た
三
一
部
経
の
巻
末
に

「刻
訓
点
清
濁
三

部
経
凡
例
』
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
音
訓
両
用
の
読
諦
を
奨
め
て

い
た
こ
と
が
判
る
。

大
雲
は
仏
教
擁
護
に
活
躍
し
た
学
僧
で
、

『啓
蒙
随
録
』
等
を
著

福

西

賢

兆

作
し
て
大
い
に
仏
教
啓
蒙
運
動
を
行
い
、
訓
読
を
推
進
し
た
第

一
人

者
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
現
代
語
化
経
典
を
提
唱
さ
れ
た
と
い
っ
て

よ
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二
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

こ
の
時
代
に
仏
教
啓
蒙
運
動
を
行
っ
た
の
は
、
山
崎
弁
栄
(

八
五
九
|
一

九
二
O
)
で
あ
る
。
弁
栄
は
仏
陀
静
那
と
号
し
、
如
来

光
明
主
義
を
主
唱
し
、

『如
来
光
明
礼
拝
式
」
さ
ら
に

『如
来
光
明

礼
拝
儀
」
(
折
本
)
は
二
O
万
部
を
刊
行
し
た
と
い
う
。

2
.
椎
尾
弁
匡
(
一
八
七
六
|
一

九
七
二
大
本
山
増
上
寺
八
二
世

近
代
仏
教
界
第

一
の
推
進
者
で
仏
教
学
の
権
威
で
あ
る
。大
正
年
間

に
共
生
運
動
、

「共
生
」
を
提
唱
し
た
。
「
お
つ
と
め
」
は
訓
読
を
中

心
と
し
、
音
楽
を
取
り
入
れ
て
い
る
。



3
.
土
屋
観
道
(
一
八
八
七
|
一

九
六
九
)
真
生
主
義
を
提
唱
し

『真
生
」
を
刊
行
し
た
。
「
真
生
礼
拝
儀
」
は
、

訓
読
を
中
心
と
し
た

お
つ
と
め
で
あ
る
。

4
.
友
松
円
諦
(
一
八
九
五

一
九
七
三
)
真
理
運
動
を
提
唱
し

『真
理
』
を
刊
行
し
た
。
お
つ
と
め
、

「仏
教
勤
行
式
」
は
、
漢
字
に

分
り
や
す
い
振
仮
名
を
つ
け
た
現
代
語
訳
で
あ
る
。

、
現
代
語
訳
勤
行
式

こ
の
研
究
を
実
施
す
る
よ
う
宗
議
会
に
提
言
し
た
の
は
、
奈
良
の

桂
大
滅
で
あ
る
。
か
れ
の
自
坊
で
用
い
て
い
る
勤
行
式
を
見
る
と

友
松
師
の

『仏
教
勤
行
式
』
に
酷
似
し
て
い
た
。
友
松
円
諦
師
の
蒸

陶
を
学
生
時
代
に
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。

研
究
会

第

一
回
研
究
会
は
、
平
成
十
三
年
六
月
十
八
日
に
三
康
文
化
研
究

所
研
究
室
で
行
い
、
石
上
善
磨
、
福
西
賢
兆
、
佐
山
哲
郎
、
山
田
隆

昭
が
出
席
し
、
研
究
代
表
に
石
上
所
長
、
主
務
に
福
西
、
研
究
ス
タ
y

フ
に
佐
山
、
山
田
両
師
を
お
願
い
し
、
現
代
語
訳
は
朗
読
用
と
し
て

一
般
化
し
た
い
。
十
三
年
度
中
に
試
作
を
影
像
化
し
関
係
者
に
提
供

す
る
こ
と
と
し
た
。

現
代
語
訳
勤
行
式
の
収
録

2 導
師

西
城
宗
隆

研
究
員

嘱
託
研
究
員

研
究
員

嘱
託
研
究
員

主
任
研
究
員

所
長

音
楽
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
照
明
等
は
専
門
家
に
依
頼
し
、
ビ
デ
オ
テ
l

唱

-A
司

t

維
那

際
本
条
康

プ
に
よ
る
収
録
を
行

っ
た
。

式
衆

坂
上
典
翁

脚
本

佐
山
哲
郎

進
行

福
西
賢
兆

制
作

石
上
善
雁
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「
葬
祭
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

静
岡
教
区
ア
ン
ケ
ー
ト
第

一
次
分
析
結
果
報
告

静
岡
教
区
葬
儀
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し
て
、
内
容
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ア

ン
ケ
l
ト
の
対
象
地
域
選
定
と
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
、
現
代
の
葬
儀
の
変
化
を
知
る
た
め
に

な
ぜ
静
岡
教
区
を
対
象
と
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
ど
の
教
区
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
も
つ
多
様
性
は
、
当
然
考

え
ら
れ
る
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
し

た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
静
岡
教
区
は
、
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
要

素
を
も

っ
て
い
る
。
静
岡
教
区
は
東
西
に
長
く
、
ま
た
山
間
農
村
部

が
北
部
に
広
が
り
、
南
部
は
海
に
面
し
て
い
る
。
こ
の
教
区
は
関
東

と
関
西
の
、
地
域
ば
か
り
か
文
化
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
産
業

形
態
も
農
業
・
漁
業
・
観
光
業
・
工
業
他
と
幅
広
い
。
ま
た
都
市
の

葬
祭
仏
教
研
究
班

規
模
も
、
静
岡
市

・
浜
松
市
と
い
づ
た
大
都
市
か
ら
農
山
村
ま
で
多

彩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
種
々
の
要
素
か
ら
、
現
在
の
都
市
化
・
過
疎

過
密
化
な
ど
に
よ

っ
て
生
じ
て
き
て
い
る
葬
儀
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

A
せ

司

d

な
問
題
を
多
面
的
に
捉
え
る
の
に
適
し
た
教
区
と
考
え
た
。

ふ
た
つ
め
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
回
答
の
分
析
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
回

答
の
分
析
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
し
た
現
地
の
実
態
調

査
や
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
も
予
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
葬
儀
と

そ
の
変
容
に
関
す
る
教
区
の
全
体
像
を
把
握
し
、
で
き
れ
ば
、
他
教

区
と
の
比
較
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
日
本
の
葬
儀
の
各
地
域
に
お
け

る
比
較
と
そ
の
特
徴
な
ど
と
そ
れ
ら
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
、
本
研
究
班
の
最
終
的
な
目
標
と
な

っ
て
い
る
。



第
一
次
分
析
の
報
告

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
報
告
は
集
計
を
終
え
た
回
答
に
関
す

る
単
純
集
計
分
析
を
中
心
に
行
う
こ
と
に
す
る
。よ
り
詳
細
な
各
項

目
聞
の
ク
ロ
ス
集
計
と
そ
の
分
析
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た

ぃ
。
今
回
の
分
析
コ
メ
ン
ト
は
、
各
大
項
目
と
そ
の
な
か
の
質
問
へ

の
回
答
結
果
の
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
集
計
結
果
の
後
に
、

一
括
し

て
掲
載
し
て
あ
る
。

以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
項
目
及
び
集
計
結
果
記
載

平
成
十
三
年

-
十
月
十
五
日

静
岡
教
区
全
寺
院
宛

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
発
送

十
月

十

月

調
査
票
回
収
・
集
計

貴
寺
院
の
地
元
(
所
在
地
近
辺
)
で
行
っ
て
い
る

檀
信
徒
(
在
家
)
の
葬
儀
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

-R設問
中
に
使
用
し
て
い
る
儀
式
の
概
念
は
次
の
よ
う
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

①
枕
経
没
後
(
納
棺
ま
で
の
間
)
に
死
者
の
枕
元
で
勤
め
る
法

要

②
納
棺
式
死
者
を
枢
に
納
め
る
際
に
勤
め
る
法
要

③
通
夜
葬
儀
式
(
又
は
迎
接
式
)
前
夜
に
勤
め
る
法
要

④
迎
接
式
葬
儀
式
当
日
に
僧
侶
が
自
宅
に
出
向
い
て
勤
め
る
法
要

(
い
わ
ゆ
る
迎
え
葬
)

⑤
葬
儀
式
寺
院
・
自
宅
・
斎
場
等
で
行
う
葬
儀
式
法
要

⑥
出
棺
式
葬
儀
式
(
又
は
告
別
式
)
後
に
火
葬
場
へ
向
か
う
場
合

の
出
棺
回
向

⑦
葬
列
迎
接
式
・
葬
儀
式
等
の
後
、
出
棺
に
際
し
て
一
定
の
序

列
を
作
っ
て
行
う
行
列

③
奈
毘
式
火
葬
場
で
勤
め
る
炉
前
回
向

⑨
収
骨
式
遺
骨
を
骨
壷
に
納
め
る
際
に
勤
め
る
回
向

⑩
灰
葬
式
火
葬
場
か
ら
帰
っ
た
際
に
勤
め
る
遺
骨
回
向

⑪
埋
葬
式
(
当
日
)
葬
儀
式
当
日
に
遺
骨
(
遺
体
)
を
埋
葬
す
る

際
に
勤
め
る
塞
地
回
向

⑫
埋
葬
式
(
後
日
)
葬
儀
式
後
に
日
を
改
め
て
(
七
七
日
等
)
埋

葬
す
る
場
合
の
墓
地
回
向

⑮
中
陰
法
要
初
日
忌
か
ら
七
七
日
忌
の
法
要

日
等
を
含
む
)
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(
繰
り
上
げ
初
七



〈

1
〉
死
亡
か
う
葬
儀
式
当
日
ま
で
の
葬
送
儀
礼
全
体
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

(1
)
一
般
的
な
葬
儀
の
場
合
、
儀
式
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

例
を
参
考
に
し
て
番
号
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

枕
経
、
通
夜
を
勤
め
、
葬
儀
式
当
日
は
自
宅
へ
出
向
い
て
迎
接
式

を
行
う
。
出
棺
後
(
霊
枢
車
ま
で
)
葬
列
を
組
み
、
火
葬
場
で
奈
毘

式
の
み
勤
め
る
(
収
骨
式
は
勤
め
な
い
)
。
遺
骨
を
菩
提
寺
本
堂
に

安
置
し
て
葬
儀
式
を
勤
め
、
引
き
続
き
墓
地
に
て
埋
葬
式
を
行
う
と

い
う
場
合
を
想
定
す
る
と
、
儀
式
の
流
れ
は

枕
経
↓
通
夜
↓
迎
接
式
↓
葬
列
↓
奈
毘
式
↓
葬
儀
式
↓
埋
葬
式

(
当
日
)
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
番
号
で
回
答
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(
回
答
例
)
(
①
)

↓

(
③
)
↓
(
④
)
↓
(
⑦
)
↓

(
⑥
)
↓
(
⑤
)

↓

(
⑪
)
 

上
記
の
枠
内
の
番
号
で
お
答
え
下
さ
い

質
問

1
1
1

回
答
省
略

(2
)
葬
儀
期
間
、
喪
家
の
仏
壇
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。(該

当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平

常
ど
お
り
開
扉
し
て
供
養
す
る

②

扉

は
閉
め
て
い
る

(3)
そ
の
理
由
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習

②

住
職
の
指
示

③

葬

儀
社
の
指
示

④

そ
の
他
(

つ
に

その他 (3%)

-76-

①地域の慣習 47 
②住職の指示 38 

③葬儀社の指示 6 

④その他

無回答 4 

計 96 

質問 1-3



《

2
V
枕
経
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1)
枕
経
を
勤
め
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
)

①
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
勤
め
て
い
る

②
場
合
に
よ
っ
て
は
勤
め
て
い
る

③
ほ
と
ん
ど
勤
め
て
い
芯
い
④
全
く
勤
め
て
い
な
い

(2)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地

域

の

慣

習

②

依

頼

が

あ

っ

た

場

合
に
勤
め
る

③
住
職
の
考
え
方
④
そ
の
他
(

質問 2-1

ドDほとんど勤める 72 

陪場合1<::よって 9 

降勤めてい芯い 9 

1)全く勤めない 3 

蹄回答 3 

旨十 96 

質問 2-2

①地域習慣 48 

②依頼1<::よる 9 

③住職の考え 33 

④その他

無回答 5 

計 96 

(
3
)
枕
経
を
勤
め
る
頻
度
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。

(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
4
)
に
お
進
み
下
さ
い

②

勤
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

③

勤
め
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

②

③

を
選
択
し
た
方
は
次
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

(
3
)
|
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

質問 2-3

①変わっていない 81 

②多くなった 5 

③少なくなった 5 
無回答 5 

計 96 

77 -

質問 2-3-1

①平成以降 4 

②昭和 50以降 4 

③昭和 3.40年 。
④昭和 20以降 2 
無回答 86 

計 96 

(3)
1
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀

信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代



③

地
域
の
都
市
化
④

葬
儀
社
の
進
出
人
口
の
増
加

⑥

人
口
の
減
少

⑦

そ

の

他

(

)

(
4
)
枕
経
の
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
に

一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

仏
壇
前
で
行
う

②

来
迎
仏
や
名
号
等
の
掛
け
軸
類
を
用
い
る

③

本
尊
は
と
く
に
肥
ら
芯
い

④

そ
の
他
(

質問 2-3-2

①檀信世代交代 5 

②住職世代父代 4 

③都市化 4 

④葬儀社進出 5 

⑤人口摺加

⑤人口減少 。
⑦その他

質問 2-4

①仏壇別 ア

②掛け軸 36 

③杷うすが 39 

④その他 3 

無回答 11 

計 96 

⑤ 

(5
)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
日
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習

②

住
職
の
指
示

①

葬
儀
社
の
指
示

④

そ
の
他
(

(6)
枕
経
の
衣
帯
は
何
を
用
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

黒
衣
(
木
欄
衣
)
・
如
法
衣

③

色
衣
・
大
師
五
条

④

五
条

⑥

そ
の
他
(

質問 2-5

①地域習慣 39 

②住職指示 34 

③葬儀社指示 5 

④その他 5 

無回答 13 

計 96 

①黒-如 41 

②色・ 9日 4 

③色・大師衣 2 

④色 ・七条 。
⑤改良・小五 38 

⑥その他 。
無回答 11 

計 96 

質問 2-6

②

色
衣
・
如
法
衣

色
衣
・
七
条

⑤

改

良

服

小

色衣七条 (0%)
その他 (0%)

-78 



(7)
次
の
中
か
ら
枕
経
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
挙
げ
て
く

だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

広
働
悔
(
音
読
訓
読
)
②
遺
教
経
(
音
読
・
訓
読
)

③

報

恩

燭

④

剃

髪

偶

⑤

剃

度

作

法

⑥

授

与

三

帰

三

寛

⑦

捜

与

戒

名

⑥
発
願
文
(
音
読
・
訓
読
)
⑨
阿
弥
陀
経
⑩

⑪
歎
仏
頒
⑫
光
明
歎
徳
章
(
音
読
・
訓
読
)

⑬

讃

重

偶

⑭

真

身

観

文

⑮

納

棺

偏

⑪

法

話

⑮

そ

の

他

(

)

四
誓
偏

⑮ 

詠
日日
日

質問 2-ア

①広蛾悔 48 

②遺教経 2 

③報恩偶 36 

④剃髪侮 65 

⑤剃度作法 68 

⑥綬与二帰三寛 63 

⑦授与戒名 23 

⑤発願文 67 

⑨阿弥陀経 4 

⑩四番侮 51 

⑪歎仏頒 10 

@光明歎徳章 3 

⑬讃重傷 。
⑩真身観文 18 

⑮納棺偏 9 

⑬諒唱 3 

⑫法話 43 

⑬その他 11 

《

3
》
納
棺
式
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(
1
)
納
棺
式
を
勤
め
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一

つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
勤
め
る

②

場

合
に
よ
っ
て
は
勤
め
る

③
ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い
④
全
く
勤
め
て
い
な
い

つ
に
O
印
を

(2)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

0
日
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習
②
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
勤
め
る

③

住

職

の

考

え

方

④

そ

の

他

(

)

①ほとんど勤める 17 

②場合により勤める 16 

③ほとんど勤めない 28 

④全く勤めない 33 

無回答 2 

計 96 

質問3・1

質問 3-2

①地域の習慣 55 

②依頼により勤める 24 

③住職の考え 10 

④その他 3 

無回答 4 

計 96 
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(3)
納
棺
式
を
勤
め
る
頻
度
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。

(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

O
に
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
4
)
に
お
進
み
下
さ
い

②
勤
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

③
勤
め
る
こ
と
が
少
芯
く
な
っ
た

②

③

を
選
択
し
た
方
は
次
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

①とくに変わらす 63 

②多くなった

③少なくなった 5 
無回答 27 

計 96 

質問 3-3
(
3
)
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭

和

5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
)

③

昭

和

3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭

和

2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(3)
1
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
檀
信
徒
の
世
代
交
代
②
住
職
の
世
代
交
代

③
地
域
の
都
市
化
④
葬
儀
社
の
進
出
⑤
人
口
の
増
加

⑥

人

口

の

減

少

⑦

そ

の

他

(

)

質問 3-3-1

①平成以降 2 

②昭和 50以降 。
③昭和3・40年

④昭和 20以降 。
無回答 93 

言十 96 

質問 3-3-2

①檀信世代交代 3 

②住職世代交代 。
③都市化

④葬儀社進出 3 

⑤人口摺加 。
⑤人口減少 。
⑦その他 。

-80一

(4)
納
棺
式
の
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る

番
号
に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
仏
壇
前
で
行
う

②
来
迎
仏
や
名
号
等
の
掛
け
軸
類
を
用
い
る

③
本
尊
は
と
く
に
記
う
芯
い
④
そ
の
他
(

質問 3-4

①仏壇円リ 7 

②働け軸 21 

③杷らす 28 

④その他 5 
無回答 35 
計 96 



(5)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
地
域
の
慣
習
②
住
職
の
指
示

④

そ

の

他

(

)

③ 

葬
儀
社
の
指
示

質問 3-5

①地域習慣 33 

②住職指示 21 

G:葬儀社指示 4 

④その他 2 

無回答 36 

計 96 

質問 3-6

①黒 ・如 14 

②色・如 2 

③色・大師衣 3 

④色-七条 。
⑤改良小 五 32 

⑤その他 5 

無回答 40 

計 96 

(6)
納
棺
式
の
衣
帯
は
何
を
用
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一

つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
黒
衣
(
木
欄
衣
)
・
如
法
衣

②
色
衣
・
如
法
衣
③
色
衣
・
大
師
五
条
④
色
衣
・
七
条

⑤

改

良

服

・

小

五

条

⑤

そ

の

他

(

)

(7)
次
の
中
か
ら
納
棺
式
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
挙
げ
て

く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

広
慣
帽
(
音
読
・
訓
読
)
②
発
願
文
(
音
読
・
訓
読
)

③

四

誓

偶

④

歎

仏

煩

⑤

光

明

歎

徳

章

⑥

讃

重

偶

⑦

真

身

観

文

③

納

棺

燭

⑨

法

話

⑩

そ

の

他

(

)

①広機悔 15 

②発願文 24 

③四面偏 34 

④歎仏領 6 

⑤光明歎徳章 3 

⑥讃重傷 。
⑦真身観文 10 

③納棺偏 27 

⑪法話 7 

⑮その他 9 

質問 3-7

40 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

そ
の
他

法
話

納
棺
備

真
身
観
文

讃
重
傷

光
明
歎
徳
章

歎
仏
領

四
箇
偏

発
願
文

広
儲
悔

5 

。
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〈

4
V
通
夜
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1)
通
夜
は
ど
こ
で
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

自

宅

②

集

会

所

③

斎

場

④

本

堂

以

外

の

寺

の

施

設

⑤

本

堂

⑥

そ

の

他

(

)

(2)
通
夜
を
行
う
場
所
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該

当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
3
)
に
お
進
み
下
さ
い

②
勤
め
る
と
と
が
多
く
な
っ
た

③
勤
め
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

②

③

を
選
択
し
た
方
は
次
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

質問 4-1

①変わっていない 79 ①自宅 91 

②多く芯った 5 ②集会所 。
③少なくなった 5 ③斎場 51 

④無回答 フ ④寺の施設 。I

計 96 ⑤本堂 。
⑥その他 。
計 96 

質問 4-2

(2)
l
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭

和

5
0年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
)

③

昭

和

3
0
1
4
0年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭

和

2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(2)
1
2
変
わ
っ
た
の
は
芯
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
檀
信
徒
の
世
代
交
代
②
住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化
④
葬
儀
社
の
進
出
⑤
人
口
の
増
加

⑤

人

口

の

減

少

⑦

そ

の

他

(

)

質問4-2-1

①平成以降 10 

②昭和 50以降 2 

③昭和 3.40年

④昭和 20以降 。
無回答 83 

計 96 

質問4・2-2

①檀信世代父代 5 

②住職世代交代

③都市化 4 

④葬儀社進出 11 

⑤人口増加 。
⑤人口減少 。
⑦その他 2 

-82-

(
3
)
通
夜
の
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
来
迎
仏
や
名
号
等
の
掛
け
軸
類
を
用
い
る

②

本
尊
は
と
く
に
記
ら
な
い
③
そ
の
他
(



(
4
)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習
②
住
職
の
指
示

③

葬
儀
社
の
指
示

④

そ
の
他
(

質問 4-4

①地域習慣 45 

②住職指示 39 

③葬儀社指示 9 

④その他 3 

無回答 。
計 96 

(5)
通
夜
は
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
っ
て
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る

番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

親
族

・
近
隣
が
中
心

②

告
別
式
と
同
じ
く
、
一
般
会
葬
を
受
け
る

③

そ
の
他
(

)

(
6
)
通
夜
の
形
式
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該
当
す

る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(7)
に
お
進
み
下
さ
い

②

一
般
会
葬
を
受
け
る
場
合
が
増
え
た

③

そ

の

他

(

)

②

③

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

①親族近隣 45 

②一般会葬 51 

③その他 。
無回答 。
計 96 

質問 4-5

一般会葬
(40%) 

質問4-6

¢変わらす

GZ一般会葬増

③その他

無回答

計

町、U0
6
 

匝回答(2%

/ム般会軍事増.
~17%) ， 



(
6
)
|
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0
年
代

(太
平
洋
戦
争
後
)

(
6
)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀
信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出

⑤

人
口
の
増
加

⑤

人
口
の
減
少

⑦

そ
の
他

(

)

質問 4-6-1

①平成以降 ア

②昭和 50以降 8 

③昭和3・40年 2 

④昭和 20以降

無回答 78 

計 96 

質問 4-6-2

①檀信世代交代 2 

②住職世代父代 。
③都市化 10 

④葬儀社進出 7 

⑤人口摺加 3 
⑥人口減少 。
⑦その他 4 

(
7
)
通
夜
の
導
師
は
主
に
誰
が
勤
め
ま
す
か
。
(該
当
す
る
番
号
に

一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

住
職
が
勤
め
る

②

住
職
は
勤
め
す
に
副
住
職
な
ど
の
菩
提
寺
の
僧
侶
が
勤
め
る

③

菩
提
寺
以
外
の
僧
侶
が
勤
め
る

④

僧
侶
は
勤
め
な
い
(
在
家
の
み
で
勤
め
る
)

⑤

そ
の
他
(

(8)
普
通
の
規
模
の
通
夜
は
伺
名
の
僧
侶
で
勤
め
る
こ
と
が
多
い

で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

1
名

②

2
名

③

3
名

④

4
名

⑤

5
名

⑥

そ

の

他

(

)

質問4-フ
①住職 87 

②副住職等 2 
③菩提寺以外 。
④僧侶は勤めす 4 

⑤その他

無回答 2 

計 96 

質問 4-8

① 1名 85 

② 2名 3 

③ 3名

④4名 。
⑤ 5名 。
⑥その他

無回答 6 

計 96 

84 

その他 (1%)



(9)
僧
侶
の
人
数
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該
当
す

る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問
(
旧
)
に
お
進
み
下
さ
い

②
僧
侶
の
人
数
が
増
え
た

③
僧
侶
の
人
数
が
減
っ
た

④

そ

の

他

(

②

③

③

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

(
9
)
|
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭

和

2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

①変わらず 89 

②増えた 。
③減った 2 

④その他 。
無回答 5 

計 96 

質問4-2-1

①平成以降 4 

②昭和 50以降 。
③昭和 3・40年 。
④昭和 20以降 。
無回答 92 

言十 96 

質問4-9

(9)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
日
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
檀
信
徒
の
世
代
交
代
②
住
職
の
世
代
交
代

③
地
域
の
都
市
化
④
葬
儀
社
の
進
出
⑤
人
口
の
増
加

⑥

人

口

の

減

少

⑦

そ

の

他

(

)

①檀信世代交代

②住職世代父代 。
③都市化 。
④葬儀社進出 。
⑤人口増加 。
⑥人口減少 。
陸-'t-の他 。

質問 4-9-2

r
D
 

0
6
 

(
山
)
次
の
中
か
ら
通
夜
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
挙
げ
て
く
だ

さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

広
惜
悔
(
音
読
訓
読
)
②
報
恩
偏
③
剃
髪
燭

④

剃
度
作
法
⑤
授
与
三
帰
三
寛
⑤
授
与
戒
名

⑦

初

夜

礼

讃

⑥

中

夜

礼

讃

⑨

後

夜

礼

讃

⑩
三
尊
礼
⑪
そ
の
他
の
礼
讃
⑫
発
願
文
(
立
豆
町
・
訓
読
)

⑮
通
夜
回
向
文
⑪
阿
弥
陀
経
⑮
真
身
観
文
等
の
小
経

⑮

三

部

経

⑪

誌

唱

⑩

法

話

⑮

そ

の

他

(

)



①広俄悔 35 

②報恩偏 18 

③剃髪偏 30 

④剃度作法 30 

⑤授与ニ帰ニ寛 42 

⑤授与戒名 48 

⑦初夜礼讃 25 

③中夜礼讃

⑨後夜礼讃 。
⑩三尊礼 45 

⑪その他の礼讃 7 

⑫発願文 60 

⑬通夜回向文 46 

⑪阿弥陀経 15 

⑮真身観文等の小経 57 

⑬三部経 。
⑪認唱 17 

⑬法話 63 

⑮その他 20 

質問 4-10

そ
の
他

法
話

、詠
唱

三
部
経

真
身
観
文
等
の
小
経

阿
弥
陀
経

通
夜
回
向
文

発
願
文

そ
の
他
の
礼
讃

三
尊
礼

後
夜
礼
讃

中
夜
礼
讃

初
夜
礼
讃

授
与
戒
名

痩
与
三
帰
三
寛

剃
度
作
法

剃
髪
備

報
恩
燭

広
償
悔

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

。

(け
)
通
夜
の
導
師
の
衣
帝
は
何
を
用
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

黒
衣
(
木
欄
衣
)
・
如
法
衣

②

色
衣
・
如
法
衣

③

色
衣
大
師
五
条

④

色
衣

・
七
条

⑤

改
良
服
・
小
五
条

⑤

そ
の
他

(

質問 4-11

①黒・如 57 

②色 '9日 9 

③色ー大師衣 18 

④色ー七条 。
⑤改良 ・小五 6 

⑥その他 3 

無回答 フ

計 96 

n
b
 

oo 

《

5
》
迎
接
式

(迎
え
葬
)
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(
1
)
迎
接
式

(迎
え
葬
)
を
勤
め
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一

つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
勤
め
て
い
る

②

場
合
に
よ
っ
て
は
勤
め
て
い
る

③

ほ
と
ん
ど
勤
め
て
い
な
い

④

全
く
勤
め
て
い
な
い

(2
)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習

②

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
勤
め
る



③ 

住
職
の
考
え
方

質問 5-1

①ほとんど勤める 28 

②場合により勤める 11 

③ほとんと、勤めない 15 

④全く勤め芯い 40 

無回答 2 

計 96 
④ 

質問 5・2
そ
の
他
(

①地域の習'慣 66 

cg:依頼により勤める ア

cr住職の考え 10 

④その他 8 

無回答 5 

計 96 

(
3
)
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
を
勤
め
る
頻
度
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ

り
ま
し
た
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
4
)
に
お
進
み
下
さ
い

②
勤
め
る
と
と
が
多
く
な
っ
た

③
勤
め
る
と
と
が
少
な
く
な
っ
た

②
③
を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

(
3
)
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭

和

2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

-87-

質問 5-3

①変わらず 64 

②増えた 3 

③減った 8 

④その他 。
無回答 21 

言十 96 

質問 5-3-1

①平成以降 5 

②昭和 50以降 4 

③昭和 3・40年 2 

④昭和 20以降

無回答 84 

計 96 



(3)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀
信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出

⑤

人
口
の
増
加

⑥
人
口
の
減
少

⑦

そ

の

他

(

)

(4)
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
の
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

来
迎
仏
や
名
号
等
の
掛
け
軸
類
を
用
い
る

②

本
尊
は
と
く
に
記
ら
な
い

③

そ
の
他

(

)

質問 5-3-2

①檀信世代父代 3 

②住職世代交代 。
③都市化 3 

④葬儀社進出 4 

⑤人口増加 。
⑥人口減少 。
⑦その他 8 

(5
)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
日
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習

②

住
職
の
指
示

③

葬
儀
社
の
指
示

④

そ
の
他
(

(6)
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
の
導
師
は
主
に
誰
が
勤
め
ま
す
か
。
(
該

当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

住
職
が
勤
め
る

②

住
職
は
勤
め
ず
に
副
住
職
芯
ど
の
書
提
寺
の
僧
侶
が
勤
め
る

③

菩
提
寺
以
外
の
僧
侶
が
勤
め
る

④

僧
侶
は
勤
め
な
い

(在
家
の
み
で
勤
め
る
)

⑤

そ
の
他
(

)

88一

質問 5-5

①地域の習慣 28 

②依頼により勤める 19 

③住職の考え ア

④その他 2 

無回答 40 

計 96 

質問 5-6

①住職 37 

②副住職等 6 

③菩提寺以外 9 

④僧侶は勤めず

⑤その他

無回答 42 

計 96 

(7
)
普
通
の
規
模
の
迎
接
式

(迎
え
葬
)
は
何
名
の
僧
侶
で
勤
め

る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。

(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

1
名

②

2
名

③

3
名

④

4
名



⑤

5
名

⑥

そ

の

他

(

)

(8)
僧
侶
の
人
数
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該
当
す

る
番
号
に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
9
)
に
お
進
み
下
さ
い

②
僧
侶
の
人
数
が
増
え
た

③
僧
侶
の
人
数
が
減
っ
た

④

そ

の

他

(

②

③

⑥

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

質問 5-ア

① 1名 38 

② 2名 9 

③3名 2 
④4名 2 

⑤ 5名 。
⑥その他 2 

無回答 43 

計 96 

①変わうす 47 

②増えた

③減った 5 
④その他

無回答 42 

計 96 

質問 5-8

(8)
1
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(8)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
檀
信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出

⑤

人
口
の
増
加

⑥

人
口
の
減
少

⑦

そ
の
他
(

)

5名 (0%)

質問 5-8-1

①平成以降 2 

②昭和 50以降 2 

③昭和 3.40年 2 

④昭和 20以降 。
無回答 90 

計 96 

-89-

質問 5-8-2

①檀信世代父代 2 

②住職世代父代

③都市化 4 

④葬儀社進出

⑤人口憎加 。
⑤人口減少 。
⑦その他 2 



(9)
次
の
中
か
う
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ

て
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に
O
印
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
)

①

授
与
三
帰
三
寛

②

合

銀

③

四
醤
偏
等
の
小
経

④

根
本
陀
羅
尼

⑤

そ

の

他

(

)

(旧
)
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
の
導
師
の
衣
帯
は
何
を
用
い
ま
す
か
。
(
該

当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

黒
衣
(
木
欄
衣
)
如
法
衣
②
色
衣
・
如
法
衣

③

色
衣
・
大
師
五
条

④

色
衣

・
七
条

⑤

改
良
服

・
小
五
条

⑥

そ
の
他
(

①三帰ニ寛 14 

②合銀 2 

③四番偶等 3 

④根本陀羅尼 。
⑤その他 32 

質問 5-9

①黒如 6 
②色・如 8 

③色大師衣 15 

④色七条 。
⑤改良-小五 22 

⑥その他 3 

無回答 43 
計 96 

質問 5-10

色七条 (0%)

〈

6
V
葬
儀
式
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1
)
葬
儀
式
は
ど
こ
で
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

自
宅

②

集

会
所

③

斎
場

④

本
堂
以
外
の
寺
の
施
設
⑤
本
堂
⑤

そ

の

他

(

)

(2)
葬
儀
式
を
行
う
場
所
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。

(該
当
す
る
番
号
に
|
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(
3
)
に
お
進
み
下
さ
い

②

勤
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

③

勤
め
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

②

③

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

質問 6-1

①変わっていない 66 ①自宅 24 

②多くなった 18 ②集会所 。
③少なくなった 9 ③斎場 13 

無回答 3 ④寺の施設

計 96 ⑤本堂 51 

⑤その他 2 

計 96 

質問 6-2

-90-



(2)
|
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0
年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(
2
)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
芯
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀

信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出

⑤

人

口
の
増
加

⑥

人

口
の
減
少

⑦

そ
の
他
(

)

質問6・2-1

①平成以降 17 

②昭和 50以降 10 

③昭和3・40年 。
④昭和 20以降 。
無回答 69 

言十 96 

質問 6-2-2

①橿信世代交代 5 

②住職世代父代 。
③都市化 14 

任葬儀社進出 19 

⑤人口増加

⑤人口減少 。
⑦その他 4 

(3
)
本
堂
で
行
う
葬
儀
式
の
場
合
、
祭
壇
は
ど
の
よ
う
に
飾
り
ま

す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に

一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

本
堂
で
は
行
わ
芯
い
質
問

(4
)
に
お
進
み
下
さ
い

②

外

陣
側
に
本
尊
と
向
か
い
合
わ
せ
に
飾
る

(外
陣
飾
り
)

質
問

(4)
に
お
進
み
下
さ
い

③

本
尊
の
手
前
飾
る

(内
陣
飾
り
)

③

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の

(
3
)
ー
ー
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

④

そ

の

他

(

)

質

問

(
4
)
に
お
進
み
下
さ
い

(
3
)
1
内
陣
飾
り
の
場
合
、
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

遮
蔽
し
な
い
で
本
尊
前
に
祭
壇
を
飾
る

②

遮
蔽
し
て
掛
け
軸
等
を
奉
安
す
る

③

遮
蔽
し
て
祭
壇
だ
け
を
飾
る

④

そ
の
他

(

質問 6-3

①本堂以外 9 

②下陣飾り 32 

③内陣飾り 44 

④その他 ア

無回答 4 

計 96 

質問 6・3・1

①本尊目リ 39 

②遮蔽・掛け軸 。
③遮蔽 5 

④その他 6 

無回答 46 

計 96 
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(
4
)
本
堂
以
外
の
葬
儀
式
の
場
合
の
本
尊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

来
迎
仏
や
名
号
等
の
掛
け
軸
類
を
用
い
る

②

本
尊
は
と
く
に
記
ら
な
い

③

そ

の

他

(

)

(5)
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ

に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習

②

住
職
の
指
示

④

そ
の
他
(

③

葬
儀
社
の
指
示

質問 6-5

①地域習慣 42 
②住職指示 22 
③葬儀社指示 21 

④その他 。
無回答 11 
計 96 

(6)
葬
儀
式
の
内
容
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該
当

す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い
質
問

(7)
に
お
進
み
下
さ
い

②

丁
重
に
な
っ
た

③

簡

略
に
な
っ
た

④

そ
の
他
(

②

③

@

を

選

択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

(6
)
|
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(6
)
|
2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀
信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出
⑤
人
口
の
摺
加

⑥

人

口

の

減

少

⑦

そ

の

他

(

)

質問 6-6

①変わらす 87 

②丁重に怠る 3 

③簡略に芯る 5 

④その他 。
無回答

計 96 

質問 6-6-1

①平成以降 6 

②昭和50以降 2 
③昭和3.40年 。
④昭和20以降 。
無回答 88 
計 96 

円

L
Q
J
 

質問 6-6-2

①檀信世代父代 2 

②住職世代交代 3 

③都市化

④葬儀社進出 5 

⑤人口増加 。
⑤人口減少 。
⑦その他 3 



②
の
丁
重
に
な
っ
た
と
答
え
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す

(6)
|
3

内
容
が
丁
寧
に
な
っ
て
か
ら
用
い
る
よ
う
に
芯
っ
た

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

1

合
銀

2

鎖
禽

3

起
高

4

藁
湯

5

莫
茶

霊
供

7
念
謂

8

下
矩
・
引
導

9

下
鍾
・
引
導

そ
の
他
の
引
導
作
法
け
授
与
三
帰
三
寛

日
中
礼
讃
旧
三
尊
礼
は
そ
の
他
の
礼
讃

声
明
(
讃

・
唄

等

)

市

歎

仏

信

げ

広

開

燭

敬

礼

倍

旧

阿

弥

陀

経

加

四

誓

偏

引

歎

仏

煩

光

明

歎

徳

章

幻

讃

重

傷

但

真

身

観

文

部

一

一

詰

そ
の
他
(

27221 81 51 2 1 0 6 

合銭 3 

霊供 2 

念講 2 

下矩引導

授与ニ帰ニ寛 2 
歎仏偏

広開偏

敬礼偏

阿弥陀経 3 

誌唱

その他

質問 6-6-3回答 1以上

③
の
簡
略
に
な
っ
た
と
答
え
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す

(
6
)
1
4

内
容
が
簡
略
に
な
っ
て
か
ら
用
い
な
く
な
っ
た
も
の

を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

合
銀

2

鎖
轟

3

起
轟

4

莫
湯

5

莫
茶

霊
供

7
念
語

8

下
矩
・
引
導

9

下
鐘
・
引
導

そ
の
他
の
引
導
作
法
け
捜
与
三
帰
三
貢

日
中
礼
讃
は
三
尊
礼
同
そ
の
他
の
礼
讃

声
明
(
讃
・
唄
等
)
旧
歎
仏
偶
げ
広
開
偶

敬

礼

旬

旧

阿

弥

陀

経

回

四

誓

偏

引

歎

仏

煩

光

明

歎

徳

章

包

讃

重

旬

但

真

身

観

文

部

一

詠

唱

そ
の
他
(

27221 81 51 2 1 0 6 

-93-

質問 6-6・4回答 1以上

鎖蓄量

起高

莫j易 2 

莫茶 2 
念講 3 

下鑓-ヨ|導

その他の引導作法

授与二帰ニ寛

声明(讃-唄等)

広開偏

阿弥陀経 3 
歎仏煩

光明歎徳章

讃重傷

るまD!'i



(7)
普
通
の
規
模
の
葬
儀
式
は
何
名
の
僧
侶
で
勤
め
る
と
と
が
多

い
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
↑
折
う
け
て
く
だ
さ
い
)

①

1
名

②

2
名

③

3
名

④

4
名

⑤

5
名

⑥

そ

の

他

(

)

(8)
僧
侶
の
人
数
は
以
前
と
比
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
か
。
(
該
当
す

る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

と
く
に
変
わ
っ
て
い
な
い

次
ペ
ー
ジ
質
問

(9)
に
お
進
み
下
さ
い

質問 6-7

① l名 4 

② 2名 17 

③ 3名 22 

④4名 45 

⑤ 5名 2 

⑥その他 3 

無回答 3 

計 96
1 

質問6・8

①変わらず 68 

②増えた 3 

③減った 23 

④その他 。
無回答 2 

計 96 

②

僧
侶
の
人
数
が
増
え
た

③

僧
侶
の
人
数
が
減
っ
た

④

そ
の
他

(

②

③

④

を
選
択
し
た
方
は
下
記
の
質
問
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

(
8
)
1
1
変
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
う
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

平
成
以
後
(
バ
ブ
ル
崩
壊
後
)

②

昭
和
5
0
年
代
以
後
(
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
後
)

③

昭
和
3
0
1
4
0
年
代
(
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
)

④

昭
和
2
0年
代
(
太
平
洋
戦
争
後
)

(8
)

2
変
わ
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

檀
信
徒
の
世
代
交
代

②

住
職
の
世
代
交
代

③

地
域
の
都
市
化

④

葬
儀
社
の
進
出

⑤

人
口
の
増
加

⑤

人
口
の
減
少

⑦

そ
の
他

(

)

-94-

質問6-8-1

①平成以降 23 

②昭和 50以降 5 

③昭和3・40年 。
④昭和 20以降 。
無回答 68 

計 96 

質問 6-8-2

①檀信世代交代 14 

②住職世代交代 2 

③都市化 6 

④葬儀社進出 6 

⑤人口増加 。
⑥人口減少 。
⑦その他 9 



(9)
次
の
中
か
ら
普
通
の
規
模
の
葬
儀
式
で
行
う
(
唱
え
る
)
も

の
を
す
べ
て
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に
O
印

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

1

合
銀

2

鎖
禽

3

起
轟

4

莫
湯

5

莫
茶

6

霊
供

7
念
謂

8

下
矩
・
引
導

9

下
撞
・
引
導

旧
そ
の
他
の
引
導
作
法
け
捜
与
三
帰
三
寛

ロ

日

中

礼

讃

百

三

尊

礼

同

そ

の

他

の

礼

讃

市

声

明

(

讃

・

唄

等

)

市

歎

仏

偶

げ

広

開

偏

四

敬

礼

偶

旧

阿

弥

陀

経

印

四

誓

幅

引

歎

仏

煩

包

光

明

歎

徳

章

包

讃

重

信

但

真

身

観

文

お

一

詠

唱

U

そ
の
他
(

(
叩
)
葬
儀
式
の
導
師
の
衣
帝
は
伺
を
用
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番

号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

黒
衣
(
木
欄
衣
)
・
如
法
衣

②

色
衣
・
如
法
衣

③

色

衣

大

師

五

条

④

色

衣

・

七

条

⑤

改

良

服

・

小

五

条

⑥

そ

の

他

(

)

(
け
)
葬
儀
式
の
遺
族
の
並
び
方
に
は
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
か
。
(
該

当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

地
域
の
慣
習
で
決
ま
っ
て
い
る

②

住
職
(
僧
侶
)
が
指
示
す
る

③

葬
儀
社
が
指
示
す
る

④
そ
の
他
の
決
ま
り
が
あ
る
⑤
と
く
に
決
ま
り
は
芯
い

⑤

そ

の

他

(

(
ロ
)
い
わ
ゆ
る
告
別
式
は
ど
の
よ
う
に
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
か
。

(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
葬
儀
式
と
は
分
け
て
行
う
②
葬
儀
式
に
内
に
行
う

③

と

く

に

行

わ

芯

い

④

そ

の

他

(

)

FD 
Q
d
 

合~ 86 

鎖高 3 

起禽 3 

莫湯 5 

莫茶 5 

霊供 30 

念講 29 

下矩引導 94 

下鍾引導 9 

その他の引導作法 3 

授与ニ帰ニ寛 27 

日中礼讃 。
三尊礼 9 

その他の礼讃 2 

声明(讃唄等) 。
歎仏偶 50 

広開偏 14 

敬礼偏 28 

阿弥陀経 16 

四頭偶 34 

歎仏頒 6 

光明歎徳章

讃重傷 2 

真身観文 79 

詠唱 8 

その他 フ

質問 6-9



質問 6-9

そ
の
他

該
唱

真
身
観
文

讃
重
偶

光
明
歎
徳
章

歎
仏
頒

四
奮
偶

阿
弥
陀
経

敬
礼
偏

広
開
偏

歎
仏
偏

声
明
(
讃
唄
等
)

そ
の
他
の
礼
讃

三
尊
礼

日
中
礼
讃

授
与
三
帰
士
一
寛

そ
の
他
の
引
岩
受
注
冶

下

鍾

引

導

下

矩

引

導

念
講

霊
供

莫
茶

襲
湯

起
量
帽

鎖
衛

合
銭

100 

20 

。

80 

60 

40 

①黒如 。
②色・如

③色大師衣 5 

④色 七条 84 

⑤改良-小五 。
⑥その他 3 

無回答 3 

計 96 

質問 6-10質問 6-12

①葬儀と別

②葬儀内 67 

③行わず 26 

④その他

無回答

計 96 

質問 6-11

①地域習慣 51 

②住職指示 17 

③葬儀社指示 11 

④その他決り 。
⑤特に無し 15 

⑤その他 2 

無回答 。
計 96 

-96一



質問アー1

①立ち会う 65 

②場合1;::より 14 

③立ち会わ芯い 9 

④全く立ち会わない フ
無回答

計 96 ⑤②  

全
国
利
礼
文

合
銀

⑥

③

四
醤
偶
等
の
小
経

出
棺
燭

質問 7-2

根本陀羅尼 32 

舎利礼文 20 

四醤偏等の小経 39 

念仏会 69 
dE』コ 8 

出棺偶 24 

その他 6 

(3)
出
棺
時
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号

に
一
つ
に
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

僧
侶
が
勤
め
る
質
問

(4)
に
お
進
み
下
さ
い

②

念
仏
講
等
が
行
う
質
問

《8
》
に
お
進
み
下
さ
い

③

僧
侶
は
特
に
何
も
し
な
い
質
問

《
8
》
に
お
進
み
下
さ
い

(4)
次
の
中
か
ら
出
棺
時
に
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
挙
げ
て
く

だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

根
本
陀
羅
尼

②

舎

利
礼
文

③

四
誓
旬
等
の
小
経

④

念

仏
一
会

⑤

合

銀

⑥

出
棺
偶

⑦

そ
の
他

(

)

質問 アー3

①僧侶が勤める 61 

②念仏講が勤める

③僧侶は勤めない 22 

無回答 12 

言十 96 

〈

7
》
出
棺
式
(
出
棺
回
向
)
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1)
遺
族
の
お
別
れ
場
に
立
ち
会
い
ま
す
か
(
該
当
す
る
番
号
に

一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
立
ち
会
う

②

場
合
に
よ
っ
て
は
立
ち
会
う

③

ほ
と
ん
ど
立
ち
会
わ
な
い

京

還

を
選
択
し
た
方
は
質
問

(2)
に
も
お
答
え
く
だ
さ
い

④

全
く
立
ち
会
わ
な
い
質
問

(3)
に
お
進
み
下
さ
い

(2)
次
の
中
か
ら
遺
族
の
お
別
れ
の
場
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ

て
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
)

①
根
本
陀
羅
尼

④

念

仏
一
会

⑦

そ
の
他
(

ヴ

t
Q
d
 

質問 7-4

根本陀羅尼 32 

舎利礼文 17 

四醤偶等の小経 31 

念仏一会 59 

合銀 15 

出棺偶 26 

その他 3 



《

8
》
奈
毘
式
・
収
骨
式
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1)
奈
毘
式
を
勤
め
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に
O
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
勤
め
る

②

場
合
に
よ
っ
て
は
勤
め
る

③

ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い

④

全

く
勤
め
て
い
な
い

(
2
)
収
骨
式
を
勤
め
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①ほとんど勤める 58 

②場合により勤める 14 

③ほとんど勤めない 13 

④全く勤めない 11 

無回答 。
計 96 

質問 8-1

①ほとんど勤める 8 

②場合により勤める 25 

③ほとんど勤めない 34 

④全く勤めない 28 

無回答

計 96 

質問 8-2

①

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
勤
め
る

②

場
合
に
よ
っ
て
は
勤
め
る

③

ほ
と
ん
ど
勤
め
な
い

④

全

く

勤
め
て
い
な
い

(3)
奈
毘
式
で
は
何
を
唱
え
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

根
本
陀
羅
尼

②

舎
利
礼
文

③

念

仏

一
会

④

そ
の
他
(

(4)
収
骨
式
で
は
何
を
唱
え
ま
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

根
本
陀
羅
尼

②

舎

利
礼
文

④
そ
の
他
(

質問 8-3

根本陀羅尼

含利礼文

念仏一会

その他

質問 8-4

根本陀羅尼

舎利礼文

念仏一会

その他

③ 

念
仏
一
会

-98一



《

9
V
中
陰
法
要
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(1)
初
七
日
忌
を
い
つ
勤
め
ま
す
か
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

葬
儀
当
日
繰
り
上
げ
て
行
う
質
問

(2)
に
お
進
み
下
さ
い

②
葬
儀
の
翌
日
行
う
③

初
七
日
逮
夜
行
う

④

初
七
日
当
日
に
行
う
⑤

そ

の

他

(

)

②

③

④

⑤

を
選
択
し
た
方
は
質
問

(
3
)
に
お
進
み
下
さ
い

(2)
初
七
日
忌
を
葬
儀
当
日
に
勤
め
る
場
合
ど
の
よ
う
に
行
い
ま

す
か
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

葬

儀

に
引
き
続
き
出
棺
前
に
行
う
(
葬
儀
後
に
火
葬
の
場
合
)

②

葬

儀

と
は
別
に
出
棺
前
に
行
う
(
葬
儀
後
に
火
葬
の
場
合
)

③
火
葬
場
で
の
収
骨
後
行
う
(
葬
儀
後
に
火
葬
の
場
合
)

④

葬

儀

と
は
別
に
行
う
(
葬
儀
前
に
火
葬
の
場
合
)

⑤
埋
葬
後
に
行
う

質問 9-1

①当日繰り上げ 71 
②葬儀翌日 。
③初七日逮夜 5 

④初七日当日 15 

⑤その他 2 

無回答 3 

計 96 

質問 9-2

①葬儀続き出棺前 11 

②葬儀別出棺別

③収骨後 3 

④葬儀とは別 29 
⑤埋葬後 27 

無回答 25 

計 96 

(
3
)
七
日
ご
と
の
中
陰
法
要
は
行
い
ま
す
か
(
該
当
す
る
番
号
に

一
つ
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

七
日
ご
と
全
て
行
う

②

五
七
日
又
は
七
七
日
の
み
行
う

③

そ

の

他

(

)

質問 9-3

¢七日ごと全て 25 

②五七・七七のみ 49 

crその他 18 
無回答 4 

言十 96 

-99-
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〈旧
〉
埋
葬
式
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(
1
)
埋
葬
す
る
時
期
は
い
つ
が
多
い
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に

一つ

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

葬

儀

式

当

日

②

初

七

日

③

初

月

忌

④

五

七

日

⑤

七

七

日

⑤

そ

の

他

(

)

(2)
次
の
中
か
ら
墓
前
で
行
う
も
の
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
(
該
当

す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①
四
醤
娼
等
の
小
経

②

舎

利

礼

文

③

根

本

陀
羅
尼

④

念

仏

一会

⑤

そ

の

他

(

)

①葬儀式当日 58 

②初七日 。
③初月忌 。
④五七日 2 

⑤七七日 26 

⑥その他 6 

無回答 4 

計 96 

質問 10-1

~，‘ー 目、- -

①四醤偏等の小経 65 

②舎利礼文 63 

③根本陀羅尼 15 

④念仏一会 81 

⑤その他 4 

〈け
〉
伝
統
的
な
慣
習
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(
1
)
次
の
中
か
ら
貴
寺
院
の
地
域
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
的

な
慣
習
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
)

(1
)

末
期
の
水

(
2
)
神
棚
封
じ

(3
)
仏
壇
封
じ

(4)
遺
族
等
が
作
る
死
に
装
束

(5)

葬
儀
社
が
準
備
す
る
死
装
束

(6)

住
職
、
が
死
装
束
に
経
文
を
書
く

(
7
)
左
前

(8)

逆
さ
足
袋

(
9
)
逆
さ
着
物
(
旧
)
湯
潅
(
逆
さ
水
)

(什
)

北

枕

(
氾
)

逆

さ

扉

風

(

は
)
守
り
刀

(
凶
)
枕
団
子
(
市
)
枕
飯

(
市
)
=
一
具
足
(
一
本
花
一
本
蝋
燭

・一

本
線
香
)

(
げ
)
野
位
牌
(
市
)
忌
中
札
(
市
)
釘
打
ち

(
剖
)
出
棺
時
の
食
い
別
れ
(
引
)
玄
関
以
外
か
う
の
出
棺

(
包
)
仮
門
(
包
)
棺
の
三
回
廻
し
(
但
)
出
棺
時
の
葬
列

(
缶
)
埋
葬
時
の
葬
列
(
お
)
土
葬

(U
)

出
棺
後
の
座
敷

清
め
(
具
体
的
に
お
書
き
下
さ
い
)
(
)

(
お
)
逆
縁
の
葬
儀
の
親
は
葬
列
へ
参
加
し
な
い

(
泊
)
通
常
の
喪
服
以
外
の
白
装
束
な
ど
の
衣
装
(
具
体
的
に
お
書

き
下
さ
い
)
(

(
初
)
三
角
頭
巾
(
遺
族
が
つ
け
る
)
(
引
)

(
但
)
道
違
え
(
幻
)
清
め
の
塩

(
加
)
通
夜
で
の
精
進
料
理
(
お
)

四
十
九
餅 箸

渡
し

-100-
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の
葬
儀
忌
避
(
幻
)
七
七
日
(
満
中
陰
)
以
外
の
忌
み
明
け
日

(
犯
)
香
典
(
金
銭
)
以
外
の
供
物
(
具
体
的
に
お
書
き
下
さ
い
)

そ
れ
以
外
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
挙
げ
て
く
だ
さ

(2)
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
て
、
近
年
行
わ
れ
芯
く
な
っ
た
伝
統
的

芯
慣
習
が
あ
れ
ば
挙
げ
て
下
さ
い
。

い(
38 

質
問
日

'
2解
答
省
略

質問 11-1

末期の水 62 

神棚封じ 59 

ム壇封じ 21 

遺族等が作る死に装束 10 

葬儀社が準備する死装束 70 

主職が死装束1;:経文を書く 14 

左肩リ 46 

逆さ足袋 23 

逆さ着物 40 

湯潅(逆さ水) 30 

北枕 74 

逆さ扉風 12 

守り刀 81 

枕因子 88 

枕飯 76 

三具足 (一本花一本蝋燭ー一本線香) 74 

野位牌 57 

忌中札 50 

釘打ち 77 

出棺時の食い別れ 12 

玄関以外からの出棺 42 

反門 14 

棺のニ回廻し 15 

出棺時の葬列 44 

埋葬時の葬列 17 

土葬 。
出棺後の座敷清め 19 

逆縁の葬儀の親は葬列へ参加しない 27 

通常の喪服以外の白装束などの衣装

三角頭巾(遺族がつける) 18 

箸渡し 31 

首違え 27 

清めの塩 アア

通夜での精進料理 16 

四十九餅 84 

友引の葬儀忌避 83 

七七日 (満中陰)以外の忌み明け日 21 

香典 (金銭)以外の供物 36 

それ以外 5 

-101-



〈ロv
葬
儀
用
の
法
具
類
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

(
1
)
次
の
中
か
ら
貴
寺
院
の
地
域
で
用
い
て
い
る
も
の
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
該
当
す
る
番
号
す
べ
て
に

O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

白

木

位

牌

②

大

幡

③

小

幡

④

天

蓋

⑤

四

華

(

紙

花

)

⑤

紙

蓮

華

⑦

六

丁

立

⑥
六
道
牌
(
六
角
塔
婆
)
⑨
三
日
塔
婆
⑩
七
本
塔
婆

⑪

十

三

仏

塔

婆

⑫

六

道

蝋

燭

⑪

噴

屋

⑪
そ
れ
以
外
に
用
い
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
挙
げ
て
く
だ
さ
い

質問 12-1

①白木位牌 94 

②大幡 33 

③小幡 24 

④天蓋 23 

⑤四華(紙花) 67 

⑤紙蓮華 21 

⑦六丁jj_ 14 

③六道牌(六角培婆) 20 

⑨ニ日塔婆 17 

⑩七本塔婆 93 

⑪十二仏培婆

⑫ハ道蝋燭 43 

⑬殖屋

⑪それ以外 3 

《は
〉調
査
の
集
計
に
必
要
で
す
の
で
貴
寺
院
に
つ
い
て
以
下
の
質
問
に
も
ご
回

答
下
さ
い
。

(1)
貴
寺
院
が
あ
る
の
は
ど
の
様
な
地
域
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一

つ
O
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
)

①

大
都
市
(
人
口
1
0
0
万
人
以
上
)
部

②

大
都
市
周
辺
の
近
郊
都
市
部

③

独
立
し
て
存
在
す
る
中
小
都
市
部

④

中
小
都
市
の
郊
外
地
減
⑤
村
落
田
園
地
域

(2)
貴
寺
院
の
周
辺
お
よ
び
近
隣
地
域
は
最
近
2
0年
間
の
人
口
増
加
か
ら

み
て
ど
の
様
な
地
域
で
す
か
。
(
該
当
す
る
番
号
に
一
つ
O
印
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
)

①

人
口
が
急
惜
し
た
地
域

②

人
口
が
漸
増
・
微
増
し
た
地
域
③

人

口
の
変
化
が
ほ
と
ん
ど
広
い
地
域

④

人
口
が
漸
減
・
微
減
し
た
地
域

⑤

人
口
が
急
減
し
た
地
域

(3
)貴
寺
院
の
周
辺
お
よ
び
近
隣
地
域
は
最
近
2
0
年
間
で
土
地
利
用
の
形

態
が
ど
の
棟
に
変
化
し
ま
し
た
か
。
(該
当
す
る
番
号
に
一
つ

O
印
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
)

①

戸
建
て
住
宅
集
合
住
宅
な
ど
で
住
宅
地
化
が
進
ん
だ

②

オ
フ
ィ
ス
・
商
用
施
設
な
ど
で
都
市
化
が
進
ん
だ

③

工
業
・
流
通
施
設
な
ど
で
産
業
化
が
進
ん
だ

④

住
宅
地
化
。
都
市
化
-
産
業
化
が
複
合
し
て
進
ん
だ

⑤

ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た

以
上
で
質
問
は
終
わ
り
で
す
。
大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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質
問
旧
解
答
省
略



《

1
》

葬
送
儀
礼
全
般
に
つ
い
て

葬
儀
の
流
れ
に
関
し
て
は
、
い
ち
ば
ん
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
が

見
ら
れ
る
の
は
、
葬
儀
式
前
に
火
葬
を
行
う
「
前
火
葬
」
と
式
後
に

行
う
「
後
火
葬
」
が
、
組
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
本
誌
の
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
寺
院
の
葬
儀
式
の
「
流

れ
」
を
図
表
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
東
豆
組
、
北
豆
組
、

東
駿
組
、
清
水
組
、
西
駿
組
は
前
火
葬
を
行
う
寺
院
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
岳
陽
組
、
東
遠
組
で
は
後
火
葬
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
理

由
と
な
る
文
化
背
景
は
今
後
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

仏
壇
の
開
閉
と
そ
の
理
由
に
関
し
て
は
、
葬
儀
期
間
中
「
平
常
ど
お

り
開
扉
し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
寺
院
が
約
六
割
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
が
、
地
域
伝
統
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
住

職
の
意
識
的
な
指
示
な
の
か
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
の

内
容
を
見
る
と
、
①
の
地
域
の
習
慣
と
②
の
住
職
の
指
示
が
刊
%
と

判
%
と
桔
抗
し
て
い
て
、

(2)
に
回
答
し
た
も
の
が

(3)
で
ど

ち
ら
に
回
答
し
た
か
が
、
こ
の
単
純
集
計
結
果
だ
け
で
は
不
明
で
あ

る
。
こ
の
点
は
次
回
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

《

2
》

枕
経
に
つ
い
て

枕
経
は
①
②
を
合
わ
せ
て
剖
%
が
勤
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

①
「
地
域
の
慣
習
」
と
②
「
住
職
の
考
え
」
に
大
き
く
分
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
地
域
の
慣
習
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
か
は

こ
の
集
計
結
果
か
ら
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
。
頻
度
の
変
化
は
、
部

%
が
特
に
以
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。一

割
と
少

数
だ
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど
の
経
済
的
な
変
動

に
影
響
さ
れ
て
変
わ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
と
増

。J
A
り

噌

E
A

え
た
か
減
っ
た
か
に
つ
い
て
の
詳
細
は
次
回
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

枕
経
の
本
尊
に
関
し
て
は
、
約
半
数
が
地
域
の
習
慣
で
杷
っ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
位
の
数
の
寺
院
で
は
住
職
の
指
示
で
杷
つ

て
い
る
。
わ
ず
か
だ
が
、
葬
儀
社
の
指
示
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
衣
帯
は
黒
衣
・
如
法
衣
と
改
良
服
・
小
五

条
が
ほ
ぼ
同
数
で

8
割
を
超
え
て
い
る
。
式
次
第
は
、
広
俄
悔
、
報

恩
傷
、
剃
髪
傷
、
剃
度
作
法
、
授
与
三
帰
三
党
、
発
願
文
、
四
誓
旬
、

法
話
と
い
っ
た
内
容
が
典
型
で
あ
る
。
授
与
戒
名
は
三
割
弱
で
あ

ヲ

Q

。



《

3
》

納
棺
式
に
つ
い
て

納
棺
式
を
勤
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
①
②
合
わ
せ
て
お
%
寺
院
で

し
か
な
い
。
質
問

3
1
2
の
理
由
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
地
域
の
償

習
と
し
て
、

寺
は
関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寺
の

関
与
す
る
納
棺
式
も
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
近
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊

後
減

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
、
檀
信
徒
の
世
代
交
代
と
葬
儀

社
の
進
出
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
衣
帯
は
改
良
服
・小
五
条
が
六
割

弱
と
簡
略
で
あ
る
。
式
次
第
は
、
お
も
に
広
機
悔
、
発
願
文
、
四
誓

傷
、
納
棺
傷
で
あ
る
。

《

4
》
通
夜
に
つ
い
て

通
夜
は
圧
倒
的
に
自
宅
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
斎
場
で
行
わ

れ
始
め
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
、
理
由
は
葬
儀

産
業
の
進
出
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
内
容
に
関
し
て
は

告
別
式
と
同
じ
く

一
般
会
葬
を
受
け
る
習
慣
は
以
前
か
ら
あ

っ
た
よ

う
だ
が
、
昭
和
印
年
代
以
降
、
そ
の
割
合
は
増
え
て
き
て
い
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
都
市
化
と
葬
儀
社
の
進
出
で
あ
る
。

本
尊
に
つ
い
て
は
、
枕
経
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
が
見

ぇ
、
本
尊
を
杷
る
場
合
と
杷
ら
な
い
場
合
が
、
地
域
の
慣
習
と
住
職

の
支
持
で
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。

通
夜
の
導
師
は
、
僧
侶
が
勤
め
な
い
四
寺
を
除
き
、
住
職

・副
住

職
が
勤
め
て
い
る
。
僧
侶
の
数
も

一
名
で
あ
る
。
た
だ
し
平
成
以
降

僧
侶
の
数
が
減
る
傾
向
に
あ
る
と
の
回
答
が
四
寺
あ
る
。衣
帯
は
黒

衣

・
如
法
衣
が
六
割
弱
で
、

二
割
弱
が
色
衣
・

知
法
衣
で
あ
る
。
式

次
第
は
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
広
繊
悔
、
剃
髪
傷
、
剃
度
作
法

授
与
三
帰
三
覚
、
授
与
戒
名
、

三
尊
礼
、
発
願
文
、
通
夜
回
向
文、
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真
身
観
文
等
の
小
経
、
法
話
が
行
わ
れ
て
い
る
。

《

5
》
迎
接
式
(
迎
え
葬
)
に
つ
い
て

迎
接
式
は
、
①
と
②
を
合
わ
せ
る
と
却
寺
で
勤
め
、

③
と
④
を
合

わ
せ
日
寺
が
勤
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
慣
習
を
理
由
に
挙

げ
た
回
答
が
約
七
割
と
高
い
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
慣
習
が
形
態
的

に
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
因
が
績
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
以
前
と
比
べ
て
勤
め
る
こ
と
が
少
な

く
な

っ
た
と
い
う
回
答
が

8
寺
あ
り
、
喪
家
の
世
代
交
代
、
斎
場
で



の
葬
儀
、
都
市
化
に
よ
る
道
路
事
情
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
よ
う

だ導
師
は
大
体
が
住
職

・副
住
職
が
勤
め
る
が
、
通
夜
と
同
様
に
菩
提

寺
以
外
の
僧
侶
が
勤
め
る
地
域
が
二
割
近
く
も
あ
る
。通
夜
と
同
じ

よ
う
に
、
僧
侶
の
数
が
減
る
傾
向
に
あ
り
、
時
期
も
理
由
も
通
夜
と

同
じ
で
あ
る
。
衣
帯
は
改
良
服

・
小
五
条
と
色
衣

・
大
師
五
条
が
七

割
を
占
め
て
い
る
。

《

6
》
葬
儀
式
に
つ
い
て

葬
儀
会
場
は
、
地
域
の
特
牲
を
反
映
し
て
本
堂
が
日
%
を
超
え
て

い
る
。
次
い
で
自
宅
が
お
%
、
斎
場
が
H
%
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
、

葬
儀
社
の
進
出
、
都
市
化
、
喪
家
の
世
代
交
代
に
伴
っ
て
、
平
成
に

な
っ
て
変
化
し
始
め
て
い
る
。
特
に
葬
儀
社
の
斎
場
経
営
、
市
営
斎

場
の
設
立
の
影
響
は
、
葬
儀
場
の
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
本
堂
内
の
葬
儀
の
祭
壇
飾
り
は
、
伝
統
的
な
外
陣
飾
り
よ
り
も
会

葬
者
の
利
便
を
考
え
た
本
尊
手
前
飾
り
が
約
半
数
の
回
答
と
な
っ
て

い
る
。
本
堂
以
外
の
会
場
で
の
本
尊
は
、
地
域
の
伝
統
と
し
て
杷
ら

な
い
こ
と
が
半
数
を
占
め
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
葬
儀
社
の

指
示
で
杷
る
と
い
う
回
答
が
二
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
内
容
は
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
簡
略
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の

理
由
は
葬
儀
社
の
進
出
だ
と
考
え
て
い
る
。

(9) 
か
ら
典
型
的
な
葬
儀
式
次
第
を
作
る
と
、
歎
仏
傷
、
敬
礼

傷
、
合
銭
、
霊
供
、
念
諦
、
授
与
三
帰
三
覚
、
下
矩
・
引
導
、
四
誓

偏
・
真
身
観
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
衣
帯
は
色
衣

・
七
条
が
圧
倒
的

で
あ
る
。
式
次
第
の
な
か
で
簡
略
に
な
っ
た
も
の
は
、
起
禽
、
鎖
禽
、

実
湯
、
実
茶
、
念
諦
、
下
鍵
、
阿
弥
陀
経
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
は
、
僧
侶
の
数
が
減

っ
た
こ
と
や
葬
儀
時
聞
が
短
く
な

っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
僧
侶
の
数
は

四
人
か
ら
二
人
が

一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
お
%

が
減
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
回
答
に
よ
れ
ば
、
平
成
に
入

っ
て
か

ら
僧
侶
人
数
の
減
少
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
、
喪
家
の
世
代
交
代
と
都

市
化
と
葬
儀
社
の
進
出
が
原
因
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。告
別
式

に
つ
い
て
は
、
葬
儀
式
の
な
か
で
行
う
叩
%
と
、
と
く
に
行
わ
な
い

幻
%
か
ら
み
て
、
葬
儀
式
と
告
別
式
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
間
わ
れ
る
。



《
7
》
出
棺
式
に
つ
い
て

遺
族
の
お
別
れ
場
に
は
ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
が
立
会
い
、
念
仏

一
会

な
ど
何
ら
か
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
出
棺
に
際
し
て
は
、
六
割

以
上
の
僧
侶
が

や
は
り
念
仏

一
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

《
8
》
茶
毘
式
・
収
骨
式
に
つ
い
て

茶
毘
式
を
勤
め
る
の
は
、

①
と
②
の
合
計
百
%
に
の
ぼ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
収
骨
式
を
勤
め
る
の
は
、

①
と
②
の
合
計
担
%
で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の
教
区
全
体
の
特
徴
と
し
て
、
官
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、

前
火
葬
が
多
い
た
め
に
茶
毘
に
は
立
ち
会
う
が
、
収
骨
ま
で
立
ち
会

わ
な
い
慣
習
が
で
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

《
9
》
中
陰
法
要
に
つ
い
て

葬
儀
以
降
の
法
要
に
つ
い
て
は
、
教
区
の
文
化
的
複
雑
さ
を
反
映

し
て
か
、
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な

っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
初
七
日
法
要
は
、
近
年
の
大
都
市
の
傾
向
と
同
様

に
当
日
繰
上
げ
執
行
が
九
%
を
占
め
る
が
、
初
七
日
逮
夜
と
正
当
日

が
幻
%
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
期
日
を
き
ち
ん
と
守
ろ
う
と

す
る
凡
帳
面
さ
は
、
七
日
ご
と
の
法
要
を
す
べ
て
行
う
の
が
お
%
も

あ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
ま
た
葬
儀
に
特
徴
的
な
多
様
さ
は
、

「そ
の
他
」
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の
七
日
法

要
を
す
べ
て
行
う
地
域
が
ど
う
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
か
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
た
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

《
叩
》
埋
葬
式
に
つ
い
て

埋
葬
に
つ
い
て
は
、
葬
儀
式
当
日
の
埋
葬
が
伺
%
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
土
葬
の
名
残
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
前
火
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葬
し
て
い
る
た
め
に
埋
葬
の
時
間
的
余
裕
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、
七
七
日
納
骨
は
幻
%
に
も
の
ぼ

っ
て

い
る
。
乙
れ
は
土
葬
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
新
た
な
慣
習
で

あ
る
。ど
の
地
域
に
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
か
調
査
の

必
要
が
あ
ろ
う
。

《
刊
》
伝
統
的
慣
習
に
つ
い
て

伝
統
的
慣
習
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
分
析
に
は
な
じ
ま
な
い
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た



L当。《
担
》
全
体
を
通
じ
て

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
体
的
に
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
大
き
な

特
徴
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
教
区
全
体
に
わ
た
っ

て
、
変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
数
値
的
に

は

一
割
ほ
ど
の
回
答
で
は
あ
る
が
、
葬
儀
式
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、

僧
侶
が
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
変
化
は
、
葬
儀
式

の
簡
略
化

・低
廉
化
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
印
年
代
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
期
か
ら
始
ま
り
、
平
成
の
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て
加
速
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
戦
後
進
行
し
て
き
て
い
る
都
市
化
に
よ
る
地
域
社

会
の
紳
の
弱
体
化
と
そ
れ
に
代
わ
る
葬
儀
産
業
の
進
出
と
公
営
斎
場

の
出
現
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
、
大
き

な
団
塊
の
世
代
が
主
た
る
喪
主
と
な
っ
た
と
き
」
、
葬
送
に
関
わ
る

意
識
の
変
化
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
受
け
て
、
葬
儀
式
そ
の
も
の
が
葬
儀
産
業
に
よ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
商
品
化
さ
れ
て
き
て
、
寺
院
も
そ
れ
に
組
み
込
ま
れ
始
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
葬
儀
産
業
も
、
地
域
葬
儀
伝
統
を
考
慮

し
組
み
込
む
努
力
を
払
っ
て
は
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
地
域
伝

統
に
根
ざ
し
た
葬
送
と
の
微
妙
な
意
識
的
な
ず
れ
を
感
じ
ざ
る
を
え

な
い
。
都
市
化
と
と
も
に
過
疎
化
・

過
密
化
が
加
速
さ
れ
て
い
く
な

か
で
、
少
子
化
も
要
因
と
な

っ
て
、
葬
儀
式
全
体
の
変
化
が
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
、
ク
ロ
ス
集
計
に
よ
る
詳
細

な
分
析
と
他
地
域
と
の
比
較
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
講
座

『
五
重
相
伝
の
基
本
と
実
践
』

「五
童
相
伝
の
基
本
と
実
践
」

平
成
十
三
年
九
月
十
二
日

開
催

(
南
無
阿
弥
陀
仏
)

(
同
称
十
念
)

司
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で
は
、
開
会
の
言
葉
を
浄
土
宗
総
合
研
究
所
専
任
研
究
員

の
正
村
瑛
明
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
。

正
村

大
き
な
台
風

一
過
、
す
ば
ら
し
い
秋
空
と
な
り
ま
し
た
。

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
お
い

て
、
現
代
研
究
班
の
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
主
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す

正
村
と
申
し
ま
す
。

講
師

上

田

見

私
ど
も
で
は
今
年
度
の
予
備
研
究
で
八
木
季
生
客
員
教
授
を
研
究

代
表
と
し
、
五
重
相
伝
の
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
本
日
は
上
田
見
宥
先
生
に
お
出
ま
し
を
い
た
だ
き

五
重
相
伝
に
つ
い
て
の
公
開
講
座
が
聞
か
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
、
熱
心
な
る
皆
さ
ま
方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
た
だ
今
か
ら
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
催

「五
重
相
伝

の
基
本
と
実
践
」
の
公
開
講
座
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

司
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続
き
ま
し
て
、浄
土
宗
総
合
研
究
所
所
長
で
い
ら

っ
し
ゃ 宥
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い
ま
す
石
上
善
麿
先
生
よ
り
ご
挨
拶
が
ご
ざ
い
ま
す
。

石
上

ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
ご
紹
介
が
ご
ざ
い
ま

し
た
よ
う
に
、
研
究
所
と
し
て

一
つ
の
大
き
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

て
、
五
重
相
伝
に
つ
い
て
の
研
究
を
こ
こ
の
と
こ
ろ
続
け
て
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

先
回
の
六
月
二
十
八
日
に
は
、

「
五
重
相
伝
に
つ
い
て
|
現
状
と

問
題
点
」
と

い
う
題
で
、
清
水
秀
浩
上
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を

挙
げ
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
経
過
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
ん
な
に
大
勢
の
方
の
前
で
や

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

む
し
ろ
そ
れ
も
皆
様
に
聞
か
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
と
思
う
次
第
で

す
さ
て
、
今
日
は

「
五
重
相
伝
の
基
本
と
実
践
」
と
い
う
題
の
下
に

上
田
見
宥
上
人
か
ら
そ
の
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
の
お
話
を
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
今
日
の
お
話
を
基
に
し
て
、
あ
る
べ

き
五
重
相
伝
と
い
う
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
の
が

一

つ
の
柱
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力

を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会

続
き
ま
し
て
、
当
研
究
代
表
で
客
員
教
授
で
い
ら

っ
し
ゃ

い
ま
す
八
木
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
木

そ
れ
で
は
、
講
師
の
先
生
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
回
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
上
田
見
宥
先
生
は
、
今
の
石

上
所
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に

一
九
二
九
年
の
お
生
ま
れ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
一
九
二
九
年
」
と
言
わ
れ
で
も
ピ
ン
と
来
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
年
男
で
あ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
総
合
研
究
所
は
設
立
当
初
、
教
学

・
布
教
・
法
式
の

三
部
門
か
ら
成
る
研
究
所
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
は
そ
の
設
立
当
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初
の
主
任
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
研
究
所
に
は
非
常
に
ご
縁

の
深
い
お
方
で
あ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
上
田
先
生
と
言
え
ば
関
西
の
五
重
の
第

一
人
者
で
い
ら

っ

し
ゃ
い
ま
す
。先
の
総
本
山
知
恩
院
の
布
教
師
会
の
会
長
で
も
あ
ら

れ
、
現
在
も
顧
問
を
な
さ

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
五
重
に
お
詳
し
い
こ
と
か
ら
、
布
教
研
究
所
の
主
任

で
い
ら
し
た
こ
ろ
に

『結
縁
五
重
相
伝
」
と
い
う
三
巻
か
ら
成
る
ご

書
物
の
ご
執
筆
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
五
重
相



伝
に
は
大
変
造
形
の
深
い
お
方
で
あ
ら
れ
る
上
、経
験
も
豊
か
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
今
日
は
そ
れ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
、
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ご
ゆ
っ
く
り

と
ご
聴
聞
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
上
回
先
生
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
田

失
礼
い
た
し
ま
す
。
上
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

最
初
に
お
十
念
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
同
称
十
念
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ど
う
ぞ
お
楽
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
せ
。

昨
夜
は
ア
メ
リ
カ
で
「
同
時
多
発
テ
ロ
」
と
い
う
大
変
な
事
件
が

起
こ
り
ま
し
た
。今
朝
の
ニ
ュ

ー
ス
で
も
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
本
当
に
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
る
世
の
中
で
す
。
そ
れ
が
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
の
犯
罪
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
は

っ
き
り
い
た

し
ま
せ
ん
が
、
多
分
宗
教
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
イ
ス
ラ
ム
の
も
つ

一
面
を
垣
間
見
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
は
平
和
で
ご
ざ
い
ま
す
。
経
済
不
況
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
申
し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
て

二
応
の
平
和
を

保
っ
て
い
る
の
は
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
「
平
和
ボ
ケ
」
と
い
う
言
葉
が
さ
さ
や
か
れ

ま
す
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起

こ
っ
て
お
り
ま
す
。
親
が
子
を
殺
し
、
子
が
親
を
殺
す
と
い
う
世
情

一
つ
を
見
て
も
、
本
当
に
困
難
な
時
代
に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
ま

し
よ
う
。

た
だ
、
同
じ
宗
教
と
申
し
ま
し
で
も
、
仏
教
は
非
常
に
穏
や
か
な

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
仏
教
の
精
神
に
よ
っ
て
、
失

わ
れ
た
日
本
の
心
と
い
う
も
の
を
、
も
う

一
度
取
り
戻
さ
ね
ば
な
ら

-110-

な
い
、
こ
れ
が
私
ど
も
の
務
め
で
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
三
十
四
年
ご
ろ
、
こ
の
大
本
山
増
上
寺
に
ま
だ
旧
の

ご
本
堂
が
あ
っ
た
と
き
で
す
が
、
浄
土
宗
の
布
教
師
大
会
が
初
め
て

聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
神
居
・
椎
尾
両
大
僧
正
お
二
方
の
指
導

講
演
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
両
派
分
裂
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
神
居
大
僧
正
が
百
万
遍
に
お
ら
れ
な
が
ら
、
浄
土
宗
の
管
長

さ
ま
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
本
当
に
若
輩
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
布
教
師
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
両
大
僧
正
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。



そ
の
と
き
の
神
居
大
僧
正
の
ご
講
演
は
「
浄
土
宗
教
化
の
二
大
方

針
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
教
化
の
大
き
な
二
本
柱
と
は
「

一
つ
は

五
重
相
伝
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
授
戒
で
あ
る
。
こ
れ
を
お
い
て
浄

土
宗
の
教
化
は
な
い
」
と
い
う
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
何
で
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
大
僧
正
の
お
話
が
未
だ
に
耳
の
底
か
ら
離
れ
な
い
の
は
、
私
が

布
教
師
の
末
席
に
連
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

爾
来
、
至
ら
ぬ
な
が
ら
に
努
力
を
い
た
し
ま
し
て
、
細
々
と
布
教

の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
日
も
皆
さ
ま
方
の
前
で
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
身
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
八
木
先
生
の

「
ぜ
ひ
と
も
」
と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
て
、
厚
か
ま
し
く
も

こ
う
し
て
参
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

五
重
の
お
話
は
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
。
学
問
的
な
こ
と
か
ら

ま
た
布
教
師
と
し
て
勧
誠
す
る
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

と
い
う
お
話
、
そ
れ
か
ら
実
際
に
自
坊
で
五
重
相
伝
を
厳
修
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て、

一
口
に
は
な
か
な
か
申
し
に
く
い
の
が
今
回
の
テ
!
マ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
「
五
重
相
伝
を
通
じ
て
お
念
仏
を
現
代
に
ど
の
よ
う
に
弘
め

て
い
く
の
か
」
と
い
う
の
も
大
き
な
問
題
で
す
が
、
そ
の
す
べ
て
を

一
時
間
半
で
語
り
尽
く
す
こ
と
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
お
集
ま
り

の
中
に
は
五
重
相
伝
に
非
常
に
詳
し
い
お
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
よ
う
し
、
ま
た
失
礼
で
す
が
全
く
の
初
心
者
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

お
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ど
ち
ら
の
お
方
に

焦
点
を
当
て
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
い
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
日
は
初
心
者
の
お
方
を
対
象
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

唱
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A
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そ
し
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の
五
重
相
伝
の
勧
誠
に
役
立
つ

よ
う
な
お
話
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
五
重
を
厳
修
な
さ
ろ
う
と
い
う

お
方
に
も
何
か
参
考
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
、
布
教
の
立
場
か
ら
限

ら
れ
た
時
間
の
許
さ
れ
る
範
囲
で
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
、
し
っ
か
り
頂
戴
し
て
お
い
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い

基
本
の
と
こ
ろ
を
、

か
い
つ
ま
ん
で
お
話
し
申
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
の
基
本
を
知
っ
た
上
で
勧
誠
と
い
う
問
題
も
出
て
ま
い
り
ま

し
よ
う
し
、
五
重
相
伝
を
開
鐘
す
る
と
い
う
お
話
も
出
て
ま
い
る
と



思
う
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
か
つ
て
或
る
先
輩
か
ら
「
五
重
相
伝
を
実
際
に
厳
修
し
ょ

う
と
す
る
お
寺
の
ご
住
職
は
、
少
な
く
と
も

『浄
土
侍
燈
輯
要
」
と

い
う
あ
の
分
厚
い
ご
本
に
親
し
ん
で
、
そ
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
頂

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
者
だ
け
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
勧
誠
師
は
勿
論

の
こ
と
、
自
坊
で
五
重
相
伝
を
つ
と
め
よ
う
と
い
う
お
方
は

『浄
土

傍
燈
輯
要
」
を
ひ
も
と
き
、
伝
法
の
何
た
る
か
を
よ
く
把
握
し
て
お

か
な
け
れ
ば
本
当
の
五
重
に
は
な
ら
な
い
。借
物
の
伝
書
を
棒
読
み

し
、
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
に
ご
伝
法
し
て
い
て
は
申
し
訳
な
い
と
い
う

ご
と
で
あ
り
ま
す
。

伝
灯
仏
子
は
、
本
来
は
五
重
の
勧
誠
を
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か

し
、
伝
灯
仏
子
た
る
住
職
が
五
重
全
体
を
統
括
し
、
導
師
も
勤
め

尚
か
つ
勧
誠
を
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
も
肉
体
的
に
も
不
可
能
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
勧
誠
師
を
招
い
て
法
説
を
し
て
い
た
だ
く
の
で
あ
り

ま
す
。

し
た
が
っ
て
伝
灯
仏
子
た
る
住
職
は
、
ご
自
分
が
勧
誠
す
る
だ
け

の
勉
強
を
し
て
五
重
相
伝
を
開
鐘
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
本

義
で
あ
り
、
「
勧
誠
は
布
教
師
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
」
と
い
う
の

で
は
真
の
ご
伝
法
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
原
点
に
立
ち
か
え
っ
て
考
え
ま
す
と
、
た
と
え
勧

誠
師
に
来
て
い
た
だ
い
て
勤
め
よ
う
と
も
、
五
重
と
は

一
体
ど
う
い

う
も
の
で
あ
る
の
か

そ
し
て
お
祖
師
さ
ま
方
が
ど
う
説
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
い
う
基
本
を
し
っ
か
り
学
ん
だ
上
で
、
「
勧
誠

師
が
私
の
代
説
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
」
と
受
け
取
る
。
こ
の
こ

と
を
私
た
ち
は
よ
く
認
識
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
置
き
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
、
五
重
相
伝
の
具
体
的
な
お
話
に
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入
り
ま
す
。
「
五
重
相
伝
」
と
申
し
ま
す
と
、
今
日
で
は

一
般
的
に

「
結
縁
五
重
」
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
受
け
取
る
方
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
も
と
も
と
は
宗
侶
向
け
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
ご

本
山
の
加
行
道
場
で
伝
宗
伝
戒
を
受
け
ま
し
た
の
も
勿
論
五
重
相
伝

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
の
ち
に
お
在
家
向
け
に
こ
の
相
伝
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
布
教
の
上
で
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
授
戒
と
並
ん
で
教
化
の
た
め
の
大
き
な
二

本
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。今
回
研
究
所
が
お
取
り
上
げ
に
な

り
ま
す
五
重
も
、
教
化
の
た
め
の
「
結
縁
五
重
(
在
家
五
重
・
化
他



五
重
と
も
云
う
)
」
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
の
た
め
に
も
能
化
の

我
々
が
充
分
に
関
心
を
も
ち
、
意
を
つ
く
し
て
勉
強
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

関
西
で
は
五
重
相
伝
が
盛
ん
に
厳
修
さ
れ
ま
す
か
ら
、
宗
侶
の

方
々
は
若
い
と
き
か
ら
そ
れ
な
り
の
経
験
を
積
み
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
て
い
る
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
寺
院
へ
お
手
伝
い
に
ま
い
る
機
会
が
多
い
も
の

で
す
か
ら
、

「何
を
用
意
す
れ
ば
い
い
の
か
」
或
は

「無
い
什
具
は

ど
こ
の
寺
院
で
借
り
た
ら
い
い
」
な
ど
と
い
う
手
順
も
自
然
に
憶
え

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
布
教
師
の
勧
誠
を
聴
聞
い
た
し
ま
す
。

受
者
の
法
悦
の
声
を
聞
き
「
ぁ
、
受
け
て
よ
か

っ
た
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
」「
楽
し
く
尊
い
な
か
に
五
日
間
(
ま
た
は

一
週
間
)
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
お
顔
を
眺
め
な
が
ら
、
布
教
師
を

志
す
者
も
多
く
出
て
ま
い
り
ま
す
。
い
わ
ば
五
重
相
伝
と
い
う
も
の

に
慣
れ
親
し
み
、
そ
の
イ
ロ
ハ
が
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
環
境
に
あ
り
ま
す
者
と
、
そ
う
で
な
い
お

方
と
で
は
、
必
然
的
に
大
き
な
差
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
五
重
相

伝
の
勤
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
な
か
な
か
勧
誠
師
も
信
者
も
育
た

な
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
も
何
と
か
お
念
仏
を
弘
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
筈
で
す
。
そ
れ
が
つ
い
空
回
り
を

し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
あ
き
ら
め
が
出
で
き
た
り

五
重
相
伝
に
対
す
る
無
関
心
が
生
ま
れ
て
き
た
り
す
る
。
ま
こ
と
に

残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

関
東
や
そ
の
他
の
地
方
で
も
五
重
相
伝
が
盛
ん
で
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
が
、
関
東
は
十
八
檀
林
が
あ

っ
た
謂
わ
ぱ
ご
伝
法
の
本
場

qa 
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で
あ
り
ま
す
。結
縁
五
重
が
育

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
は

「関
東
で
は
五
重
が
あ
ま
り
勤
ま
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

声
を
聞
く
た
び
に
非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

五
重
相
伝
以
外
に
も
伝
道
の
途
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
ょ
う
が

「五
重
こ
そ
が
お
念
仏
を
お
伝
え
す
る
の
に
最
も
適
し
た
道
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
を
、
経
験
し
た
人
は
は

っ
き
り
も

っ
て
お
り
ま
す
。
以

前
の
ご
門
主
で
あ
ら
れ
た
高
畠
大
僧
正
の
ご
自
坊
で
は
、
今
年
は
五

重
、
来
年
は
授
戒
、
そ
の
翌
年
は
ま
た
五
重
と
い
う
ふ
う
に
、
毎
年

五
重
と
授
戒
が
交
互
に
勤
ま
り
ま
す
し
、
或
は
三
年
ご
と
に
お
勤
め



に
な
る
よ
う
な
寺
院
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
私
事
を
申
す
の
は
失
礼

で
す
が
、
平
成
二
十

一
年
の
五
重
勧
誠
を
約
束
さ
せ
ら
れ
て
い
る
お

寺
が
あ
り
ま
す
。
「
生
き
て
い
た
ら
参
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
葉
を
濁

し
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
と
八
年
ほ
ど
あ
り
ま
す
か
ら
、
命
が
も
つ
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
ち
ゃ
ん
と
計
画
的
に

五
重
相
伝
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
五
重
と
授
戒
は
車
の
両
輪
の
如
く
、
浄
土
宗
布
教
の
双
壁

で
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
他
宗
の
羨
む
、
浄
土
宗
の
お
宝
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
祖
師
方
、
先
輩
方
が
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
こ
の
お
宝

を
、
い
か
に
し
て
も
た
く
さ
ん
の
お
寺
で
お
勤
め
し
て
い
た
だ
き
た

ぃ
。
そ
し
て
勧
誠
師
の
方
も
育
ち
巣
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
れ

が
私
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
ま
す
。

最
近
私
が
心
に
暖
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
関
東
の
布
教
師
と
関

西
の
布
教
師
と
の
相
互
交
流
で
あ
り
ま
す
。
政
治
の
世
界
は
と
も
か

く
と
し
て
、
布
教
の
面
で
は
関
東
も
関
西
も
あ
り
ま
せ
ん
。
尊
い
お

念
仏
の
道
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
子
に
手
を
携
え
て
、
と
も
ど

も
に
協
調
し
研
讃
し
て
そ
の
実
を
挙
げ
た
い
と
思
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

先
般
、
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
の
中
央
研
修
会
で
も
申
し
た
の

で
す
が
、
こ
の
次
の
活
動
目
標
は
八
百
年
御
遠
忌
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は

一
つ
の
目
標
と
し
て
当
然
で
あ
り
、
非

常
に
結
構
で
す
が
、
私
に
は
ど
う
も
空
回
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
前
は
選
択
集
撰
述
八
百
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。或
は
三
上
人

遠
忌
・
開
宗
八
百
年
と
そ
の
都
度
に
目
標
を
掲
げ
、
大
き
な
看
板
が

出
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
・
行
事
が
計
画
さ
れ
実
行
さ
れ

る
。
す
べ
て
そ
れ
な
り
の
意
義
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
年
が
済
め

Anτ 
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ば
そ
れ
で
終
い
で
、
あ
と
は
も
う
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

『選
択
集
」
を
ご
撰
述
に
な
っ
た
宗
祖
の
偉
業
は
八
百
年
で
あ
ろ
う

が
な
か
ろ
う
が
、
平
素
に
い
つ
も
戴
い
て

『選
択
集
」
を
学
習
し
、

そ
の
ご
精
神
に
随
順
し
て
ま
い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。実
際
の
と
こ

ろ
、
も
う
選
択
集
撰
述
八
百
年
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
方
も
、

一二
上

人
顕
彰
を
叫
ぶ
声
も
殆
ど
聞
か
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
も
八
百
年
御

遠
忌
と
う
た
い
、
そ
の
た
め
の
始
動
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
い
希
く

は
一
発
花
火
に
終
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
思
い
で
一
杯
で
す
。

宗
祖
や
各
祖
師
方
が
お
念
仏
の
み
教
え
を
弘
め
て
く
だ
さ
っ
た
ご
苦



労
に
報
い
る
道
は
、
コ
ツ
コ
ツ
と
倦
む
こ
と
な
き
布
教
を
す
る
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
侶

一
人

一
人
の
三
業
説
法
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
。
そ
の
上
に
五
重
相
伝
を
開
謹
し
て
く
だ
さ
る
お
寺
が

一
ヵ
寺
で

も
増
え
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
か
教
化
が
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
我
々
の

そ
の
熱
意
が
、
実
は
浄
土
宗
の
生
命
線
で
あ
る
と
思
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

も
う

一
つ
付
け
加
え
ま
す
と
、
選
択
集
ご
撰
述
八
百
年
(
平
成
十

年
)
の
前
年
、
平
成
九
年
は
法
然
上
人
が
得
度
さ
れ
て
七
百
五
十
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
因
縁
を
い
た
だ
か

れ
て
久
安
三
年
十

一
月
八
日
に
得
度
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私

は
こ
の
得
度
が
な
け
れ
ば
、
の
ち
の
浄
土
開
宗
も
な
い
。
こ
れ
は
当

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
非
常
に
重
い
意
味
を
も
っ
出
来
事
だ
と
思
つ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
日
が
若
き
宗
祖
の
正
式
の
僧
と
し
て
の
出
発
点

で
あ
り
ま
し
た
。
た
と
い
父
上
の
遺
言
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
色
ん

な
道
を
選
べ
た
は
ず
の
人
生
を
、
墨
染
め
の
衣
に
身
を
包
ん
で
出
家

さ
れ
た
。
孤
独
の
中
で
の
決
意
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
お
心
は
私
た
ち
凡
愚
の
計
り
知
る
由
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
得
度
が
あ
っ
て
の
開
宗
で
あ
り
、

『選
択

集
」
撰
述
で
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
平
成
九
年
に
は
布
教
の
先
々

で
、
こ
の
こ
と
を
お
話
し
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
然
上

人
の
そ
う
し
た
お
姿
と
お
心
を
偲
び
な
が
ら
、
私
た
ち
も
布
教
へ
の

情
熱
を
今

一
度
燃
え
立
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
五
重
の
精
髄
の
源
は
勿
論

宗
祖
の
自
内
謹
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
組
織
立
て
を

さ
れ
た
の
は
第
七
代
了
誉
聖
向
上
人
で
あ
り
ま
す
。
書
伝
な
ど
を

も
っ
て
さ
れ
て
い
た
伝
法
を
聖
向
上
人
は
、
そ
の
と
き
の
浄
土
宗
の

Fh
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社
会
的
立
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お
考
え
に
な
っ
た
上
で
、

只
今
見
る
よ
う
な
五
重
相
伝
の
形
で
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

即
ち

『五
重
指
南
目
録
』一

巻
は
弟
子
園
誉
聖
聡
に
授
け
た

「伝
法

口
伝
の
箇
条
書
き
」
で
あ
り
ま
す
。
初
歩
的
な
こ
と
を
申
し
ま
す

が
、
初
重
は
『
往
生
記
」
一巻、

二
重

『末
代
念
悌
授
子
印
」

巻

三
重

『領
解
末
代
念
帥
授
子
印
紗
」

一
巻
、
四
重

『決
答
授
手
印
疑

問
妙
」
二
巻
、
そ
し
て
第
五
重
と
し
て
は

『往
生
論
」
に
ご
指
南
を

い
た
だ
き
ま
す
口
授
心
伝
、
こ
う
し
た
形
を
整
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。



口
伝
と
し
て
は

初

重・
・・・・・・
・・四
箇
条
。

知
り
残
し
の
伝
:
:
:
一
箇
条

重・
・・・・・三
七
箇
条
。

京
い
残
し
の
伝
:
:
:
一
箇
条

重
:
:
:
・:
一
箇
条
。

書
き
残
し
の
伝
:
:
:
一
箇
条

四

重
j
i
-
-
-
二
箇
条
。

玄
い
残
し
の
伝
:
:
:
一
箇
条

第
五
重
・
・
・
・
・
・
・
・
・
六
箇
条
。

書
き
残
し
の
伝
:
:
:
一
箇
条

」
の
よ
う
に
本
口
伝
と
し
て
合
計
五
十
箇
条
、
そ
し
て
知
り
残

し
・
云
い
残
し

・
書
き
残
し
が
合
わ
せ
て
五
箇
条
で
、
総
計
五
十
五

箇
条
の
口
伝
を
伝
え
残
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
聖
向
上
人
は
初
重
か
ら
四
重
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
に
注
釈
書

を
お
つ
く
り
に
な
り
ま
し
た
。
所
調
「
末
書
」
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
後
に
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
向
上
人
以
後
、
時
代
に
よ
っ
て
幾
多
の
変
遷
を
見
ま
し
た
が

」
の
五
重
の
精
神
は
脈
々
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
浄
土
宗
伝
法
の
根

幹
と
云
え
ま
し
ょ
う
。伝
々
相
承
の
信
行
の
要
は
悉
く
こ
こ
に
収
ま

り
、
究
寛
大
乗
の
称
名
の
勝
義
は
お
し
な
べ
て
こ
こ
に
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
大
聖
釈
尊
の
出
世
の
本
懐
、
善
導
大
師
の
古
今
措
定
、
法

然
上
人
の
念
仏
為
先
と
い
う
師
資

一
徹
の
流
れ
を
受
け
て
、
そ
の
法

雨
に
浴
す
る
こ
と
は
悦
び
の
中
の
悦
び
で
あ
り
ま
す
。

宗
脈
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
信
仰
の
証
し
で
あ
り
、
絶

対
帰
依
の
姿
と
申
せ
ま
す
。浄
土
門
の
先
達
は
そ
の
感
激
を
も
っ
て

念
死
念
仏
の
用
心
を
常
と
し
、
日
課
相
続
の
不
退
を
旨
と
し
て
祖
意

に
酬
い
、
宗
風
を
宣
揚
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
末
流
末
葉

も
ま
た
、
仏
祖
直
伝
の
伝
灯
仏
子
と
し
て
の
自
覚
と
伝
弘
の
重
責
に

思
い
を
い
た
し
、
「
現
代
社
会
に
他
力
の
法
門
を
開
顕
す
る
最
善
の

方
途
は
結
縁
五
重
以
外
に
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
、

一
層
の
精
進
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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そ
の
結
縁
五
重
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
三
河
大
樹
寺
の
勢
誉
愚
底

上
人
が
松
平
親
忠
公
に
伝
授
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
愚

底
上
人
は
非
常
に
立
派
な
お
方
で
、
後
に
知
恩
院
に
の
ぼ
ら
れ
た
程

の
お
方
で
あ
り
ま
す
。
聖
聡
上
人
が
付
法
さ
れ
て
以
来
、
宗
侶
を
対

象
と
し
て
口
伝
な
ら
び
に
血
脈
の
授
与
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
か
ら

み
る
と
、
お
在
家
に
対
す
る
ご
伝
法
は
画
期
的
な
と
と
で
す
。
し
か

し
こ
れ
が
続
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
元
和
定
目
」
な

ど
、
在
家
信
者
に
対
す
る
相
伝
禁
止
の
ご
法
度
が
た
び
た
び
出
て
お

り
ま
す
。
け
れ
ど
も
裏
返
し
に
み
る
と
、
実
際
に
は
陰
で
行
わ
れ
て



い
た
と
申
せ
ま
す
。
た
だ
資
格
の
な
い
者
や
、
今
道
心
の
よ
う
な
者

が
陰
に
か
く
れ
て
お
在
家
に
授
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

か
ら
、
ご
法
度
が
出
て
も
仕
方
の
な
い
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
江
戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
入
っ
て
、
よ
う
や
く
各
寺

院
で
、
今
日
見
る
よ
う
な
結
縁
五
重
が
定
着
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま

す
結
縁
五
重
の
期
聞
は
、
昔
は

一
週
間
で
し
た
。
今
日
で
は
殆
ど
五

日
間
で
す
が
、
滋
賀
県
の
あ
る
地
方
で
は
只
今
も
七
日
間
で
す
。
私

は
今
月
も
滋
賀
県
に
ま
い
り
ま
す
が
、

一
週
間
で
勧
誠
は
六
日
、
約

二
十
二
席
の
法
説
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
聞
に
お
経
さ
ま
を
読
み
、
礼

拝
を
し
、
お
念
仏
を
称
え
、
そ
し
て
勧
誠
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
が
五
種
正
行
の
実
践
で
あ
り
、
勧
誠
で
聴
く
法
門
が
そ
の
ま
ま

至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
心
、
つ
ま
り
安
心
の
確
立
に
な
り
ま
す
。

同
様
に
四
修
、
即
ち
恭
敬
修
、
無
人
承
修
と
い
っ
た
種
々
の
ふ
る
ま
い

も
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
期
間
を
通
じ
て
備
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
入
行
時
に
は
「
道
場
清
規
」
の
厳
守
を
約
し
、
会
中
に
剃
度

式
を
受
け
て
仏
弟
子
と
し
て
の
自
覚
を
い
た
だ
き
ま
す
。
お
寺
に

よ
っ
て
は
前
行
最
終
日
の
夜
に
「
憐
悔
道
場
」
で
業
障
を
俄
悔
し

正
伝
法
に
臨
む
に
当
た
っ
て
「
浄
土
宗
白
旗
流
義
安
心
相
承
制
誠

(
白
旗
式
定
こ
の
血
誓
を
行
い
ま
す
。
し
か
る
後
の
要
侮
・
密
室
両

道
場
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
「
血
脈
を
白
骨
に
留
め
、
口
伝
を
耳
底
に

お
さ
め
る
」
と
い
う
と
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

伝
法
道
場
に
坐
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
申
し
た
よ
う
に
絶
対
帰

依
の
姿
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
戸

一
声
の
お
念
仏
は
ま
た
阿
弥
陀
仏

に
対
す
る
絶
対
帰
依
の
呼
び
声
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

で
は
、
次
に
伝
書
に
つ
い
て
少
し
申
し
あ
げ
ま
す
。
ご
存
じ
の
お

方
は
ど
う
ぞ
聞
き
流
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
初
重
は
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『往
生
記
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

(
資
料
参
照
)

本
日
は
在
家
向
き
の
テ
キ
ス
ト
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

非
常
に
詳
し
い
テ
キ
ス
ト
を
用
意
さ
れ
る
勧
誠
師
さ
ま
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
余
り
詳
し
く
書
い
て
お
き
ま
す
と
活
字
の
ほ
う
に

ば
か
り
目
が
行
っ
て
、
耳
が
お
留
守
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
野
島

宜
道
先
生
な
ど
は
テ
キ
ス
ト
を

一
切
用
い
ら
れ
ず
、
受
者
の
目
や
心

を
ご
自
分
の
方
に
集
中
さ
せ
て
お
聞
か
せ
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
余
り
に
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま



し
よ
う
か
ら
、
私
は
最
小
限
に
留
め
、
後
は
聞
い
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
初
重
の
部
分
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。『
往
生
記
」一

巻、

法
然
上
人
作
。
「こ
れ
を
機
と
伝
え
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
第

一
番

目
に
は

「難
遂
往
生
の
機
」
十
三
一通
り
。
次
に
「
四
障
四
機
」
。
そ

の
次
に

「種
々
念
仏
往
生
の
機
」
と
な

っ
て
、
こ
れ
が
五
種
二
十
六

通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「難
遂
往
生
」
と
は

「往
生
遂
げ
に
く
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
至

誠
心
が
欠
け
た
り
、
深
心
が
欠
け
る
、
あ
る
い
は
廻
向
発
願
心
が
欠

け
、
ま
た
三
心
が
全
欠
す
る
。
そ
う
い
う
お
方
を

「難
遂
往
生
の
お

人
柄
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
二
番
目
を
後
回
し
に
し
て
第
三
番
目
に
は

「種
々
念
仏
往
生
の
機
」
、
つ
ま
り
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
の
で
き
る

い
ろ
い
ろ
の
お
人
柄
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
-
が
「智
行
兼
備
念

仏
往
生
の
機
」
で
、
智
慧
も
行
も
整

っ
て
念
仏
し
て
往
生
な
さ
る
お

人
柄
。
二
が

「義
解
念
仏
往
生
の
義
」
で
わ
け
が
ら
が
分
か

っ
て
念

仏
し
て
往
生
す
る
人
o

-
二
が

「持
戒
念
仏
往
生
の
機
」
で
戒
を
た

も
っ
て
お
念
仏
を
申
す
人
。
つ
ぎ
の
四
は

「破
戒
念
仏
往
生
の
機
」

戒
を
破
る
と
云
え
ば
悪
く
聞
こ
え
ま
す
が
、
破
る
戒
を

一
度
は
た

も
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
こ
れ
で
大
し
た
お
方
で
す
。
例

え
て
申
し
ま
す
と
「
財
布
を
落
と
し
た
」
と
い
う
こ
と
は
、

「落
と

す
財
布
を
持
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら

「破
戒
」

と
は

「
一
度
は
戒
を
守
っ
て
い
た
」
か
ら
一吉
守
え
る
言
葉
で
す
。
私
た

ち
愚
鈍
の
身
は
、
戒
を
破
る
ど
こ
ろ
か
、
や
ぶ
る
べ
き
戒
を
た
も

つ

た
こ
と
も
な
い
。
つ
ま
り

「落
と
す
財
布
を
も
っ
て
い
な
か

っ
た」

の
で
す
。
破
る
戒
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
私
た
ち
は
、
も
ち
ろ
ん
智

行
兼
備
で
も
な
け
れ
ば
、

義
解
の
人
柄
で
な
く
、
持
戒

・破
戒
で
も

な
い
。
五
の

「恐
鈍
念
仏
往
生
の
機
」
リ
こ
れ
こ
そ
が
凡
夫
の
私
が

-118-

結
着
す
る
べ
く
示
さ
れ
た
救
い
の
道
で
あ
り
ま
す
。

今
申
し
ま
し
た

「難
遂
往
生
の
機
」
と

「種
々
念
仏
往
生
の
機
」
、

合
わ
せ
て
三
十
九
通
り
を
、
ま
と
め
て
ご
指
南
く
だ
さ

っ
た
の
が
第

二
番
目
の

「四
障
四
機
」
と
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
ま
す
。

四
障
と
は
往
生
の
障
り
と
な
る
も
の
が
四
つ
、
四
機
と
は
往
生
を

遂
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
四
つ
の
条
件
・人
柄
と
で
も
云
い
ま
し
ょ
う

か
。
疑
心

・
慨
怠

・
自
力
・
高
慢
と
い
う
四
つ
の
障
り
と
、

信
心

精
進

・
他
力

・卑
下
と
い
う
四
機
で
ご
ざ
い
ま
す
。
戒
定
慧
の
三
学

の
器
で
な
い
凡
夫
、
難
行
の
か
な
わ
ぬ
愚
鈍
の
身
、
そ
の
生
ま
れ
つ



き
の
ま
ま
で
ご
本
願
の
救
い
に
あ
ず
か
る
の
で
す
が
、
四
障
の
人
柄

に
だ
け
は
な
ら
な
い
よ
う
に
。ど
う
ぞ
四
機
H
阿
弥
陀
さ
ま
の
誓
願

を
深
く
信
じ
、
お
念
仏
に
精
出
し
、
お
他
力
を
喜
び
、
慢
心
を
慎
む

リ
こ
れ
だ
け
は
し
っ
か
り
お
心
得
な
さ
い
ま
せ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

従
っ
て
、

「種
々
念
仏
往
生
の
機
」
の
中
で
も
浄
土
宗
で
は
「
愚

鈍
念
仏
往
生
の
機
」
を
お
正
客
と
い
た
し
ま
す
。
就
中
、
そ
の
代
表

的
な
お
人
柄
と
し
て

善
知
識
の
教
え
を
聞
い
て

一
向
に
信
を
生
じ
、
威
儀
法
則
を
弁

ぜ
ず
、
行
住
坐
臥
を
論
ぜ
ず
、
日
夜
念
仏
し
て
、
久
し
く
そ
の
功
を

積
ん
で
往
生
す
る
人

と
ご
教
示
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
は
実
際
の
勧
誠
で
は
も
っ
と
詳
し

く
申
す
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
次
に
「
和
字
段
」
と
申
し
ま
し
て
、
和
語
で
書
か
れ
た

一
節

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が

「
一
紙
小
消
息
」
で
あ
り
ま
す
。
以
上
が

『往
生
記
』
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

次
い
で
、

二
重
の
お
書
物
は

「末
代
念
例
授
手
印
」
で
、
聖
光
上

人
の
御
作
。
行
と
(
法
と
も
)
伝
え
ま
す
。
法
然
上
人
滅
後
の
邪
義

の
流
行
を
嘆
か
れ
ま
し
て
、
安
心

・
起
行

・
作
業
な
ど
に
つ
い
て
の

正
し
い
意
味
合
い
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

念

義
、
寂
光
浄
土
義
、
西
山
義
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
邪
義
が
流
行
っ
て
き

た
た
め
、
「
?
」
れ
で
は
お
師
匠
さ
ま
の
本
当
の
お
心
が
失
わ
れ
る
」

と
二
代
さ
ま
は
、
熊
本
の
往
生
院
に
お
き
ま
し
て
二
十
数
名
の
お
弟

子
た
ち
と
、
四
十
八
日
の
お
別
時
を
な
さ
れ
、
そ
の
聞
に
お
書
き
に

な
っ
た
の
が
本
書
で
あ
り
ま
す
。

内
容
は
、
ま
ず
最
初
に
「
袖
書
き
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
「
表
紙
書

き
」
と
も
申
し
ま
し
て
、
ご
存
じ
の

「伝
法
要
備
」
四
句
の
偶
文

Q
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で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
「
究
覚

大
乗
1
」
に
か
ぎ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
文
が
袖
書
き
さ
れ
て

い
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
は
時
聞
が
な
い
の
で
そ

の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

そ
の
次
が
「
序
文
」
で
す
。
「
夫
れ
以
れ
ば
九
品
を
宿
と
せ
ん
に

は
i
」
と
い
う
有
名
な
ご
文
で
す
が
、
こ
れ
は
「
要
偶
道
場
」
で
拝

読
し
ま
す
か
ら
充
分
に
読
ん
で
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

続
い
て
「
末
代
の
念
仰
と
は
、
浄
土

一
宗
の
義
を
知
っ
て
、
浄
土

一
宗
の
行
を
修
す
る
、
首
尾
次
第
篠
僚
の
事
」
と
い
う
ご
文
が
あ
り



ま
す
。
こ
れ
も
大
切
な
意
味
を
も
っ
た
ご
文
で
す
。

次
が
い
よ
い
よ
六
重
二
十
二
件
五
十
五
の
法
数
に
つ
い
て
の
ご
教

示
で
す
。
大
別
し
て
五
種
正
行
・
助
正
分
別

・
三
心

・
五
念
門

・
四

修

-
一二
種
行
儀
の
六
つ
に
な
り
ま
す
か
ら

「六
重
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
細
別
し
ま
す
と
二
十
二
件
と
な
り
ま
す
。更
に
細
説
し
て
讃

歎
供
養
正
行
に
二
、
至
誠
心
に
十
二
、
深
心
に
八
、
廻
向
発
願
心
に

八
、
そ
れ
に
検
三
心
・
竪
三
心
と
二
、
恭
敬
修
に
六
、
と
全
部
併
せ

ま
し
て
法
数
が
五
十
五
に
な
り
ま
す
。
こ
の
懇
切
な
お
指
図
を
し
っ

か
り
学
ん
だ
上
で
、
実
際
の
勧
誠
で
は
、
受
者
に
煩
瑛
を
与
え
な
い

意
味
で
、
五
念
門
も
省
略
し
、
十
七
件
に
つ
い
て
詳
説
す
る
の
が
常

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
が

「奥
図
」
で
す
。
「三
種
行
儀
」
の
す
ぐ
後
に
出
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
「
奥
図
」
を
粗
略
に
思
わ
れ
る
向
き
が
あ

っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
少
し
く
わ
し
く
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
「
三
心
」
の
横
に
小
さ
い
字
で

「南
無
阿
弥
陀
悌
」

と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
「至
誠
心
」
の
横
も
、
「
深
心
」
の
横
に
も

同
様
「
南
無
阿
弥
陀
例
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
読
ま

せ
て
い
た
だ
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

見
誉
善
悦
上
人
の

「五
重
始
末
」
(「浄
土
侍
燈
輯
要
」
2
0
7
頁
)

に
は
「
奥
図
の
口
訣
」
に
総

・
別
の
二
種
あ
り
と
し
て
、
ご
教
示
で

あ
り
ま
す
。
口
訣
の
も
の
で
す
が
、
現
に
活
字
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
こ
こ
で
申
し
て
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
即
ち
「
総

の
口
訣
」
と
し
て
は

念
悌
の
為
の
三
心
な
れ
ば
、

三
心
も
南
無
阿
弥
陀
悌
な
り

念
怖
の
為
の
五
念
な
れ
ば
、
五
念
も
南
無
阿
弥
陀
備
な
り

念
備
の
為
の
四
修
な
れ
ば
、
四
修
も
南
無
阿
弥
陀
備
な
り

念
備
の
為
の
三
種
な
れ
ば
、
三
種
行
儀
も
南
無
阿
弥
陀
備
な
り
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「別
の
口
訣
」
と
し
て
は

念
備
に
於
て
偽
り
飾
ら
ざ
れ
ば
、
至
誠
心
も
南
無
阿
弥
陀
悌
な

り念
悌
に
於
て
深
く
信
じ
て
疑
わ
ざ
れ
ば
、
深
心
も
南
無
阿
弥
陀

備
な
り

念
怖
を
以
て
往
生
に
廻
向
す
れ
ば
、
廻
向
心
も
南
無
阿
弥
陀
例

な
り

念
例
行
に
於
て
貴
く
殊
勝
に
思
え
ば
、
恭
敬
修
も
南
無
阿
弥
陀

備
な
り



念
悌
行
に
於
て
徐
を
雑
え
ざ
れ
ば
、
無
品
跡
修
も
南
無
阿
弥
陀
例

な
り

念
例
行
に
於
て
退
転
な
く
之
を
修
す
れ
ば
、
長
時
修
も
南
無
阿

弥
陀
悌
な
り

念
悌
行
に
於
て
隙
な
く
之
を
修
す
れ
ば
、
無
間
修
も
南
無
阿
弥

陀
備
な
り

五
念
門
は
省
略
し
ま
す
が
、

念
怖
を
以
て
別
時
に
之
を
修
す
れ
ば
、
別
時
行
儀
も
南
無
阿
弥

陀
備
な
り

念
備
を
以
て
常
に
修
す
れ
ば
、
尋
常
行
儀
も
南
無
阿
弥
陀
悌
な

り念
備
を
以
て
臨
終
に
之
を
修
す
れ
ば
、
臨
終
行
儀
も
南
無
阿
弥

陀
悌
な
り

源
空
が
目
に
は
三
心
も
四
修
も
五
念
も
三
種
行
儀
も
皆
倶
に
南

無
阿
弥
陀
悌
と
見
ゆ
る
な
り

奥
図
口
停
の
趣

総
別
十
九
箇
篠
此
の
如
き
也

と

「
奥
図
」
を
い
た
だ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

「
二
重
」
の
結

論
は

結
帰
一
行
三
昧
心
存
助
給
口
称
南
無
阿
弥
陀
仏

と
云
う
こ
と
で
す
。
結
局
は

一
行
の
三
昧
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
「
心
存
助
給
口
称
」
リ
つ

ま
り
心
に
助
け
給
え
と
思
い
、
口
に
お
念
仏
を
称
え
る
。
こ
こ
に
決

着
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に

「手
印
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
手
印
は

一
つ
に
は
「
証
拠
」
の

た
め
、

二
つ
に
は
「
手
次
」
の
た
め
、
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
の

「五
重
始
末
』
に
は

「
授
手
印
」
に
つ
い
て

口
侍
に
日
く
、
凡
そ
授
子
印
得
名
の
本
擦
は
、
観
経
〈
授
手
迎

噌

B
A
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接
〉
の
言
を
模
す
る
な
り
。
此
の
授
手
印
の
相
承
は
悌
祖
代
々

同
局
瓶
異
途
な
き
印
治
決
定
の
子
継
な
り
。能
く
能
く
口
侍
を
聞

く
べ
き
な
り

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
「
授
子
」
と
は

『観
経
」
の
「
み
子
を
授

け
て
迎
接
し
給
う
」
に
依
る
と
典
擦
を
示
さ
れ
、

「印
」
と
は
代
々

相
承
に
誤
り
の
な
い
あ
か
し
で
あ
り
、
「
手
継
(
手
次
こ
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
申
し
述
べ
て
お
き
ま

す

こ
の
後

「
裏
書
」

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
が
省
略
い
た
し
ま
す
。



こ
こ
で
二
代
さ
ま
の
ご
遺
跡
の
顕
彰
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。二
代
さ
ま
の
ご
遺
跡
は
大
本
山
善
導
寺
と
か
英
彦
山
と
か
枚

挙
に
い
と
ま
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
「
二
重
」
の
お
話
で
ご
ざ
い
ま

す
か
ら
、
往
生
院
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
只
今
の
往
生

院
は
熊
本
市
池
田
町
で
あ
り
ま
す
が
、
も
う

一
つ
「
旧
の
往
生
院
」

と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
熊
本
市
大
江
町

一
丁
目
に
あ
る

「阿
弥

陀
堂」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
横
に
は

「授
子
印
」
の
序
に
云
わ
れ
て
い
る
白
川
の
清
流
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
今
は
浄
土
宗
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
訪
ね
ま
し
た

が
、
こ
の
旧
跡
を
何
と
か
浄
土
宗
で
復
興
し
た
い
も
の
で
す
。
九
州

の
お
方
に
力
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
或
は
一
宗
の
熱
意
で
お
守
り

で
き
た
ら
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
お
堂
が
建
っ
て
い
て
、

二

代
さ
ま
の
こ
と
が
書
か
れ
で
あ
る
謄
写
版
刷
り
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を

下
さ
い
ま
す
。
こ
こ
が
浄
土
宗
の
お
寺
で
あ
れ
ば
な
ァ
と
残
念
に
思

い
ま
し
た
。

話
の
つ
い
で
に
、
二
代
さ
ま
ご
誕
生
の
地
が
吉
祥
寺
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
二
代
さ
ま
の
ご
両
親
の
お
墓
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
誕

生
の
日
が
母
上
ご
他
界
の
目
。ま
こ
と
に
悲
し
い
母
子
の
縁
で
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
布
教
師
は
実
際
に
そ
う
し
た
土
地
に
足
を
運
び
、
祖

師
の
面
影
を
偲
び
、
そ
の
芳
聞
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
か
と
考
え
ま

す
三
重
の
お
巻
物
は

『領
解
末
代
念
悌
授
手
印
紗
」
で
三
代
さ
ま
良

忠
上
人
の
御
作
。
こ
れ
を
「
解
」
と
伝
え
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、

三
代
さ
ま
は
こ
代
さ
ま
に
お
目
に
か
か
ら
れ
た
翌
年
の
四
月
、
善
導

寺
に
お
い
て
伝
法
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。七
月
六
日
に
は
三
代
と
し

て
の
念
仏
弘
通
を
付
嘱
さ
れ
、
八
月

一
日
に

「授
手
印
」
を
頂
戴
、

血
脈
手
次
状
を
菓
承
さ
れ
、

三
日
後
に
は
こ
の

『領
解
紗
」
を
お
書

円
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き
に
な
っ
て
お
師
匠
さ
ま
に
お
見
せ
し
た
の
で
す
。

嘉
禎
三
年
八
月
三
日

善
導
寺
に
於
て
之
を
草
記
す
る
処
な
り
。

上
人
ま
の
あ
た
り
之
を
見
た
ま
い
て
合
点
し
た
ま
い
畢
ん
ぬ

(「領
解
妙
」
)

上
人
が
合
点
さ
れ
た
。
二
代
さ
ま
が

「よ
く
ぞ
、
こ
こ
ま
で
解

つ

て
く
れ
た
」
と
心
底
か
ら
う
な
ず
か
れ
喜
ば
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、

「授
子
印
』
に
示
さ
れ
た
六
重
二
十
二
件
に
つ
い

て
の
、
問
答
釈
義
を
く
わ
し
く
お
述
べ
に
な
っ
た
・
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
即
ち
、
五
種
正
行
に
関
す
る
問
答
が
六
つ
、
助
正
分
別
に
つ
い



て
の
問
答
が
二
つ、
三
心
の
四
句
分
別
に
つ
い
て
の
問
題
が
本
末
十

六
種

・
六
十
四
旬
、

四
句
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
問
答
が
十

て

そ
の
他
に
五
念
門
・
四
修
・
三
種
行
儀
の
名
目
の
典
拠
に
つ
い
て
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
要
す
る
に
三
代
さ
ま
の
結
着
は
「
三
心

五
念
四
修
皆
是
れ
称
名
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

実
際
に
は
「
領
解
紗
』
を
手
に
さ
れ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
こ
れ
が
難
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
話

が
横
道
に
逸
れ
ま
す
が
、

二
、
三
年
ほ
ど
前
に
総
本
山
知
恩
院
布
教

師
会
の
第
四
回
布
教
道
場
(
三
年
間
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
が
五
重
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
二
年
目
に
は
こ
の

巻

書
」
の
講
読
で
、
最
初
か
ら

一
旬
、
ず
つ
、
読
ん
で
解
説
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
勉
強
は
な
か
な
か
厄
介
な
も
の
で
す

が
、
そ
の
時
思
い
ま
し
た
。「
思
う
」
と
い
う
よ
り
「
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
。
「
原
点
は
原
典
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
原
典
を
し
っ

か
り
読
み
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
頃
は
五
重
の
お
話
で
も
、
録

音
テ
l
プ
か
ら
お
こ
し
た

〈
話
言
葉
そ
の
ま
ま
〉
の

「勧
誠
録
」
が

た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
布
教
師
さ
ま
の
お
話

の
仕
方
や
教
材
が
頂
戴
で
き
て
、
そ
う
い
う
面
で
は
参
考
に
な
り
ま

し
よ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
勧
誠
の
勉
強
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

よ
っ
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
十
四
l
十
五
席
分
の
お
話
は
氷
山
の

一
角
で
す
。
勧
誠
を
な
さ

る
お
方
は
、
相
当
に
深
い
勉
強
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
伝
え

た
い
、
あ
れ
も
説
き
た
い
、
し
か
し
席
数
・
時
間
の
制
限
が
あ
る
も

の
で
す
か
ら
、
省
略
し
て
、
省
略
し
て
お
話
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
「
勧
誠
録
」
だ
け
を
読
ん
で
「
あ
〉
こ
ん
な
こ
と
を
云
え
ば
よ

い
の
か
」
と
安
易
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
と
、
少
々
横
着
と
云
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
が
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
そ
の
奥
に
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経
典
が
あ
り
、
祖
師
方
の
御
苦
労
の
末
の
論
釈

・
典
籍
が
あ
り
ま

す
。
氷
山
の
海
の
上
に
出
た
部
分
も
大
事
だ
け
れ
ど
、
水
中
に
か
く

れ
た
大
き
な
塊
H
そ
れ
を
し

っ
か
り
自
分
の
も
の
と
し
て
頂
戴
す
る

に
は
「
原
典
」
に
い
つ
も
接
し
て
、
本
物
の
栄
養
を
吸
収
す
る
必
要

が
ご
ざ
い
ま
す
。

だ
か
ら
我
々
は
、
お
念
仏
の
原
点
を
知
る
た
め
に
、
さ
ら
に
「
原

典
」
を
読
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
総
本
山
の
勢
至

堂
慈
教
殿
に
篭
も
っ
て
の
数
日
は
有
意
義
な
日
々
で
し
た
。

話
を
も
と
に
戻
し
ま
し
て
「
三
心
五
念
四
修
皆
是
れ
称
名
」
H

三



代
さ
ま
の
こ
の
結
論
を

「一

枚
起
請
文
」
で
申
せ
ば
、
「
但
し
三
心

四
修
と
申
す
こ
と
の
候
は
、
皆
決
定
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生

す
る
ぞ
と
思
う
う
ち
に
こ
も
り
候
な
り
」
。
そ
う
し
て
「
た
だ
申
す
」

の
で
あ
り
ま
す
。
「
唯
往
生
極
楽
の
為
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申

し
て

i
」
と
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
「
唯
」
の

一
字
の
中
に

「領
解

紗
」
の
ご
精
神
を
汲
み
取
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
先
ほ
ど
の
二
代
さ
ま
と
同
様
、
三
代
さ
ま
の
ご
遺
跡
に
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
若
い
と
き
に
ご
修
行

な
さ
れ
た
み
跡
も
数
々
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
関
東
に
は
大
本

山
光
明
寺
を
は
じ
め
多
く
の
ゆ
か
り
の
土
地
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
関
東
の
お
方
が
大
半
を
占
め
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。少

し
遠
く
て
行
き
に
く
い
で
し
ょ
う
が
、
ご
誕
生
の
地
に
建
て
ら
れ
た

の
が
「
良
忠
寺
」
で
す
。
石
見
の
国
(
島
板
県
)
三
隅
、
杉
の
森
と

い
う
在
所
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
只
今
の
「
良
忠
寺
」
は
山

陰
線
の
益
田
か
ら
東
へ
四
つ
自
の
美
保
三
隅
と
い
う
駅
で
下
車
い
た

し
ま
す
。
島
根
県
で
い
え
ば
西
部
で
す
が
、
ま
こ
と
に
静
か
な
と
こ

ろ
で
す
。
や
は
り
、
実
際
に
お
寺
に
参
っ
て
祖
師
を
偲
ん
で
ほ
し
い

で
す
。
尚
、
益
田
か
ら
商
の
ほ
う
に
長
門
三
隅
(
山
口
県
)
と
い
う

駅
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。

三
代
さ
ま
の
出
自
は
名
門
貴
族
藤
原
氏
の
流
れ
を
く
む
お
家
柄
で

す
。
信
仰
の
あ
つ
い
ご
家
庭
で
、
し
ば
し
ば
僧
を
招
い
て
仏
法
を
聴

聞
す
る
と
い
う
雰
囲
気
の
中
で
お
育
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
十
四
才
に
し
て
次
の
よ
う
な
お
歌
を
詠
ま
れ
た
そ

う
で
あ
り
ま
す
。

五
濁
の
憂
世
に

生
ま
れ
し
は

う
ら
み

、a
.
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多
け

れ
ど

念
悌
往
生
と

-124-

か
え
っ
て

嬉
し
く

聞
く
と
き
は

な
り
に

け
り

ま
こ
と
に
「
栴
檀
は
双
葉
よ
り
芳
し
」
の
成
宮
乞
深
く
い
た
し
ま
す
。

次
に
四
重
は

『決
答
授
手
印
疑
問
紗
」
二
巻
で
、
同
じ
く
良
忠
上

人
の
御
作
。
「
謹
」
と
伝
え
ま
す
。
良
忠
上
人
が
安
心
・
起
行
な
ど

に
つ
い
て
の
在
阿
の
疑
問
に
お
答
え
に
な
っ
た
・
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
「
決
答
」
と
は
決
定
明
答
の
意
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
在
阿
さ
ん

の
質
問
に
疑
う
余
地
の
な
い
明
解
な
答
え
を
出
さ
れ
た
と
云
う
こ
と

で
す
。
さ
き
程
は
申
し
忘
れ
ま
し
た
が
、

『浄
土
停
燈
輯
要
」
な
ど



を
拝
見
し
ま
す
と
三
重
の
「
領
解
」
と
は
「
領
納
解
知
」
の
こ
と
で

あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
代
さ
ま
が

『末
代
念
悌
授
手
印
」

を
こ
の
よ
う
に
領
納
解
知
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
ね
。今
こ
ち
ら
の

方
は
「
決
定
明
答
」

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
疑
問
を
出
さ
れ
た
の
は
周
東
(
ス
ト
ウ
)
の
在
阿
と
い
う
天

台
の
僧
で
あ
り
ま
す
。一

昨
日
か
ら
昨
日
に
か
け
て
の
「
総
合
学
術

大
会
」
で
、
乙
こ
に
お
ら
れ
る
佐
藤
上
人
が
在
阿
さ
ん
に
関
す
る
研

究
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
私
よ
り
お
詳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

『七
巻
書
講
録
」
に

上
総
国
の
中
に
周
准
郡
(
ス
エ
の
コ
オ
リ
)
と
云
う
有
り
。
こ

の
郡
の
中

東
西
を
分
つ

と
あ
り
ま
し
て
、
周
准
の
郡
に
東
と
西
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
の

東
の
方
で
す
か
ら
、
東
周
准
、
そ
れ
で

「周
東
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

今
日
で
は
〈
ぽ
す
た
る
ガ
イ
ド
〉
で
探
し
て
も
周
東
と
い
う
地
名
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
在
阿
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
、
他
力
の
道
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
関
東
に
は
西
山
流
(
弘
願
義
)
・
長

楽
寺
流
(
多
念
義
)
・
九
品
寺
流
(
諸
行
本
願
義
)
な
ど
が
流
行
つ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

『授
手
印
」
で
読
ん
だ
こ
と
と
は
違
い

ま
す
。確
か
な
と
こ
ろ
を
誰
か
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
決
着
を
つ
け

た
い
。遠
江
の
蓮
華
寺
の
禅
勝
房
や
相
模
国
の
石
川
の
里
の
渋
谷
道

遍
な
ど
を
訪
ね
ま
す
が
、
納
得
の
行
く
答
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
た
だ
今
関
東
に
三
代
さ
ま
が
居
ら
れ
る
と
わ
か

り、

「手
に
は
手
印
の
疑
問
を
さ
さ
げ
て
、
口
に
は
口
伝
の
決
答
を

請
う
」
と
、
結
核
の
身
で
、
血
を
吐
き
な
が
ら
お
訪
ね
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
す
る
三
代
さ
ま
の
お
答
え
が
こ
の
お
書
物
で
あ
り
ま
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す
三
代
さ
ま
は
「
然
阿
、
齢
い
六
旬
に
逼
り
て
、
日
聞
く
、
手
振
う
。

然
り
と
難
も
来
問
の
志
を
感
じ
、
利
生
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
思
う
て

余
寒
の
風
を
凌
ぎ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
昔
は
障
子
と
襖
だ
け

で
、
暖
房
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
随
分
寒
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

続
い
て
「
類
齢
の
筆
を
走
ら
し
、
先
聞
の
趣
を
載
せ
て
、
後
輩
の
疑

聞
を
答
え
畢
ん
ぬ
」
と
。

本
当
に
問
う
ほ
う
も
、
答
え
る
ほ
う
も
、
命
を
掛
け
て
の
や
り
と

り
で
す
。そ
う
い
え
ば
二
重
の
お
巻
物
の
序
文
に
も
感
激
さ
せ
ら
れ



ま
す
。
ま
た
書
き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
聖
光
上
人
は
「
無
か
ら
ん
時

の
形
見
に
も
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
。
涙
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
有
り
難
い

お
言
葉
で
あ
り
、
後
世
の
私
ど
も
に
尊
い
ご
指
南
を
残
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

内
容
は
、
数
え
る
人
に
よ
っ
て
七
十
九
と
も
八
十
と
も
、
八
十

と
も
云
わ
れ
ま
す
。
な
か
に
出
て
く
る
も
の
を
「
こ
れ
も
質
問
の

つ
に
加
え
よ
う
」
と
す
れ
ば
八
十

一
に
な
る
。
「
そ
れ
と
こ
れ
を
一

緒
に
し
よ
う
」
と
す
れ
ば
八
十
の
問
答
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
解
釈
は
先
生
が
た
の
数
え
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
で
、
勘
定
の
仕

方
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
約
八
十
の
問
答
と
申
し

て
お
り
ま
す
。一

番
・
無
難
な
数
を
取
り
ま
し
た
。
私
の
性
格
そ
の
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
(
笑
)
。

お
手
も
と
の
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
上
巻
に
は
、
「
「末
代
念

悌
授
手
印
」
に
つ
い
て
」

一
・
「
法
然
上
人
滅
後
の
異
議
に
つ
い
て
」

一
・
「
五
種
正
行
に
つ
い
て
」
五

・
「
一
心
専
念
の
文
に
つ
い
て
」
四
・

「
こ
の
文
に
種
々
の
義
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
」
六
・
「
助
正
分
別
に
つ

い
て
」
二
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
十
九
の
問
答
形
式
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
下
巻
で
は
「
三
心
に
つ
い
て
」
五
十
六
・
「
五
念
門
に
つ
い

て」

一
・
「三
種
行
儀
に
つ
い
て
」

三

・
「
奥
図
の
疑
問
に
つ
い
て
」

一
・
「
善
導
寺
上
人
の
日
課
と
ご
臨
終
に
つ
い
て
」

一
の
、
六
十

項
目
。
総
計
八
十

一
の
質
疑
と
応
答
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
書
物
は
、
お
念
仏
を
実
践
す
る
上
で
起
こ
っ
て
く
る
疑
問

に
つ
い
て
の
、
明
確
な
お
導
き
で
あ
り
ま
す
。
結
縁
五
重
に
お
き
ま

し
て
は
、
そ
の
中
の

一
つ
だ
け
を
お
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。
即
ち

「三
心
処
」
の
中
の

一
章
、
「

一
向
疑
心
句
ノ
下
ノ
註
、

一
分
往
生
ノ

事
」
に
示
さ
れ
た
問
答
の
う
ち
第
四
番
目
の
問
答
で
、
こ
の
お
書
物

を
代
表
す
る
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
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そ
れ
が
二
枚
目
の
テ
キ
ス
ト
に
出
て
い
ま
す
よ
う
に

何
が
故
に
三
心
具
足
の
上
に
現
世
の
貧
眠
は
強
盛
に
起
こ
り
後

世
の
心
行
は
尚
弱
く
覚
え
る
や

と
い
う
問
い
か
け
と

そ
れ
に
対
し
て
三
代
さ
ま
は

貧
眠
は
無
始
よ
り
慣
れ
習
い
し
法
な
り
。
放
に
強
し
。
願
生
は

今
生
に
始
め
て
励
ま
す
の
心
な
り
。
故
に
弱
し
。
他
力
の
本
願

こ
の
時
に
当
た
っ
て
利
益
を
施
す
な
り
。二
河
の
醤
釈
よ
く
よ

く
見
合
わ
す
べ
き
な
り

と
お
答
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。



「貧
・眠
煩
悩
を
ご
心
配
な
さ
れ
ま
す
な
。
お
他
力
の
本
願
は
、
ど

ん
な
愚
痴
・
罪
悪
の
衆
生
を
も
お
見
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
も
ご
存
じ
の
善
導
さ
ま
散
善
義
の
あ
の
こ
河
白
道
の
お
醤
え
を
も

う

一
度
よ
く
思
い
直
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
ま
せ
」
と
い
う
ご
指
南
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
お
念
仏
の
生
活
を
す
る
上
に
お
い
て
起
こ
る
疑
問
で
あ
り

ま
す
。
真
剣
に
取
り
組
め
ば
、
取
り
組
む
ほ
ど
起
こ
る
疑
問
で
す
。

「授
手
印
』
深
心
の
項
に
四
句
分
別
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
に

「
一
向
疑
心
」
の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
向
疑
心
は
「
決
定
し
て

往
生
を
得
ざ
る
人
」
と
あ
り
ま
す
が
、
続
け
て
「
若
し
は
ま
た

一
分

の
往
生
あ
ら
ん
か
」
と
も
ご
指
南
で
あ
り
ま
す
。
決
定
し
て
往
生
が

で
き
な
い
の
に
、

一
分
の
往
生
が
可
能
で
あ
る
日
こ
れ
は
ど
う
い
う

」
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
「
諸
悪
の
心
、
謝
罪
の
念
い
、
数
々
発
起

し
、
数
々
発
動
す
る
こ
と
は
、
本
よ
り
煩
悩
を
具
す
る
の
凡
夫
な
れ

ぱ
力
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
」
で
あ
り
ま
す
が
、

「唯
仏
の
願
力
を
信
じ

て
固
く
本
願
往
生
の
念
仏
を
潜
む
」
と
き
、

「
一
分
の
往
生
」
に
あ

ず
か
つ
て
「

一
向
信
心
」
の
人
と
同
様
に
往
生
を
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
は
実
際
の
勧
誠
に
あ
た
り
二
河
白
道
で
は

ωお
の
が
煩
悩
(
貧
水
と
眠
火
、
黒
雲
に
象
徴
さ
れ
る
愚
痴
)

に
気
付
き
、

ω本
願
を
潜
ん
で
決
定
の
信
を
起
こ
し
、

mwお
念
仏
の
白
道
を
渡
り
切
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い

ま
す
。

四
重
の
お
巻
物
で
は
最
後
に
聖
光
上
人
よ
り
伝
聞
し
た
、
法
然
上

人
の
次
の
お
言
葉
を
も
っ
て
結
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
名
号
を
唱
う
れ
ば
、
名
号
の
徳
と
し
て
妄
念
も
自
ら
止
み

円
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願
心
も
自
ら
生
ず
る
な
り
。
い
か
に
況
ん
や
、
本
願
の
元
意
は

乱
心
と
ど
め
難
き
も
の
を
化
せ
ん
が
た
め
な
り
。妄
念
と
ど
め

難
き
に
つ
け
て
も
、

一
向
に
本
願
を
仰
ぐ
べ
し
。
散
乱
の
静
ま

り
難
き
に
つ
け
て
も

一
向
に
名
号
を
唱
う
べ
き
な
り

こ
の
問
題
に
関
連
の
あ
る
法
然
上
人
の
ご
法
語
は
沢
山
ご
ざ
い
ま

す
例
え
て
申
し
ま
す
と
、
「
欲
界
散
地
に
生
ま
れ
た
る
も
の
は
、
み

な
散
心
あ
り
1
」
H

『明
遍
僧
都
と
の
問
答
」
に
出
て
く
る
目
鼻
の

お
話
で
す
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
者
は
、
誰
で
も
目
が
あ
り
鼻
が
あ



る
、
目
が
あ
れ
ば
嫌
で
も
目
に
見
え
、
鼻
が
あ
れ
ば
匂
い
が
わ
か
る

し
、
耳
が
あ
れ
ば
聞
こ
え
て
く
る
。
お
念
仏
し
て
い
て
も
、
赤
ち
ゃ

ん
が
泣
い
た
ら
そ
の
声
に
心
が
乱
れ
る
、
御
飯
が
焦
げ
て
い
た
ら
そ

の
匂
い
が
気
に
な

っ
て
、
な
か
な
か

一
心
不
乱
に
な
れ
な
い
、
そ
れ

は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
源
空
と
て
同

じ
こ
と
で
す
よ
。
心
が
散
る
こ
と
な
く
念
仏
せ
よ
と
い
う
の
な
ら

「
目
鼻
を
取
り
て
念
仏
せ
よ
と
い
う
が
知
し
」
と
。

散
心
を
捨
て
て
往
生
せ
ん
と
い
わ
ん
こ
と
、
そ
の
理
(
こ
と
わ

り
)
し
か
る
べ
か
ら
ず

散
心
な
が
ら
念
仏
申
す
者
が
往
生
す
れ
ば
こ
そ
、
め
で
た
き
本

願
に
て
は
あ
れ

こ
の
類
の
ご
法
語
は
、
そ
の
他
に

「浄
土
宗
略
抄
」「
百
四
十
五

箇
条
問
答
」『
十
六
門
記
』
「禅
勝
房
伝
説
の
詞
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

に
出
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
ま
た
、
四
重
に
ま
つ
わ
る
祖
師
の
み
跡
を
慕
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
四
重
は
関
東
に
出
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、
約
十
年
を
経
過
し

て
の
お
巻
物
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
関
東
へ
お
出
ま
し
に
は
、
ど
の

道
筋
を
通
ら
れ
た
か
と
の
思
案
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
な
く
て

も
よ
い
の
で
す
が
、
考
え
て
し
ま
う
の
が
私
の
癖
で
す
。
京
都
で
勢

観
房
源
智
上
人
の
お
弟
子
さ
ん
と
お
話
し
合
い
を
さ
れ
て
か
ら
伊
勢

へ
行
か
れ
、

そ
れ
か
ら
善
光
寺
に
参
詣
さ
れ
て
関
東
に
入
ら
れ
ま

す
。
き
っ
と
今
の
中
山
道
の
木
曽
路
を
通
っ
て
、
信
濃
追
分
あ
た
り

か
ら
善
光
寺
へ
と
、
あ
ら
ぬ
想
像
を
た
く
ま
し
く
い
た
し
ま
す
。
暇

人
で
す
ね
。
(笑
)

真
実
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
祖
師
の
そ

う
し
た
ご
苦
労
の
跡
を
辿

っ
て
み
る
。
電
車
も
車
も
な
い
昔
。
ト
ボ

ト
ボ
歩
い
て
で
す
。
背
に
荷
物
も
あ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
衣
も
破

れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
昔
の
人
は
え
ら
か

っ
た
。
大
し
た
も
の
だ
と
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思
う
の
で
す
。
関
東
に
鎮
西
流
が
ひ
ろ
が

っ
た
の
は
、
そ
の
お
陰
で

す
。
時
に
は
こ
う
い
う
ご
と
を
考
え
る
の
も
必
要
か
と
存
じ
ま
す
。

第
五
重
は

『往
生
論
註
」
に
ご
指
南
を
い
た
だ
く

「
口
授
心
伝
」

「十
念
の
伝
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「信
」
と
伝
え
ま
す
。「
往
生

論
註』

は
、
く
わ
し
く
は

「無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
傷
婆
薮
禦
頭

菩
薩
造
勉
註
」
と
申
し
、
略
し
て

『論
註
」
、
二
巻
ご
ざ
い
ま
す
。
曇

驚
大
師
の
御
作
で
す
。

こ
の
伝
は
真
の
愚
鈍
念
仏
者
の
生
ま
れ
ま
す
こ
と
を
願
つ
て
の
最

後
の
総
仕
上
げ
で
あ
り
、
伝
法
道
場
(
密
室
)
に
お
い
て
伝
灯
仏
子



が
、
儀
式
を
も
っ
て
口
伝
し
、
受
者
の
心
底
深
く
に
お
伝
え
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
実
際
に

『論
註
』
を
手
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
巻
上
の
終
わ
り
に
近
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
回
向
門
(
八
段
細
釈
)

の
第
八
「
念
数
の
記
不
記
」
の
段
に
あ
る
ご
指
南
に
よ
っ
て
口
授
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
う
て
日
く
、
(
前
略
)
若
し
心
の
凝
し
想
を
注
め
ば
、
復
た

何
に
依
り
て
か
念
の
多
少
を
記
す
る
こ
と
を
得
べ
け
ん
や

答
え
て
い
わ
く
、
経
に
十
念
と
言
う
は
、
業
事
成
緋
を
明
か
す

の
み
。
必
ず
し
も
頭
数
を
知
る
こ
と
を
須
い
ざ
る
な
り
。
(中

略
)
若
し
必
ず
知
る
こ
と
を
須
い
ば
、
亦
方
便
あ
り
。
必
ず
口

授
を
須
て
。
之
を
筆
点
に
題
す
る
こ
と
を
得
ず

別
に
十
声
の
お
念
仏
に
執
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

『観
経
」
に
「
令
声
不
絶
具
足
十
念
称
」
と
あ
り
、

「大
経
』
の
第
十

八
願
に
「
乃
至
十
念
」
と
あ
っ
て
、
如
何
な
る
罪
悪
生
死
の
衆
生
も

「
業
事
成
緋
当
果
無
碍
の
位
」
に
救
わ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
別
し
て

「
十
念
」
を
有
り
難
く
い
た
だ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
阿
弥

陀
仏
に
心
を
集
注
す
れ
ば
、
十
念
の
数
を
誤
り
、
反
対
に
十
の
数
に

執
ら
わ
れ
る
と
、
阿
弥
陀
仏
を
専
念
で
き
な
い
。
し
か
ら
ば
、
ど
う

す
れ
ば
十
念
の
数
を
満
た
し
、
同
時
に
み
仏
を
凝
恩
で
き
る
の
か
。

そ
の
回
答
が
「
方
便
あ
り
、
必
ず
口
授
を
ま
て
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
勿
論
、
先
に
申
し
た
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
お

念
仏
の
数
を
云
々
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
こ
の
口

伝
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫
な
が
ら
に
決
定
往
生
の
信
を
確

立
す
る
乙
と
が
、
何
よ
り
大
切
で
あ
り
ま
す
。

曇
驚
大
師
は
ま
た
、

『論
註
」
の
同
じ
回
向
門
第
六
「
善
悪
校
量
」

の
段
で
「
三
義
校
量
」
の
ご
指
南
で
、
私
た
ち
が
持
つ
で
あ
ろ
う
疑
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聞
に
つ
い
て
答
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
在
心
・
在
縁
・
在
決

定
」
の
三
義
で
あ
り
ま
す
が
、
時
間
が
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
勧

誠
で
は
申
し
ま
せ
ん
。
ま
た
申
し
て
も
難
し
い
の
で
、
受
者
の
方
々

に
す
ん
な
り
と
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
た

だ
一
つ
「
千
年
暗
室
の
喰
え
H
明
来
暗
去
」
を
伝
え
ま
す
。
虚
妄
顛

倒
・造
罪
を
重
ね
て
き
た
わ
が
心
を
千
年
の
暗
室
に
喰
え
、
阿
弥
陀

仏
の
お
慈
悲
を
受
け
て
申
す
十
念
を
閣
を
否
定
す
る
光
明
に
喰
え

て
、
直
ち
に
摂
取
さ
れ
る
功
徳
を
説
く
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
五
重
相
伝
の
あ
ら
ま
し
を
申
し
ま
し
た
が
、
も
う



の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
後
に
説
明
を

譲
っ
て
お
き
ま
し
た
「
末
書
」
の
こ
と
、

二
つ
に
は

「道
右
感
左
」

に
つ
い
て
、

三
つ
に
は
「
繊
悔
道
場
」
の
暗
説
。
時
間
の
許
さ
れ
る

範
囲
で
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
「
末
書
」
で
あ
り
ま
す
が
、
末
書
と
は
浄
土
宗
伝
書
の
注
釈

書
の
全
部
を
申
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
「
五
部
七
巻
町
所

謂
「
七
書
」
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
も
の
、
こ
う
し
た
お
書
物
に
も

一
応
ず
う
っ
と
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

「往
生
記
投
機
抄
」

一
巻
(
聖
問
述
)
H
『往
生
記
』
の
末
書
で
す
。

「
我
が
門
の
意
は
東
西
を
緋
え
ず
黒
白
を
知
ら
ざ
る
愚
鈍
の

族
を
、
只
助
給
南
無
阿
弥
陀
例
の
口
称
の

一
行
に
修
し
入
り

て
、
仰
信
の
体
を
悌
知
即
相
の
眼
よ
り
見
れ
ば
、
当
体
を
即

本
来
本
有
の
投
機
と
之
を
習
う
」
と
。

『授
子
印
侍
心
紗
」

一
巻
(
聖
問
述
)
H
「授
手
印
』
の
末
書
で
す
。

「
心
と
は
安
心
な
り
。
謂
く

一
宗
の
安
心
の
趣
を
菓
承
す

る
が
故
に
、
停
心
と
日
う
な
り
。
是
れ
即
ち
宗
義
の
行
相

悉
く
吉
水
の
相
停
を
承
っ
て
製
作
す
る
所
の
手
印
の
末
紗
な

り
。
故
に
侍
心
と
云
う
」
と
。

『領
解
授
手
印
徹
心
紗
」

一
巻
(
聖
同
述
)
リ

「領
解
紗
」
の
末
書

で
す
。

「
授
手
印
相
侍
領
解
の
趣
、
心
肝
骨
髄
に
徹
し
て
、
こ
の
紗

を
製
し
給
う
故
に
:
:
:
」
と
。

『決
答
授
手
印
疑
問
紗
」
二
巻
(
良
忠
述
)
リ

「授
手
印
」
の
末
書

で
す
。
四
重
の
お
巻
物
で
す
。

「決
答
疑
問
銘
心
紗
」
二
巻
(
聖
同
述
)
H

『疑
問
紗
」
の
末
書
で

す
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「
二
家
相
承
の
旨
、
心
肝
に
銘
じ
て
、
止
む
こ
と
を
得
ず
抄

す
る
故
に
銘
心
と
名
付
く
る
か
、
是
れ
則
ち
利
剣
に
銘
を
刻

す
る
が
知
し
。
相
停
は
実
に
肝
に
銘
ず
る
の
謂
い
な
り
」

と

こ
の
ほ
か
に
も
沢
山
の
末
書
が
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
勉
強
の
種
は

つ
き
ま
せ
ん
。

次
に
「
道
右
感
左
」
に
つ
い
て
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は

面
上
十
念
の
口
伝
の
問
題
で
す
。
道
と
は
緑
山
九
代
道
誉
貞
把
上

人
、
感
と
は
緑
山
十
代
感
誉
存
貞
上
人
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
道
誉



流
は
右
か
ら
、
感
誉
流
は
左
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
。
し
か
ら
ば
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
。
伝
法
の
上
で
、
酉
誉
聖

聡
上
人
か
ら
高
弟
嘆
誉
良
肇
上
人
に
伝
わ
っ
た
流
れ
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
良
肇
上
人
の
系
統
の
中
に
道
誉
貞
把
上
人
が
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
が
こ
こ
で
云
う
道
誉
流
で
あ
り
ま
す
。一

方
で
酉
誉
聖
聡

上
人
か
ら
、
同
じ
く
高
弟
で
あ
る
聡
誉
酉
仰
上
人
に
伝
法
さ
れ
た
流

れ
が
あ
り
、
そ
の
系
統
に
感
誉
存
貞
上
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
同
じ
増
上
寺
の
九
代

・
十
代
で
あ
っ
て
も
、
伝
法

の
流
れ
・
系
統
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
聖
聡
上
人
か
ら
良
肇
上
人
に
伝
法
な
さ
る
と
き
は
、

『観

経
』
の

「眉
間
白
老
右
旋
腕
特
」
の
文
に
典
拠
を
得
て
、
右
か
ら
始

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
故
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聖
聡
上
人
か
ら
酉
仰
上
人
に
伝
法
な
さ
る
と
き
は
、
天
親

菩
薩
の
「
往
生
論
』
を
典
拠
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。『
往
生

論
」
は

「傷
頒
」
と
「
長
行
」
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
傷
煩
の
初

め
の
ほ
う
に

「宝
性
功
徳
川
門

柔
軟
左
右
旋
(
宝
性
功
徳
川
は
柔
軟

に
し
て
左
右
に
旋
れ
り
こ
と
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
左
右
」
で

す
か
ら
、
左
か
ら
始
ま
る
と
い
う
古
伝
で
、
感
誉
上
人
の
方
の
流
れ

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
左
右
」
の
い
ず
れ
が
勝
れ
、
或
は
劣
っ
て
い
る
、
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
順
阿
隆
円
上
人
の

「吉
水
潟
瓶

訣
」
第
三
、
宗
脈
分
第
四
の
総
口
伝
の
段
に

五
重
の
十
念
は
既
に
十
念
相
続
の
為
に
こ
の
方
便
を
設
く
。故

に
知
ん
ぬ
。
口
称
名
号
を
正
と
為
し
、
凝
思
相
好
を
助
と
為

す
。
助
正
異
な
る
と
難
も
、
終
に

一
意
を
成
す
。
何
を
以
て
の

故
に
。
名
体
離
れ
ざ
る
の
故
に
。

ま
た

『同
書
』
第
四
の
用
心
念
仏
の
段
に
も

唱
E
A

q
d
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即
ち
口
称
の
為
に
し
て
相
好
を
縁
ず
。
故
に
称
名
を
正
と
為

し
、
凝
思
を
助
と
為
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
五
重
の
安
心
が
肝
要
で
あ
り
、
口
称
名
号
の
相
続

が
究
極
で
あ
り
ま
す
。従
っ
て
ご
自
分
の
授
か

っ
た
ご
伝
法
に
随
順

し
て

一
向
専
念
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

続
い
て
「
惜
悔
道
場
」
の
暗
説
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。
餓

悔
道
場
に
関
心
の
あ
る
方
が
二
・
一二
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
殊
に
勧

誠
師
は

「暗
説
も
頼
み
ま
す
」
と
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
か

ら
、
そ
の
覚
悟
で
参
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
機
悔
道
場
に
も
い
ろ
い



ろ
あ
っ
て
道
場
の
様
子
も

一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
地
方
で

は
、
導
師
は
内
陣
か
ら
外
陣
向
き
、
勧
誠
師
は
下
陣
で
受
者
の
後
ろ

か
ら
暗
説
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
地
方
で
は
内
陣
か
ら
外
陣
に
向
け

暗
説
い
た
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
受
者
よ
り
先
に
入
堂
し
て

受
者
の
入
り
お
わ
る
の
を
お
待
ち
し
ま
す
。
真
の
暗
闇
で
「
座
見
」

の
僧
が
受
者
を
誘
導
し
、
全
員
着
座
す
る
と
「
以
上
、
座
見
終
わ
る
」

と
合
図
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
割
勿
を

一
下
し
、
暗
説
を
始
め
る
の
で

あ
り
ま
す
。
約
十
五
分
く
ら
い
で
終
わ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
も
う
持
ち
時
聞
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
簡
単
で
す
が
実
演
の

真
似
ご
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

-
印
は
割
弱
|

-
諸
衆
等
、
ま
な
こ
を
と
じ
て
心
静
か
に
聴
き
給
え
。
普
く
現

前
の
善
男
子
善
女
人
の
三
障
を
断
除
し
て
、
同
じ
く
阿
弥
陀
仏
国
に

往
生
を
得
せ
し
め
ん
が
為
に
、
今
織
悔
道
場
の
要
諦
を
説
か
ん
・

衆
生
貧
眠
煩
悩
中
能
生
清
浄
願
往
生
心
・

こ
の
道
場
に
三
つ
の
伝
あ
り

第

無
明
長
夜

六
道
輪
廻
の
表
示
・

付
け
た
り
金
打
の
こ
と

第

二
河
白
道

二
尊
遺
迎
の
表
示
・

第

機
悔
細
釈
・

第

無
明
長
夜

六
道
輪
廻
の
表
示
・

日
は
暮
れ
て

閣
の
夜
に

宿
も
定
め
ぬ

月
も
ま
だ
出
ぬ

身
こ
そ
つ
ら
け
れ

も
う
お
日
さ
ま
も
西
に
落
ち
て
、
辺
り
は
暗
い
と
い
う
の
に
、
ま

だ
お
月
さ
ま
も
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。誠
に
心
細
い
限
り
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
暗
閣
の
中
に
、
今
宵
泊
ま
る
宿
も
ま
だ
決
ま
つ

て
い
な
い
と
い
う
、
不
安
で
、
心
の
定
ま
ら
ぬ
状
態
。
そ
れ
が
只
今

ワ
-

qδ 
噌

E
A

の
我
々
、
皆
さ
ま
方
凡
夫
の
姿
で
あ
り
ま
す
。
無
明
長
夜
と
は
明
る

く
な
い
、
暗
く
て
し
か
も
長
い
夜
。
す
で
に
勧
誠
で
申
し
ま
し
た
よ

う
に
、
愚
痴
の
心
を
無
明
と
も
云
い
ま
す
。
暗
い
心
|
何
が
暗
い
か

と
云
い
ま
す
と
「
も
の
の
道
理
に
暗
い
」
の
で
あ
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
あ
る
煩
悩
の
中
で
こ
の
愚
痴
|
無
明
が
根
本
で
す
。
そ
の
煩
悩
に

振
り
因
さ
れ
て
今
日
ま
で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
昔

か
ら
六
道
輪
廻
と
云
う
の
で
あ
り
ま
す
。
六
道
と
は
、
地
獄
・餓
鬼
・

畜
生

・
修
羅
・
人
間
・
天
上
で
す
。
迷
い
や
悩
み
の
中
で
、
六
道
を

輪
廻
し
て
五
十
年
、
六
十
年
、
思
え
ば
ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
い
限
り



で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
は
五
重
の
勝
縁
に
逢
い
、

尊
い
四
日
間
の
前
行
を
積
ん
で
、
只
今
こ
の
道
場
に
お
入
り
に
な
り

ま
し
た
。
暗
閣
の
中
を
お
手
引
き
く
だ
さ
い
ま
し
た
憎
の
方
を
菩
薩

と
い
た
だ
き
ま
す
。
手
に
し
た

一
本
の
お
線
香
の
明
か
り
は
、
か
そ

け
き
光
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
や
っ
と
我
が
心
に
宿
っ
た
お
念

仏
の
信
心
で
あ
り
ま
す
。
難
し
い
言
葉
で
は
「
能
生
清
浄
願
往
生

心
」
と
申
し
ま
す
が
、
憂
世
の
濁
り
に
汚
さ
れ
な
い
、
清
ら
か
な
願

心
、
往
生
を
願
う
心
で
あ
り
ま
す
。
お
線
香
の
小
さ
な
光
に
表
象
さ

れ
る
信
心
|
し
か
し
乍
ら
そ
の
光
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
の
み
光

で
あ
り
、
お
念
仏
が
進
む
に
つ
れ
て
、
も

っ
と
大
き
な
光
明
を
い
た

だ
く
身
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

或
は
ま
た
、
み
仏
さ
ま
の
光
明
に
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

す
ま
す
我
が
業
障
に
気
付
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
「
松
影
の

き
は
月
の

光
か
な
」。

月
の
光
で
黒
い
影
が
で
き
る
よ
う
に
、
み

仏
の
光
明
に
よ

っ
て
我
が
影
(
煩
悩
)
の
醜
さ
に
気
付
き
ま
す
。
そ

し
て

い
よ
い
よ
お
念
仏
に
励
む
の
で
あ
り
ま
す
・

金
打
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
と
の
お
約
束
の
し
る
し
で
あ
り
ま
す
。

昔
、
武
士
と
武
士
の
約
束
に
は
、
金
打
を
も

っ
て
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
鉦
鈷
を
打
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。一

つ
に
は
書

院
式
で
お
読
み
し
ま
し
た

「白
旗
流
安
心
制
誠
」
を
守
る
約
束

つ
に
は
「
常
機
悔
」
の
約
束
、

三
つ
に
は
退
転
す
る
こ
と
な
く
「
お

念
仏
を
相
続
」
す
る
約
束
で
あ
り
ま
す
・

第

二
河
白
道

二
尊
遺
迎
の
表
示
・

(
時
間
の
都
合
で
省
略
し
ま
す
が
、
四
重
の
勧
誠
で
お
話
し
し
た

二
河
の
醤
え
を
ご
く
軽
く
再
説
。
今
こ
の
道
場
も
、
導
師
と
勧
誠

師
が
二
尊
遣
迎
の
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

等
々
)
・

|
|
但
し
、
二
尊
遣
迎
を
説
示
で
き
な
い
道
場
の
し
つ
ら
え
も
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あ
る
こ
と
に
注
意
|
|

第

機
悔
細
釈
・

」
れ
も
省
略
し
ま
す
が
、
教
材
を
す
こ
し
列
挙
し
て
お
き
ま
す
)

黒

「
一
人

一
日
の
中
に
八
億
四
千
の
念
あ
り
。
念
々
の
中
の
所
作

皆
三
途
の
業
な
り
」

つ
一一陣
」
リ
業
障
・
罪
障

・
煩
悩
障

「人
に
こ
そ

包
み
な
が
ら
も

省
み
て

う
ら
恥
、
ず
か
し
き

わ
が
心
か
な
」

「自
ら
罪
あ
り
と
知
ら
ば

当
に
俄
悔
す
べ
し

機
悔
す
れ
ば



即
ち
安
楽
な
り

機
悔
せ
ざ
れ
ば

罪
ま
す
ま
す
探
し
」

「
罪
あ
る
者
は
憐
悔
せ
よ

機
悔
す
れ
ば
即
ち
清
浄
な
り
」

「
念
々
の
称
名
と
は

常
の
俄
悔
な
り
」

暗
説
の
あ
ら
ま
し
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
真
っ
暗
閣
の
道

場
に
入
っ
て
、
足
も
と
も
お
ぼ
つ
か
な
い
不
安
な
気
持
、
し
か
も

切
無
言
の
中
で
着
座
、
暗
説
を
待
ち
ま
す
。
こ
れ
は
「
独
生
・
独
死
」

H
つ
ま
り
「
生
ま
れ
て
く
る
と
き
も

一
人
、
死
ん
で
い
く
と
き
も

人
」
と
い
う
心
で
す
。
暗
説
が
終
わ
る
と
、
勧
誠
師
は
ソ
ッ
と
退
堂

し
ま
す
。
(
こ
の
た
め
予
め
退
堂
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
)
退
堂
す
る
頃
に
燭
を
と
も
し
、
「
光
明
道
場
」

に
か
わ
り
ま
す
。

尚
、
勧
誠
に
つ
い
て
で
す
が
、
資
料
に
時
間
表
の
サ
ン
プ
ル
と

私
の
使
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
添
え
て
お
き
ま
し
た
。勧
誠
を
志
す

方
は
、
必
ず
ご
自
分
な
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
週
間
の
五
重
で
二
十
二
席
ぐ
ら
い
、
五
日
で
は
十
四

・
五
席
で

す
中
に
は
無
理
を
お
っ
し
ゃ
る
ご
寺
院
が
あ
り
、

「三
日
で
五
重
を

し
た
い
か
ら
、
六
席
で
」
と
申
さ
れ
ま
す
。
忙
し
い
現
代
社
会
で
す

か
ら
、
そ
の
気
持
ち
は
分
か
ら
ぬ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は

骨
ば
か
り
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。勧
誠
は
仏
教
の
イ
ロ
ハ
か

ら
、
あ
れ
こ
れ
醤
え
話
や
因
縁
話
の
中
に
、
ぼ
ち
ぼ
ち
受
者
の
心
を

解
き
ほ
ぐ
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
初
心
の
方
を
、
先
ず
掌
を

合
わ
す
こ
と
か
ら
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
五・

六
席
の
お
話
で
は
、
受
者
に
法
悦
を
与
え
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
と

思
い
ま
す
。
五
重
相
伝
を
開
こ
う
と
ご
希
望
の
寺
院
は
、
ど
う
ぞ
そ

の
辺
も
ご
理
解
く
だ
さ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
席
数
を
我
々
に
お
与
え
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く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、
限
ら
れ
た

時
間
内
に
五
重
相
伝
の
あ
ら
ま
し
か
ら
、
勧
誠
・俄
悔
道
場
な
ど
ま

で
触
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
雑
把
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
許
し
を
い
た
だ
き
ま
し
て

お
話
を
終
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。終
わ
る
時
間
だ
け
は
ジ
ャ
ス
ト

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(
笑
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
同
称
十
念
)

司
会

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
ど
な



た
か
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

総
合
研
究
所
の
主
任
研
究
員
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
福
西
賢
兆
先
生

か
ら
、
ご
挨
拶
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
西

本
日
、
当
研
究
所
の
公
開
講
座
を
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
大
勢
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
、
上
田
先
生
は
ご
遠
方
の
と
こ
ろ
か
ら
お
出
ま
し
い
た
だ

き
、
我
々
に
懇
切
丁
寧
に
五
重
相
伝
の
根
本
、
ま
た
実
際
に
つ
い
て

お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。短
い
時
間
で
こ
の
よ
う
な
実
の
あ
る
お

話
を
頂
戴
で
き
る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
ま
だ
継
続
的
に
こ
の
講
座
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
次
回
改
め
て
皆
さ
ま
方
に
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
日
は
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
会
合
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(拍

子
司
会

そ
れ
で
は
、
同
称
十
念
で
も

っ
て
先
生
に
感
謝
の
意
を
込

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
同
称
十
念
)

ど
う
も
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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五
重
相
憾
の
意
義
と
内
容

五
重
の
名
目
(
み
よ
う
も
く
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化
他
五
重
の
は
じ
ま
り

前
行
と
正
直
岬
法

人
生
の
真
意
義
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活
と
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生
活
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資料

助正分別についての問答ー 一 守一一…………..........2

三心の四句分別について………一一 本末 16種・ 64句

四句の相互関係などについての問答…ーー一一一…ー… 11 

五念門・四修・三種行儀の名目の典拠について

<結論>三心五念四修皆是れ称名

牢決答授手印疑問紗(傍証)

上巻

末代念悌授手印について一一一一….....-一…一一…ー……..1

法然上人滅後の異義について い… ・……・__・ e・-一一企 1

五種正行について一 一一-ー……一一一一一…ー………… 5

-，[;専念の文について …………………一一一………4

この文に種々の義あることについて…ーー一一一一一一一一 6

助正分別について……… …・一一一一一一‘…一一一一一一一一2
下巻

三心について….......ーー…………一 一一一一…………__-56 

五念門についてー一一……………ーーー……一一一一一一一一一一 l

三種行儀について…一一一・ー…一一一一一一一一一一 一一 3
奥図の疑問についてーー一一一一一一一一一一一.....……ー 1 

善導寺聖人の日課とご臨終についてー一一一一一一一ー一一一一一 1
寧下巻「三心慮Jの中の一章、 「一向疑心句ノ下ノ註、一分往生ノ事Jに示

された問答のうち、第四番目の問答でこの書を代表する重要な問題あり。

牢往生論註(縛信)=口授心得・凝思十念

巻上の末尾、回向門(八段細釈)第八「念数の記不記Jの段にあるご指南によ

って口授が行われる.

同じく回向門第六「善悪校量」の段で三義校量のご指南あり.

(在心・在縁・在決定)

4.末書について

5.剃度式、織悔道場

6.正停法(要傷・密室)

7.勧誠について(時間表・席数・テキスト)

8.厳修寺院の準備について

ウ
'

9
d
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資料

五重の基本と実践 (H13. 9.12.浄土宗総合研究所) 上回見宥

1.はじめに

2.五重の基本

* r五重指南目録』

熔 三巻七番

『往生記JJ 1巻(法然)………一 一一一…一一ー『往生記投機鯵Jl 1巻(聖問)

『末代念悌授手印JJ 1巻(霊光)一一.......... r授手印骨尊心必、JJ 1巻(聖問)

『領解末代念悌授手印妙JJ 1巻(良忠)一一.. r領解授手印微心紗JJ 1巻(霊問)

『決答授手印疑問紗.Il 2巻(良忠)…ー『決答疑問銘.c."品、.Il 2巻(聖向)

*五重相停は浄土宗停法の体系である

3.惇番細釈

ホ往生記(惇機)

難遂往生の機

四陣四機

種々念悌往生の機①智行兼備念悌往生機②義解念悌往生機

③持買え~悌往生機④破戒~悌往生機⑤患鈍念悌往生機(輩直仰信)

和字段(ー紙小消息)

*末代念悌授手印(縛行 or停法)

袖書き(表紙書き)

序文

末代の念悌とは浄土一宗の義を知って浄土一宗の行を修する首尾次第僚々行の事

六重二十二件五十五の法数

五種正行………… (法数 6)獄正行鰭正行時Itる

助正二業分別一一. (11 2)正滋l服l

三心………ー (11 30) 1船12恥8腕郎駐心1E心l

五念門…・ 一一… (11 5) 

四 修一一一一一一一 (11 9)事総6

三種行儀一一一…・・ (11 3) 

実密

述作年月日

授手印

血脈相骨厚手次

裏書

<結論>結帰一行三味'L;存劫給口称南無阿弥陀悌

本領解末代念悌授手印紗(何事解) =問答釈義形式

五種正行についての問答一一一 ……………一一一一一 6

0
6
 

qa 

噌

E
ム



資料

00寺五重相停会時間表 (七日五重)

1 回目 2回目 3 回目 ~日 5 回目 6 回目 ~イ噌符去

10月 7日 10月 SEI 10月 9日 10月10El 10月11E1 10月12日 101113日
(日) 例} 伏J 体』 付時 個凶 仕』

7:30 事舎、縄民 争告、鋼困包 事告、割削庖 集合、測施 集合、掴腕 晶令、洞院
7，50 事告、鳩It

....司法要 ....略法書 止制法暑 ...制法書 ...綱法暑
8，00 

諸国向

8，30 4 
闘白法t-

ー時
... 

ーー ‘-111 、ι
'崎 織. '崎 ... 

10，00 
9，30 4墨縄遭刻齢

体 • 体 勉 体

‘ 
体 • 体 勉 体 • 10，00 

蝿五掛4持 蝿五.till事 蝿五重井ぽ事 剃皮式 蝿亘;t:.1J事 種五主訊主専 体 • 10，30 {おかみを~)

ー- ‘ 
111 ... 揖秒 銭 働

ー邑
相ゆ ... 10，30 

回栴圭要 ι 
キ膏

11，30 12，00 
a中法要 岡中法暑 岡敬法要 記念割II匝 回中法書 国中法要

串膏 串膏 4降膏 串膏 串膏

12，00 鎗重道副島

昼 世 昼 世 昼 骨 昼 世 昼 世 昼 世

昼 .. 
12，50 

持団向 靖国向 t畢唖崎 魁亘;t:.ru事 鋪冒向 持団向

13，30 清掃、'幡

111 
ーι

，肺 ... 
ー陣

... 勧 司k
'肺

... 
ー蹄

... 
14，30 

体 • 休 量B 体

‘ 
体 • 体 • 体 勉

15，00 
働 首邑

ー-

... 
ー命

... 
ー除

泊L
ー怜

... Ell!t埠暑

鵠司向 悦し礼拝

16，00 
筒l!t法要 司決法要 日量t法書 Ell!t法要 周波法暑 " 司E
鎌田向 持団向 ま者団向 鎌田向 草書冒向 鎮守 3主唱匹

17，00 
解 11:. 解 歓 解 噌眠 解 鉄 解 .. 16，00 

4 
17，30 

18，00 ...ーーー.......砕.....・‘ 'ーーーー-ーー， 晶司ドーーー...__..._.....ーー・..... 圃圃 圃 圃 合骨骨骨・ー 解 曹t

18，30 
象告、調脆

ーーーーーー・ ー・ー ・ーーーー・ーーー・・・ ー.-............合唱.....・ ・..・・・.-.-ー 一・・....・・......-_.‘ ... 

.悔式

20，00 ...ー ー -・・ ・・a‘ .....‘ ・ー・・......晶、‘・・・...

21，30 ー..・....・ 4ト晶.‘ 4・4ト4・4・........・ ・..--‘・・・・・・・ ・・・・‘ー・ ‘・ ・・ ・.
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資料

月
日

時
問

8:∞ 
却

9:∞ 
30 

10:∞ 
却

11:∞ 
羽

12:∞ 
却

13:∞ 
却

14:∞ 
初

15:∞ 
却

16:∞ 
却

17:∞ 
却

(五日五重)

00寺五重相停会時間表

初 日 第 2日 第 3 日 第 4 日 第 5日

1(0水月曜7日日) 1(0木月曜8日日) 1(0金月曜9日日) 1(0土月曜10日日) 1(0日月曜11日日) 

受 付 受 付 受 付 受 付 受 付

集合・調讃 集合・調讃 集合・調讃 集合・調讃

長 再現 長 朝 E主 朝

入行書院式
勧 誠 勧 誠 勧 誠 要侮道渇

関白法要 休 憩 休 懇 休 憩

贈五重 贈五重 惣五重 贈五重 記念撮影|

勧 議 勧 誠 勧 誠 勧 誠
密室道窃

日中(半斎) 日中(半斎) 日中(半斎) 日中(半斎)

昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 お礼礼拝

諸回向 諸国向 諸回向 諸回向 法 ヨE

勧 議 勧 誠 勧 誠 勧 誠

休 憩 休 憩 日投(回向) 休 憩

休 憩
勧 誠 勧 誠 勧 誠

目別(回向) 日slJ(回向} 司自j度式 日別(回向)

薬石(軽食)

血誓書院式

慢悔道場

※ 上記時間割は、都合で変更することがあります
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所長

主研(副究所長任員) 

専研(分室究-主E員事)

研専究任員

浄土宗総合研究所所員・嘱託名簿
(平成 14年 7月1日現在)

〒 105-0011 東京都港区芝公園 4ネ4 明照会館 4階

電話 03-5472-6571 (代表)

FAX 03-343ら4033

〈分室〉 干 603-8301 京都市北区紫野北花ノ坊町 96 I弗教大学内

電話 075-495-8143 

FAX 075-495-8193 

ホームページアドレス h仕p:/Iwww.jsri.jp/ 

石上善応

干 272-0823 市川市東菅野2-7・1 0473-24-0330 

福西賢兆

干 105-0∞1 東京都港区虎の門3ト11-7 栄立院 03-3431-0257

竹内真道

干 522-∞64 滋賀県彦根市本町2ふ7 宗安寺 074S-22-0801

今岡達雄

干 272-0131 千葉県市川市湊1S.20 善照寺 0473-57-2232

大蔵健司

干 193-0082 東京都八王子市弐分方町 179 不断院 0426-52-2524

武田道生

干 193-0824 東京都八王子市長房町 16 飽泉寺 0426-64-0865

戸松義晴

〒 152-0∞3 東京都目黒区博文谷3-6-S-301 03-3723-7707 

干 1偽∞44 東京都港区東麻布 1-1-5 心光院 03-3認3-4766

林田康順

〒 230-0052 神奈川県横浜市鶴見区生麦日3-61 慶岸寺 045-501-2816

正村瑛明

干 114∞23 東京都北区滝野川2-4S-5 正受院 03-3910.1778
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研究員 伊藤茂樹

干 637-0042 奈良県五線市五篠 1-1-6 称念寺 07472-2-3885

上回千年

干 617-0827 京都市長岡京市竹の台 2 01-502 onト955-7323

後藤員法

干 135-0022 東京都江東区三好 1-3-3 園通寺 03-3641・7518

佐藤晴輝

干 292心∞8 千葉県木更津市中島 2209 正行寺 043&-41心041

坂上典翁
干 111-0024 東京都台東区今戸 2-23-6 勝運寺 03-3872-7242

西城宗隆

干 132心015 江戸川区西瑞江2-38-7 大雲寺 03-3679-5748

斉藤隆尚

干 13(}-O003 墨田区横JII1-3-20 霊性院 03-3622-7829 
自宅 03-5689-5634

斎藤舜健
干 615-8017 京都市西京区桂河田町 12-2セジュ ール 87202号 07与394-6173
〒692-0011 島根県安来市安来町 1927 西方寺 0854-22-3572

柴田泰山
干 172-0022 板橋区仲間J22-14-204 
干 80ら∞49 福岡県北九州市八幡西区穴生2ふl

03-3959-2746 
弘善寺 093-621-5953

善 裕昭

干 602-0802 京都市上京区寺町通今出川上る鶴山町 14阿弥陀寺内 075-231-3538 
干 847羽 17 佐賀県唐津市東唐津2-8-23 安養寺 095与72-5327

曽田俊弘

干 52品0057 甲賀郡水口町北脇 557 浄福寺 0748-62-1932

袖山栄輝

〒38ふ0845 長野市西後町 1568 十念寺 0262-33ト2449

水谷浩志

〒 471-0842 豊田市土橋町ι6 法雲寺 0565-28-3965
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嘱研究託員 小漂憲雄

干 192ω62 東京都八王子市大横町 7-1 極楽寺 042&-22-36ω

熊井康雄

干 135-∞22 東京都江東区三好 2-7・5 龍光院 03-3642-3437

佐藤良文

干 112-0002 東京都文京区小石川 4-12-8 光園寺 03-3811-1307

自宅 03-568~5634 

坂上雅翁

干 174-∞76 東京都練馬区土支回4-21-20 03ト5905-5012

真柄和人

干 528-∞41 滋賀県甲賀郡水口町虫生野320 永福寺 0748-62-2657

清水秀浩

干 57与0132 枚方市野村元町21-20 法楽寺 0720-58-8542

千古理恵子

干 658-∞44 兵庫県神戸市東灘区御影塚町4-14-21 078-7821-1689 

回 中勝道

干 30ι∞23 茨城県古河市本町 1-1-7 宝輪寺 0280-32-3467

中野隆英

干 111-0022 台東区潮111-2-5 念仏院 03-3873-0642

贋本幾康

〒 13与∞22 東京都江東区三好 1-2-8 法性寺 03ト3641-1356

細田芳光

干 135-∞22 東京都江東区三好 1-4-5 勢至院 03-3641-5780

村田洋一

干 105-0011 東京都港区芝公園 2-11-25 最勝院 03-3434-6611

鷲見定信

干 253-∞87 神奈川県茅ヶ崎市下町屋 2-14-15 梅雲寺 0467-82-ωω
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研究助手 石川琢道

干 250-0874小悶原市鴨宮 44 6 

吉田淳雄

干 175-∞93 東京都板橋区赤塚新町 2・12-12
干 29与1621 千葉県富津市竹岡 349-1

和田典善

春光院 046ら48-5161

03-5997-9868 
松翁院 0439-67必 54

干 170-∞01 東京都豊島区西巣鴨4-6-7グレース西巣鴨201 03-3910-8030 
干 381-0101 長野県長野市若穂綿内 8585-1 正満寺 026-282-2012
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客員教授 伊藤 唯真

干 520-3101 滋賀県甲賀郡石部町石部中央 2-~6 善隆寺 0748-77-2347

梶村 昇

〒 157-0066 東京都世田谷区成城4-21・2 03-3483-1025 

田丸 徳善

干 145-∞71 東京都大岡区間関調布ら3-4 照善寺 03-3721・3148

長谷川 匡俊

干 260-0812 千葉県千禁市中央区大巌寺町 180 大巌寺 043-261-2917

八木 季生

干 112心011 東京都文京区千石 1-14-11 一行院 03-3941-2035
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総合研究所運営委員会委員名簿
(平成 14年 7月1日現在)

委員 水谷 幸正 (宗務総長)

(役職) 小林 昭五 (教学局長)

曽和 義雄 (財務局長)

大島 良彦 (社会局長)

袖山 柴覧 (東京事務所長)

小林正道 (出版室長)

石上 善鷹 (総合研究所長)

福西 賢兆 (総合研究所主任研究員)

委員 香川孝雄

(韓)〒 543-∞17 大阪府大阪市天王寺区域南寺町 !>-16 蓮生寺 06-6761-0710

梶村昇

〒 157-0066 東京都世田谷区成城4-21-2 03-3483-1025 

中井員孝

干60Cト8087 京都府京都市下京区高倉通松原下ル樋之下町3τ5 長香寺 07!>-351-1754

花園宗善

干 612-8304 京都府京都市伏見区銀町 713

藤本浄彦

干 742-2107 山口県大島郡大島町東屋代944

牧達雄

干 52!>-∞41 滋賀県草津市青地町 1146

丸山博正

干 113-0021 東京都文京区本駒込 1・1・5

八木季生

悟真寺 07!>-621-2229

西蓮寺 0820-74-2662

西方寺 077Eト64-2277

潮泉寺 03-3813-2314

〒 112心011 東京都文京区千石 1-14-11

山下法文

干 51!>-0075 三重県松阪市新聞T874 

一行院 03-3941・2035

樹敬寺 0598-23-9680
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平
成
十
三
年
度
活
動
報
告

V
平
成
十
三
年

四
月
二
日

・
『
法
語
集
」
編
集
会
議
(
研
究
所
)

-
大
正
大
学
フ
レ
ッ
ク
ス
コ
l
ス
研
修
員
辞
令
伝
達

式
(
東
京
事
務
所
)

四
月
九
日

・
『
法
語
集
』
編
集
会
議
(
研
究
所
)

・
平
成
十
三
年
度
第
l
聞
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

四
月
十
三
日

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

四
月
十
六
日

-
第
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
『
法
語
集
」
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
専
任
研
究
員
会
議
(
東
京
事
務
所
)

四
月
十
七
日

・
分
室
会
議
会
口
小
都
分
室
)

四
月
二
三
日

・
『
法
語
集
」
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
第
三
国
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

四
月
二
四
日

・
『法
語
集
』
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
「
伝
承
儀
礼
」
十
三
年
度
第

一
回
研
究
会
(
研
究
所
)

講
師
八
百
谷
啓
人
師

五
月
二
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

五
月
七
日

・
「法
語
集
』
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
第
四
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

-
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

五
月
九
日

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
大
正
大
学
)

講
師
坂
上
・
西
城

五
月
十
日

・
「
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
編
集
会
議
(
研
究
所
)

五
月
十
四
日

・
第
五
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

五
月
十
五
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

五
月
十
六
日

・
『法
語
集
」
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
「
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
編
集
会
議
(
研
究
所
)

五
月
十
七
日

・
『法
語
集
」
編
集
会
議
(
研
究
所
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

五
月
十
八
日

・
『
法
語
集
』
編
集
会
議
(
研
究
所
)

・
「
国
際
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
第
1
回
合
同

会
議
(
東
京
事
務
所
)

五
月
二
十

一
日

・
第
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

五
月
二
十
三
日

-
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

講

師

袖

山

・
村
田

五
月
二
十
八
日

・
「法
語
集
』
編
集
会
議
(
研
究
所
)

・
第
七
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

五
月
三
十
日

・
「
伝
承
儀
礼
」
第
二
悶
研
究
会
(
研
究
所
)

六
月
四
日

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
第
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

六
月
十

一
日

・
第
九
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

六
月
十
三
日

・
「伝
承
儀
礼
」
第
三
回
研
究
会
(
研
究
所
)

・
「基
本
興
籍
の
現
代
語
訳
」
編
集
会
議
(
研
究
所
)

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

講
師
(
正
村
・
斎
藤
・
ジ

ョ
ナ
サ
ン
ワ

ッ
ツ
)

六
月
十
八
日

-
第
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

・
「
日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」
(
研
究
所
)

六
月
二
十
二
日

・
「
国
際
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
第
二
回
合
同

会
議
(
東
京
事
務
所
)

六
月
二
十
五
日

・
第
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)
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六
月
二
十
七
日

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

講
師
(
熊
井
・
武
田
)

六
月
二
十
八
日

・
「現
代
布
教
」
所
内
公
開
講
座
(
東
京
事
務
所
)

講
師
清
水
研
究
員

六
月
二
十
九
日

-
第
二
十
回
各
宗
派
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡
協
議

会
(
豊
山
派
宗
務
庁
)

六
月
三
十
日

・
「
仏
教
福
祉
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〈仏
教
福
祉
の
源
流

i
行
基
に
学
ぶ
l
〉
(
例
教
大
学
)

七
月
二
日

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

-第
l
二
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

七
月
九
日

-
第
1
三
田
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
「現
代
布
教
」
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

七
月
十
七
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

七
月
十
九
日

・
「葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
十
四
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

七
月
二
十
三
日

・
第
十
五
回
所
内
連
絡
会

(
研
究
所
)

七
月
三
十
日

-
第
1
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

「
園
内
開
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

講
師
東
北
大
学
金
崎
芳
輔
先
生

七
月
三
十
一
日

「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

八
月
六
日

-
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
第
十
七
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

八
月
二
十
三
日

第
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

八
月
二
十
七
日

第
十
九
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

八
月
三
十
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

九
月
三
日

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

第
二
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

九
月
六
日

「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

九
月
十
i
十

一
日

-
浄
土
宗
学
術
大
会
(
大
正
大
学
)

九
月
十
二
日

「
現
代
布
教
」
公
開
講
座

《五
重
相
伝
の
基
本
と
実
践
〉
(
大
本
山
増
上
寺
)

講
師
上
回
見
宥
師

九
月
十
三
日

-
第
二
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

九
月
1
七
日

-
第
二
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
国
際
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
第
三
回
合
同

会
議
(
東
京
事
務
所
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

九
月
十
八
日

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

九
月
十
九
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
「
伝
承
儀
礼
」
第
四
回
研
究
会
(
研
究
所
)

九
月
二
十
七
日

-
第
二
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

十
月

一
日

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

第
二
四
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
二
日

「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

十
月
三
日

-
平
成
1
一一一
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
(
東
京
事
務

所
)

十
月
十
日

・
講
座

「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学」

(
大
正
大
学
)

講
師
戸
松
・
水
谷

十
月
十

一
日

-149一



-
第
二
五
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
十
五
日

・
第
二
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
十
八
日

-
分
室
個
人
研
究
発
表
会
(
偽
教
大
学
)

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十
月
二
十
二
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会

(
研
究
所
)

-
第
二
十
七
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
月
二
十
四
日

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

(
講
師
鷲
見
・
坂
上
)

・
「
伝
承
儀
礼
」
第
五
回
研
究
会
(
研
究
所
)

十
月
三
十

一
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

十

一
月
五
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
二
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十

一
月
七
日

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

講
師
大
蔵
・
細
田
・
後
藤
・
佐
藤

十

一
月
十
二
日

・
第
二
十
九
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十

一
月
十
五
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十

一
月
十
六
日

-
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

「
国
際
受
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
第
四
回
合

開
会
議
(
東
京
事
務
所
)

十

一
月
十
九
日

・
第
三
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十

一
月
二
一
日

-
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
(
大
正
大
学
)

-
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

【そ
う
、
だ
か
ら
法
狭
山
}
(よ

み
う
り
ホ
l
ル
)

十

一
月
二
六
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
三
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十

一
月
二
十
七
日

・
「
伝
承
儀
礼
」
第
六
回
研
究
会

(
研
究
所
)

十
二
月
三
日

-
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

-
第
一二
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
二
月
五
日

-
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
講
師
(
大
正
大
学
)

佐
藤
(
晴
)
・
長
谷
川
上
人

十
二
月
十
日

・
第
三
十
三
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
二
月
十

一
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

十
二
月
十
三
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

十
二
月
十
七
日

・
「法
語
集
』
編
集
会
議
(
研
究
所
)

-
第
三
十
四
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

十
二
月
十
九
日

・
講
座
「
浄
土
宗
実
践
僧
侶
学
」
最
終
講
義
(
大
正

大
学
)講

師
鷲
見
・
全
講
師

十
二
月
二
十
五
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

一
月
七
日

『
法
話
集
』
編
集
会
議
(
研
究
所
)

.
第
三
十
五
団
連
絡
会
(
研
究
所
)

.
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

一
月
九
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

一
月
十

一
日

・
「
生
前
法
号
授
与
式
の
基
本
と
実
践
」
(
研
究
所
)

公
開
講
座
打
合
せ

一
月
十
五
日

・
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

一
月
十
六
日

・
「
伝
承
儀
礼
」
第
七
回
研
究
会
(
研
究
所
)

一
月
十
七
日

・
第
三
十
六
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

一
月
二
十

一
日

・
「現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

一
月
二
十
八
日

・
「
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
編
集
会
議
(
東
京
事
務

所
)

-
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)
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-
第
三
七
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」

研
究
会
(
研
究
所
)

・
「
仏
教
福
祉
」
編
集
会
議
(
東
京
事
務
所
)

二
月
四
日

-
教
団
付
置
研
究
所
聞
の
懇
談
会

(
N
C
C
宗
教
研

究
所
)

一
一
月
六
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

二
月
七
日

・
第
三
十
八
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

一一
月
十
四
日

-
第
三
十
九
回
所
内
述
絡
会
(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
「日
常
勤
行
式
の
現
代
語
化
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」
研
究
会
(
研
究
所
)

二
月
十
八
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
四
十
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・「葬
祭
仏
教
」

研
究
会
(
研
究
所
)

一一
月
二
十

一
日

-
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)

一一
月
二
十
五
日

-
第
四
十

一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

二
月
二
十
八
日

平
成
十
三
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
(
宗
務
庁
)

・
「
葬
祭
仏
教
」
研
究
会
(
宗
務
庁
)

三
月
四
日

-
「
浄
土
宗
基
本
興
籍
の
現
代
語
訳
」
研
究
会
(
研
究

所
)「

現
代
布
教
」
研
究
会
(
東
京
事
務
所
)

・
第
四
十
二
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
専
任
研
究
員
会
議
(
研
究
所
)

・
「教
化
儀
礼
」
公
開
講
座
打
合
せ
(
研
究
所
)

三
月
五
日

・
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
現
代
語
訳
」
研
究
会
(
研
究

所
)

三
月
十
一
日

・
第
四
三
一
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

三
月
十
四
日

-
公
開
講
座
「
生
前
法
号
授
与
式
の
基
本
と
実
践
」

(
大
本
山
増
上
寺
)

三
月
二
十
五
日

・
「
現
代
布
教
」
研
究
会
(
研
究
所
)

・
第
四
四
回
所
内
連
絡
会
(
研
究
所
)

・
「
国
際
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
・
(
東
京
事
務

所
)

三
月
二
十
六
日

維
分
室
会
議
(
京
都
分
室
)
六
名

三
月
二
七
日

場

「葬
祭
仏
教
」

研
究
会

(
研
究
所
)
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平
成
十
四
年
度

研
究
課
題
・
担
当
者

平
成
十
四
年
七
月

一
日
現
在

、、

伝道 浄土

---
研究の 布教教

義耳ミ

と
現

イヒ 代

富布代教 霊祭仏教
言 言 言言

研究

課題
土

典籍河ミ 現代の 宗基本
土宗大 教比

の 辞較

検討 版
語化 典籍

典論
の

木
BIA 

点
の 検
百汗 四浄

ゲ7匂" 
十 土 含
)¥ む
巻 経部
伝

八

福西賢兆

福伊 伊 石
梶村昇 石上木 西藤

藤唯真
上 研

季 兆賢 唯莫
善 究

生 磨、 (副 謄善 代

高リ
表

正 坂

員選
普 袖 林

研究
村E英

上 山 回

典翁
裕 栄輝

康)1頂
主 研

明 昭 務

究

草祭康 康壁緩
細佐武 普伊

真柄和
林 吉鷲細袖戸福

課
田藤良 田 裕藤茂

回 回見回山 松西

芳道 康 ?雄享定芳栄 義賢 研 題
光文生 昭樹 人 )1慎 信光輝晴兆 究

中 藤佐晴
回 鷲熊坂 曽斉 千 柴 和石村柴西大

員 担

中 見井上 田藤 古 回 田川回目 減蔵
当

野隆英 輝 勝道 定信康雄典翁
俊舜 理 泰 輿普琢道 洋泰 宗 健
弘健 恵 山 一 山隆司

者
子

)¥ 橋 ン今 講
百

本初
ヨ岡 師

谷
サナ 彦達啓 子

研究人 ン

松永 ワ
ス
タ

知 ツ
ツ

海 フ、
フ

ヮ“FHυ 
-
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九 )¥ 七 ノ、 五 四

編集
現日 仏 問現

礎基教閲
代常勤

教福祉 題への 代宗教
化語 行式 研的究 の

の 文f
の

研究 応社占Z之、

⑬ ⑮ 
英語⑪ 

⑪ 

⑫ 仏教福祉

⑪ 生 ⑩ 新
⑨ 際国 書

由教自
究成研栗 研究教化

代現
日
本

命倫
し

語化
語 L、 交

関教
よ 理 ，刀""て， 流
る よ の 教

関す ホ る 諸 動
他「 ホ 問 向

総
る ム 題 '̂ 

研叢書 基 << ム の
礎 << 士す
研 ン 応
'jプ也u 運 ン

営 運
営

石 長 石 田
上 谷 上

丸徳善
磨普、

I11 感善
匡
俊

大蔵健司
福西 松戸

d7 bh 坂 武 水 武

達岡
上 田 谷 田

兆賢 義晴 雅翁
道 浩 道

雄 生 生

石 細

員憲雄 室隆尚
上

基晴
水谷浩 武道田

鷲見 武回

和E善 戸量晴川田 田

琢道 光芳 千年 定信 道生
志生

吉 村
佐藤良 峰吉盟主戸晴 戸松義晴

水谷
回目
淳洋 浩志
雄 一 文

l幻 ン d-b7 h 松 佐生
田 ヨ

彦岡達 涛 々野応善
隆 ナ 弘木
Bg サ 道 良

ン 法

佐

松務誠逮 佐藤純良 岩斎肇困
山 ワ
哲 ツ

郎
、、J
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マ
教
化
研
究
十
三
号
を
お
届
け
す
る
。

マ
今
回
掲
載
の
成
果
報
告
は
八
木
季
生
研
究
代
表

の
現
代
布
教
研
究
班
に
よ
る
「
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
活
用
と
結
縁
五
重
相
伝
会
の
あ
り
方
」
で
あ

る
、
特
に
結
縁
五
重
相
伝
会
は
研
究
ノ

l
ト
と
し

て
同
研
究
班
の
公
開
講
座

『五
重
相
伝
の
基
本
と

実
践
」
講
師
上
回
見
宥
師
の
講
録
を
掲
載
し
た
、

あ
わ
せ
て
ご
覧
頂
き
た
い
。

マ
研
究
ノ

l
ト
は
前
述
の
公
開
講
座
の
他
、
葬
祭

仏
教
研
究
班
に
よ
る
「
葬
祭
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
静
岡
教
区
ア
ン
ケ
ー
ト
第

一
次
分
析
結
果
報

告
を
記
載
し
た
。

マ
そ
の
他
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
継
続
中
の

も
の
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
・
研
究
経
過
等

を

「研
究
活
動
報
告
」
に
記
載
し
た
。

マ
な
お
研
究
所
の
ホ
1

ム
ペ
1

ジ
ア
ド
レ
ス
が
ド

メ
イ
ン
取
得
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
、
新
ア
ド
レ
ス

は
名
簿
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

(
大
)

臆

一所
納
附
一所

一究
蛤
ル
一刷

7
v
l
町山川

ι一
円
H
ド

善

一州
日
附
扉

一八
い
れ
沼
一
立

上
一剥

m
一町三快

一土
棚
盟
針

石

一浄
時
間
一
式

行

U

W

一株

百

則

的

一

集

凶

話

一

編

干

電

一

人行発
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